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（１）策定目的 

本実行計画は、第３期総合戦略に掲げる施策・事業を計画的かつ効果的に実行するに当た

り、事業の具体的な内容、費用、目標値などの概要を明らかにし、毎年度その進捗状況や効

果を取りまとめ、創生会議や既存の審議会などと連携し、評価、改善を行うことで、次年度

以降における予算や事業実施のための具体的な指針とするために策定するものです。 

 

（２）計画期間 

2025 年度から 2028 年度までの４年間とします。 

 

（３）対象事業 

本実行計画の対象事業は、第３期総合戦略において、「行政の取組」に掲げる全ての事業と

します。 

 

（４）PDCA サイクル 

本実行計画に係る PDCA サイクルについては、次のとおり実行していきます。 

① 本実行計画の対象事業について、予算事業ごとに実行計画書を作成し、当該事業の「目

的」、「事業内容」、「事業費」、「事業の自己評価」、「事業成果」などを明らかにします。 

② 決算期に本実行計画の対象事業について、進捗状況や効果を取りまとめ、市民から広く

意見を取り入れる手段を確保しながら、富津市創生会議や既存の審議会などと連携し、

点検・評価を行い、改善点を整理します。 

③ ②において整理した改善点を反映した次年度予算版の実行計画書を作成し、富津市創生

会議などにおける点検を経て、事業実施に取り組んでいきます。 

④ ②及び③について議会と情報を共有し、議会と執行部が両輪となって総合戦略を推進し

ます。 

 

（５）実行計画書における事業成果（目標達成状況）欄について 

① 実績値／目標値 

2025 年度は実績見込値、2026 年度から 2028 年度の目標値を記載しています。 

② 達成状況 

  目標値に対する実績（見込）値の割合により以下の４段階で達成状況を記載します。 

   Ａ：100％以上、Ｂ：80％以上 100％未満、Ｃ：50％以上 80％未満、Ｄ：50％未満 

   その他：成果指標の達成状況を評価できないもの 

 

１ 基本的な考え方 
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結婚相談所における 相談件数

達成状況

結婚新生活支援事業補助金申請
件数

件 － 7 7

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 １ 　 出会う 機会を 増やし 、 結婚の希望を かなえる 事業開始年度 1976年度

事　 　 業 結婚支援事業 担当部・ 局名 市民部

予算事業 結婚支援事業 担当課名 市民課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 結婚を 希望する 人が希望する 時期に結婚し 、 将来の家庭生活を 見据えた選択ができ る よ う 、 出会い
の機会の創出を 通じ て結婚を 希望する 市民の縁を 結ぶ取組を 推進する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 結婚相談所を 開設し 、 結婚を 希望さ れる 男女に対し て、 相談に応じ 、 紹介・ あっ 旋又は必要な指
導・ 助言を 行う と と も に、 出会いの機会の創出を 図り 結婚活動への支援を 実施する 。
　 ま た、 結婚を 決めた男女の婚姻に伴う 経済的な支援を 実施する こ と で、 結婚への機運醸成を 図る 。

年度別事業内容

2026 6, 900

2, 800

〇 結婚相談所の開設【 毎週火曜 13： 00～16： 00　 相談員２ 名】
　 相談・ 助言・ 指導、 紹介・ あっ 旋
○ 近隣五市結婚相談員( 富津・ 木更津・ 君津・ 袖ケ浦・ 市原) と の連携
　 登録者情報の共有・ 情報交換、 五市結婚相談員事務連絡会議への参加
〇 結婚新生活支援事業【 夫婦と も に49歳以下（ 上限700千円） 】
　 新規に婚姻し 、 市内に居住する 世帯に対し 、 婚姻に伴う 住宅取得費用、 住宅リ フ ォ ーム費用、 住宅賃借費用及び引
越費用に係る 経費を 補助
〇 出会いの場創出事業（ 出会いイ ベン ト 開催）
　 地域資源を 活用し た体験型婚活イ ベント の開催

4, 100

2025 6, 371

2, 400

〇 結婚相談所の開設【 毎週火曜 13： 00～16： 00　 相談員２ 名】
　 相談・ 助言・ 指導、 紹介・ あっ旋
○ 近隣五市結婚相談員( 富津・ 木更津・ 君津・ 袖ケ浦・ 市原) と の連携
　 登録者情報の共有・ 情報交換、 五市結婚相談員事務連絡会議への参加
〇 結婚新生活支援事業【 夫婦と も に49歳以下（ 上限700千円） 】
　 新規に婚姻し 、 市内に居住する 世帯に対し 、 婚姻に伴う 住宅取得費用、 住宅リ フ ォ ーム費用、 住宅賃借
費用及び引越費用に係る 経費を補助3, 971

2028 6, 900

2, 800

〇 結婚相談所の開設【 毎週火曜 13： 00～16： 00　 相談員２ 名】
　 相談・ 助言・ 指導、 紹介・ あっ 旋
○ 近隣五市結婚相談員( 富津・ 木更津・ 君津・ 袖ケ浦・ 市原) と の連携
　 登録者情報の共有・ 情報交換、 五市結婚相談員事務連絡会議への参加
〇 結婚新生活支援事業【 夫婦と も に49歳以下（ 上限700千円） 】
　 新規に婚姻し 、 市内に居住する 世帯に対し 、 婚姻に伴う 住宅取得費用、 住宅リ フ ォ ーム費用、 住宅賃借費用及び引
越費用に係る 経費を 補助
〇 出会いの場創出事業（ 出会いイ ベン ト 開催）
　 地域資源を 活用し た体験型婚活イ ベント の開催

4, 100

2027 6, 900

2, 800

〇 結婚相談所の開設【 毎週火曜 13： 00～16： 00　 相談員２ 名】
　 相談・ 助言・ 指導、 紹介・ あっ 旋
○ 近隣五市結婚相談員( 富津・ 木更津・ 君津・ 袖ケ浦・ 市原) と の連携
　 登録者情報の共有・ 情報交換、 五市結婚相談員事務連絡会議への参加
〇 結婚新生活支援事業【 夫婦と も に49歳以下（ 上限700千円） 】
　 新規に婚姻し 、 市内に居住する 世帯に対し 、 婚姻に伴う 住宅取得費用、 住宅リ フ ォ ーム費用、 住宅賃借費用及び引
越費用に係る 経費を 補助
〇 出会いの場創出事業（ 出会いイ ベン ト 開催）
　 地域資源を 活用し た体験型婚活イ ベント の開催

4, 100

事業の
自己評価

　 結婚相談所登録者数が減少傾向にあ り 、 それに伴い相談件数も 減少し ている 。 主な要因と し ては、 事業
の周知不足や登録者の年齢構成に偏り があり 、 希望条件の調整が難し く 出会いの機会に繋がり にく い状況
であ る こ と 等が考えら れる 。 こ のこ と から 、 SNS等を 活用し た周知・ 広報の強化や出会いイ ベン ト の実施に
よ り 、 若年層登録者の増加と マッ チン グ 支援の充実を 図り 、 登録者数及び相談件数の増加に繋げる 。 ま
た、 結婚を 推進し ていく ためには出会う 機会の創出だけではなく 、 結婚や子育てについて将来にわたる 展
望を 描ける よ う な環境づく り を 総合的に支援し ていく 必要がある 。

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業成果
（ 目標達成状況）

7

達成状況 2026年度に評価

Ｃ

件 70/95 100 100 100
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120

達成状況 Ｂ

達成状況 Ａ

すく すく ギフ ト 支給決定者数 人 120/120 120 120

産前産後ヘルパー派遣回数 回 45/50 50 50 50

120/120 120 120 120

達成状況 Ａ

ふっ つ子育てき ずなLI NE新規登
録者数（ 妊娠期・ 子育て期）

人

2027 9, 877

8, 395

○ふっつ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを配布。1, 482

2028 9, 877

8, 395

○ふっつ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを配布。

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度 2028年度

1, 482

事業の
自己評価

　 妊娠期から 子育て期ま で、 子育てに関する 情報の配信や子育てに関係する 様々な負担の軽減など の切れ目
ないサポート を 充実さ せる こ と で、 子育てし やすいと 感じ ら れる 環境を 整備する こ と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

2025 8, 961

6, 855

○ふっつ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 000円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを配布。2, 106

2026 9, 877

8, 395

○ふっつ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを配布。1, 482

予算事業 子育て応援き ずな事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

・ ふっつ子育てLI NE配信事業…登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信する 。
・ 産前産後ヘルパー派遣事業…産前産後に、 家族等から 家事・ 育児の援助が受けら れない母等を支援する ため、 ヘル
パーを派遣する 。
・ すく すく ギフ ト 事業…カタ ロ グから 選んだ育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅に届ける 。
・ 新生児支給用指定収集袋支給…紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を1人につき 、 180枚支給する 。
・ 赤ちゃん休憩室事業…事業者が設置し た設備が要件を満たし たと き 、 認定ス テッ カーを交付する 。
　 ま た、 設置費用に対し 、 補助金（ 補助率2/3・ 上限30万円） を交付する 。
・ チャ イ ルド シート 貸付事業…希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を 貸し 付ける 。

年度別事業内容

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市独自の子育て支援策と し て、 妊娠期から 子育て期ま で、 子育てに関する 情報の配信や子育てに関係
する 様々な負担の軽減など の切れ目ないサポート を 充実さ せる こ と で、 子育てし やすいと 感じ ら れる 環
境を 整備する 。

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 子育て応援き ずな事業 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2018年度
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8

事業の
自己評価

　 ベビ ーヨ ガやベビ ーマッ サージなど の毎月のイ ベン ト に加え、 七夕ま つり やク リ ス マス 会など 季節にち
なんだイ ベン ト を 企画し 、 子育て中の親子だけでなく 、 地域の方々と の交流や世代を 超えた交流を 図る こ
と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

達成状況 Ｂ

組 7. 7/8 8 81日の平均利用組数

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度 2028年度

2027 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2, 817

2025 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2026 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2028 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

予算事業 地域交流支援セン タ ー管理運営事業 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 地域子育て支援拠点と し て、 利用する 親子同士の交流を 促進する と と も に、 行政など の関係機関や
地域・ 企業など と 協力し て、 総合的かつ効果的に子育てを 支援する ための体制を 構築し 、 親子と 地域
を 結ぶ架け橋と なる 。

年度別事業内容

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 家庭や地域における 子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感や不安感の増大等に対応する ため、
地域において子育て親子の交流等を 促進する 子育て支援拠点を 設置し 、 地域の子育て支援機能の充実
を 図り 、 子育ての不安感等を 緩和し 、 子ど も の健やかな育ちを 支援する こ と を 目的と する 。

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 地域交流支援セン タ ー事業 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2020年度
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達成状況 Ａ

57, 000

4, 300 4, 300

Ａ

57, 000/57, 000 57, 000 57, 000

2027年度 2028年度

助成し た実人数 人 4, 300/4, 300 4, 300
事業成果

（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度

助成し た延件数 件

達成状況

事業の
自己評価

　 千葉県の制度のも と 、 市独自に所得制限を 撤廃し 、 県の補助対象と な ら ない児童に対し て も 、 市民税所得割
非課税世帯は、 通院、 入院、 調剤の全てを 無料で、 市民税所得割課税世帯は、 通院、 入院は１ 回あ たり 200
円、 調剤は無料で受診でき る よ う 助成を 行い、 保護者の経済的負担の軽減を 図る こ と ができ た。

2025 130, 620

32, 062

○子ど も 医療給付費（ 扶助費） 　 125, 190, 000円
○通信運搬費・ 審査支払手数料（ 役務費） 3, 300, 000円
○受給券作成委託料、 電算業務委託料（ 委託料） 1, 996, 000円
○住民情報照会履歴管理シス テム 使用料（ 使用料及び賃借料） 　 132, 000円
○普通旅費（ 旅費） 　 2, 000円

98, 558

2026 136, 695

30, 285

106, 410

2027 136, 695

30, 285

○子ど も 医療給付費（ 扶助費） 　 131, 331, 000円
○通信運搬費・ 審査支払手数料（ 役務費） 3, 525, 000円
○受給券作成委託料、 電算業務委託料（ 委託料） 1, 705, 000円
○住民情報照会履歴管理シス テム 使用料（ 使用料及び賃借料） 　 132, 000円
○普通旅費（ 旅費） 　 2, 000円

106, 410

○子ど も 医療給付費（ 扶助費） 　 131, 331, 000円
○通信運搬費・ 審査支払手数料（ 役務費） 3, 525, 000円
○受給券作成委託料、 電算業務委託料（ 委託料） 1, 705, 000円
○住民情報照会履歴管理シス テム 使用料（ 使用料及び賃借料） 　 132, 000円
○普通旅費（ 旅費） 　 2, 000円

106, 410

2028 136, 695

30, 285

○子ど も 医療給付費（ 扶助費） 　 131, 331, 000円
○通信運搬費・ 審査支払手数料（ 役務費） 3, 525, 000円
○受給券作成委託料、 電算業務委託料（ 委託料） 1, 705, 000円
○住民情報照会履歴管理シス テム 使用料（ 使用料及び賃借料） 　 132, 000円
○普通旅費（ 旅費） 　 2, 000円

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

　 子ど も の医療費を 助成する こ と によ り 、 子ど も の保健の向上及び子育て支援の充実に寄与する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 0歳から 18歳年度末ま での者の保険対象と なる 医療費（ 通院・ 入院） 及び調剤費に対し 、 自己負担が
200円又は無料と なる よ う に助成する 。 県外及び受給券を 持参せず受診し た場合は、 償還払いによ り 後日
助成。
※ 小学校4年生から 中学校3年生ま での通院、 県の自己負担300円と の差額及び県の所得制限額を 超えた
人への助成は市単独で行っ ている 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

予算事業 子ど も 医療対策費 担当課名 こ ど も 家庭課

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2010年度

事　 　 業 子ど も 医療費助成事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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130

事業の
自己評価

　 子育てを 地域で支え合う こ と への理解が進み、 子育てについて手助けが必要な人と 手助けを し たい人が
つながる こ と ができ る よ う 、 地域交流支援セン タ ー「 カ ナリ エ」 のイ ベン ト にも 参加し 、 地域の方々と 交
流を 図り 、 日頃の活動について周知を 図る 。 多様なニーズに対応でき る よ う 、 ま かせて（ 提供） 会員の確
保に努めた。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

達成状況 Ｂ

人 116/130 130 130会員登録数

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度 2028年度

2027 258

172

○会員の募集、 登録その他の会員組織運営業務
○託児や送迎など の子育てに関する 相互援助活動の調整
○会員に対し て相互援助活動に必要な知識を 提供する 講習会の開催
○会員の交流を 深め、 情報交換の場を 提供
○新規会員登録者に対する 利用料一部助成　 500円×25回＝12, 500円

86

86

2025 344

228

○会員の募集、 登録その他の会員組織運営業務
○託児や送迎など の子育てに関する 相互援助活動の調整
○会員に対し て相互援助活動に必要な知識を 提供する 講習会の開催
○会員の交流を 深め、 情報交換の場を 提供
○新規会員登録者に対する 利用料一部助成　 500円×70回＝35, 000円

116

2026 258

172

○会員の募集、 登録その他の会員組織運営業務
○託児や送迎など の子育てに関する 相互援助活動の調整
○会員に対し て相互援助活動に必要な知識を 提供する 講習会の開催
○会員の交流を 深め、 情報交換の場を 提供
○新規会員登録者に対する 利用料一部助成　 500円×25回＝12, 500円

86

2028 258

172

○会員の募集、 登録その他の会員組織運営業務
○託児や送迎など の子育てに関する 相互援助活動の調整
○会員に対し て相互援助活動に必要な知識を 提供する 講習会の開催
○会員の交流を 深め、 情報交換の場を 提供
○新規会員登録者に対する 利用料一部助成　 500円×25回＝12, 500円

予算事業 子育て応援き ずな事業１ 、 子ど も ・ 子育て支援事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 乳幼児や小学生等の児童を 持つ子育て中の方（ おねがい会員） と 、 当該援助を 行いたい方（ ま かせ
て会員） と の託児や送迎など の子育てに関する 相互援助活動に関する 連絡、 調整を 行い、 地域におけ
る 相互援助活動を 推進し 、 保育に欠ける 家庭等への支援など 多様なニーズへの対応を 図る 。

年度別事業内容

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 子育てを 手助けし てほし い人と 子育てを 手助けし たい人を 繋げ、 子育てにおける 負担の軽減や仕事
と 子育ての両立支援など 、 安心し て子育てができ る 環境を 整備する 。

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 フ ァ ミ リ ーサポート セン タ ー事業 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2015年度
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達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 放課後児童健全育成事業補助金を 交付する こ と で、 ク ラ ブの財政負担を 軽減し 安定し た運営を 支援し てい
る 。 引き 続き 、 支援の充実に努める と と も に、 ク ラ ブを 利用する 保護者の負担軽減を 図る ため、 2023年度から
開始し た「 第3子以降放課後児童ク ラ ブ保育料補助金」 の補助対象を 拡大し 、 出生順位に応じ 全ての利用者を
対象と する こ と によ り 、 ク ラ ブを 利用する の経済的負担の軽減を 図る こ と で、 全ての共働き 、 共育て世帯へ支
援を 行っ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度

9

281登録児童数

2028 130, 983

86, 982

〇市内の放課後児童ク ラ ブを 運営する 者に対し 、 その運営に要する 経費について補助金を 交付す
る 。
　 放課後児童健全育成事業補助金　 105, 315, 000円
〇共働き 世帯の経済的負担軽減を 図る ため、 放課後児童ク ラ ブ保育料に対し 、 第1子は月額3, 000
円、 第2子は月額5, 000円、 第3子以降は月額10, 000円を 上限に補助する 。
　 ・ 放課後児童ク ラ ブ保育料補助金 25, 668, 000円44, 001

288

達成状況 Ａ

2027年度 2028年度

施設数 箇所 10/10 9 9

人 430/312 294

2027 130, 983

86, 982

〇市内の放課後児童ク ラ ブを 運営する 者に対し 、 その運営に要する 経費について補助金を 交付す
る 。
　 放課後児童健全育成事業補助金　 105, 315, 000円
〇共働き 世帯の経済的負担軽減を 図る ため、 放課後児童ク ラ ブ保育料に対し 、 第1子は月額3, 000
円、 第2子は月額5, 000円、 第3子以降は月額10, 000円を 上限に補助する 。
　 ・ 放課後児童ク ラ ブ保育料補助金 25, 668, 000円44, 001

2026 130, 983

86, 982

〇市内の放課後児童ク ラ ブを 運営する 者に対し 、 その運営に要する 経費について補助金を 交付す
る 。
　 放課後児童健全育成事業補助金　 105, 315, 000円
〇共働き 世帯の経済的負担軽減を 図る ため、 放課後児童ク ラ ブ保育料に対し 、 第1子は月額3, 000
円、 第2子は月額5, 000円、 第3子以降は月額10, 000円を 上限に補助する 。
　 ・ 放課後児童ク ラ ブ保育料補助金 25, 668, 000円44, 001

2025 130, 970

72, 646

〇市内の放課後児童ク ラ ブを 運営する 者に対し 、 その運営に要する 経費について補助金を 交付す
る 。
　 放課後児童健全育成事業補助金　 108, 969, 000円
〇共働き 世帯の経済的負担軽減を 図る ため、 放課後児童ク ラ ブ保育料に対し 、 第1子は月額3, 000
円、 第2子は月額5, 000円、 第3子以降は月額10, 000円を 上限に補助する 。
　 ・ 放課後児童ク ラ ブ保育料補助金 22, 001, 000円58, 324

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

　 保護者が仕事等によ り 日中家庭にいない、 小学校に就学し ている 児童に対し 、 授業の終了後等に適切
な遊びや生活の場を 提供する こ と で、 その健全な育成を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 放課後児童ク ラ ブを 運営する 者に対し 、 運営に要する 経費について、 開設日数、 在籍児童数など に応
じ て補助金を 交付する 。
　 ま た、 共働き 世帯の経済的負担軽減を 図る ため、 放課後児童ク ラ ブ保育料に対し 、 第1子は月額3, 000
円、 第2子は月額5, 000円、 第3子以降は月額10, 000円を 上限に補助する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

予算事業 子ど も ・ 子育て支援事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2006年度

事　 　 業 放課後児童ク ラ ブの充実 担当部・ 局名 健康福祉部
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54

事業の
自己評価

　 保護者の疾病その他の理由によ り 、 家庭において子ど も の養育が一時的に困難と なっ た場合等に、 児童養護施
設等において一定期間、 養育・ 保護を 行う こ と で、 こ れら の子ど も 及びその家庭の福祉の向上を 図った。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

達成状況 Ａ

人 68/65 61 57延利用児童数

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度 2028年度

2027 401

333

○子育て短期支援事業補助金　 401, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 自立援助ホーム　 希望の杜」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/2

68

135

2025 312

260

○子育て短期支援事業補助金　 312, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 自立援助ホーム　 希望の杜」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/2

52

2026 401

333

○子育て短期支援事業補助金　 401, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 自立援助ホーム　 希望の杜」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/2

68

2028 401

266

○子育て短期支援事業補助金　 401, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 自立援助ホーム　 希望の杜」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/3

予算事業 子ど も ・ 子育て支援事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

対象児童： 市内在住の２ 歳から 小学校終了前ま での児童
実施施設： （ 社福） 天祐会「 自立援助ホーム　 希望の杜」
事業種類： 短期入所生活援助（ ショ ート ス テイ ） 事業…疾病、 育児疲れ、 出産・ 看護、 冠婚葬祭・ 出張等
　 　 　 　 　 夜間養護等（ ト ワ イ ラ イ ト ス テイ ） 事業…就労等で平日の夜間に不在と なる 場合
　 　 　 　 　 休日預かり 事業…就労等で休日に不在と なる 場合

年度別事業内容

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 保護者の疾病その他の理由によ り 、 家庭において子ど も の養育が一時的に困難と なっ た場合等に、 児童養
護施設等において一定期間、 養育・ 保護を 行う こ と で、 こ れら の子ど も 及びその家庭の福祉の向上を 図る 。

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 子育て短期支援事業 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2021年度
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事業の
自己評価

　 養育環境等に課題を 抱える 、 家庭や学校に居場所のない児童等に対し て、 居場所を 提供し 、 個々の児童の状
況に応じ た支援を 包括的に提供する こ と によ り 、 子ど も の最善の利益の保障と 健全な 育成を 図っ た。
　 引き 続き 、 支援を 必要と する 児童等が利用に結びつく よ う 、 学校を はじ め関係機関と 連携し 、 困り ご と を 抱
える 家庭への訪問等を 通じ 本事業の周知を 行っ ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

Ｄ

19

2026 20, 114

16, 761

達成状況

2027 20, 114

16, 761

○児童育成支援拠点事業補助金　 20, 114, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 希望塾」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/2

3, 353

2028 20, 114

13, 408

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度

2025 18, 663

15, 551

○児童育成支援拠点事業補助金　 18, 663, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 希望塾」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/2

3, 112

○児童育成支援拠点事業補助金　 20, 114, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 希望塾」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/2

3, 353

子ど も ・ 子育て支援事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 養育環境等に課題を 抱える 、 家庭や学校に居場所のない児童等に対し て、 居場所を 提供し 、 個々の児
童の状況に応じ た支援を 包括的に提供する こ と によ り 、 子ど も の最善の利益の保障と 健全な育成を 図
る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 市が委託し た社会福祉法人が運営する 施設において、 安全・ 安心な居場所の提供、 生活習慣の形成、
学習の支援、 食事の提供、 課外活動の提供、 学校、 医療機関、 地域団体等の関係機関と の連携、 保護者
への情報提供、 相談支援を 行う 。
　 支援対象： 本市に住所を 有する 小学生から 18歳ま での者と その保護者
　 実施施設： （ 社福） 天祐会「 希望塾」

年度別事業内容

予算事業

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

○児童育成支援拠点事業補助金　 20, 114, 000円
　 ・ 実施施設： （ 社福） 天祐会「 希望塾」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/3

6, 706

2028年度

利用登録児童数 人 10/22 21 20

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2024年度

事　 　 業 児童育成支援拠点事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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69. 5

事業の
自己評価

　 切れ目のない支援を 展開する ためには、 「 子育ての話何でも 聴き ま す窓口」 の認知が高ま る こ と が重要
と 考える ため、 認知率を 目標と する 。
　 2025年度の達成状況については、 2026年度に評価する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

達成状況 2026年度に評価

％ /60 63. 0 66. 2
「 子育ての話何でも 聴き ま す窓
口」 の認知率

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度 2028年度

2027 48

0

　 「 子育ての話何でも 聴き ま す窓口」 を 設置し 、 相談者の来庁、 出張、 電話、 メ ールにおい
て、 相談対応を 行う 。 来庁相談は、 月曜から 金曜の8時30分から 17時15分ま で職員が相談に応
じ る 。 出張相談は、 事前予約制で、 自宅など 相談し やすい場所での相談対応を 行う 。
・ 研修会等の旅費： 8, 000円
・ 児童虐待防止啓発リ ーフ レ ッ ト ： 40, 000円

48

48

2025 54

0

　 「 子育ての話何でも 聴き ま す窓口」 を 設置し 、 相談者の来庁、 出張、 電話、 メ ールにおい
て、 相談対応を 行う 。 来庁相談は、 月曜から 金曜の8時30分から 17時15分ま で職員が相談に応
じ る 。 出張相談は、 事前予約制で、 自宅など 相談し やすい場所での相談対応を 行う 。
・ 研修会等の旅費： 9, 000円
・ 児童虐待防止啓発リ ーフ レ ッ ト ： 45, 000円

54

2026 48

0

　 「 子育ての話何でも 聴き ま す窓口」 を 設置し 、 相談者の来庁、 出張、 電話、 メ ールにおい
て、 相談対応を 行う 。 来庁相談は、 月曜から 金曜の8時30分から 17時15分ま で職員が相談に応
じ る 。 出張相談は、 事前予約制で、 自宅など 相談し やすい場所での相談対応を 行う 。
・ 研修会等の旅費： 8, 000円
・ 児童虐待防止啓発リ ーフ レ ッ ト ： 40, 000円

48

2028 48

0

　 「 子育ての話何でも 聴き ま す窓口」 を 設置し 、 相談者の来庁、 出張、 電話、 メ ールにおい
て、 相談対応を 行う 。 来庁相談は、 月曜から 金曜の8時30分から 17時15分ま で職員が相談に応
じ る 。 出張相談は、 事前予約制で、 自宅など 相談し やすい場所での相談対応を 行う 。
・ 研修会等の旅費： 8, 000円
・ 児童虐待防止啓発リ ーフ レ ッ ト ： 40, 000円

予算事業 子育て応援き ずな事業( 家庭相談関係) 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 0歳から 18歳ま での子ど も のし つけや養育問題等について相談希望があっ た場合に、 相談希望者の
意向に沿っ て場所等について調整。 「 家庭相談員、 母子・ 父子自立支援員、 家庭教育指導員」 など こ
ど も 家庭セン タ ーの職員が話を 聴き 、 相談者に寄り 添う 。

年度別事業内容

目　 的
（ 何を どう し たいのか）

　 切れ目のない支援を 展開し 、 孤立化し やすい保護者の負担感の解消を 図る ための機会と 場を 増や
し 、 よ り 相談し やすい環境を 整備する 。

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 「 子育ての話何でも 聴き ま す窓口」 の実施 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2019年度
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22

達成状況 2026年度に評価

達成状況 2026年度に評価

個別支援会議開催件数 件 /30 27 24

電話・ 訪問・ 来庁延べ相談件数 件 /860 774 697 627

/130 117 105 95

達成状況 2026年度に評価

支援し ている 家庭件数 件

2027 5, 407

2, 984

○要支援児童及び要保護児童等並び特定妊婦等への支援業務（ 報償費等） 44, 000円
○児童虐待ケース ワ ーク 対応研修会等の参加（ 旅費）  33, 000円
○電算業務委託（ 委託料） 396, 000円　 ○親子関係形成支援事業委託料（ 委託料） 135, 000円
○ヤングケアラ ーに関する アンケート 郵送代等　 191, 000円　 ○子育て世帯訪問支援事業　 624, 000
円　 ○児童福祉シス テム機器借上料（ 使用料及び賃借料） 3, 934, 000円
○家庭支援事業に係る 措置費（ 扶助費） 50, 000円2, 423

2028 5, 407

2, 984

○要支援児童及び要保護児童等並び特定妊婦等への支援業務（ 報償費等） 44, 000円
○児童虐待ケース ワ ーク 対応研修会等の参加（ 旅費）  33, 000円
○電算業務委託（ 委託料） 396, 000円　 ○親子関係形成支援事業委託料（ 委託料） 135, 000円
○ヤングケアラ ーに関する アンケート 郵送代等　 191, 000円　 ○子育て世帯訪問支援事業　 624, 000
円　 ○児童福祉シス テム機器借上料（ 使用料及び賃借料） 3, 934, 000円
○家庭支援事業に係る 措置費（ 扶助費） 50, 000円

2025年度
（ 実績見込） 2026年度 2027年度 2028年度

2, 423

事業の
自己評価

　 すべての児童の健やかな育成が目的である ため、 支援を必要と し ている 児童に対する 十分な支援が求めら れ
る こ と から 、 支援し ている 家庭件数及び児童に関する 電話・ 訪問・ 来庁相談延べ件数を成果目標と する 。 2025
年度の達成状況については、 2026年度に評価する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

2025 7, 817

6, 067

○要支援児童及び要保護児童等並び特定妊婦等への支援業務（ 報償費） 30, 000円
○児童虐待ケース ワ ーク 対応研修会等の参加（ 旅費）  35, 000円
○電算業務委託（ 委託料） 396, 000円
○親子関係形成支援事業委託料（ 委託料） 72, 000円
○児童福祉シス テム機器借上料（ 使用料及び賃借料） 7, 234, 000円
○家庭支援事業に係る 措置費（ 扶助費） 50, 000円1, 750

2026 5, 407

2, 984

○要支援児童及び要保護児童等並び特定妊婦等への支援業務（ 報償費等） 44, 000円
○児童虐待ケース ワ ーク 対応研修会等の参加（ 旅費）  33, 000円
○電算業務委託（ 委託料） 396, 000円　 ○親子関係形成支援事業委託料（ 委託料） 135, 000円
○ヤングケアラ ーに関する アンケート 郵送代等　 191, 000円　 ○子育て世帯訪問支援事業　 624, 000
円　 ○児童福祉シス テム機器借上料（ 使用料及び賃借料） 3, 934, 000円
○家庭支援事業に係る 措置費（ 扶助費） 50, 000円2, 423

予算事業 こ ど も 家庭センタ ー運営事業 担当課名
こ ど も 家庭課
健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容

一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 要保護児童地域対策協議会の開催、 児童家庭相談シス テムによ る 相談記録等の情報共有等によ り 、 母子
保健機能を担う 保健師と 児童福祉機能を担う 社会福祉士など 各相談員と が連携し 、 すべての妊産婦、 こ ど
も 、 子育て世帯が抱える 虐待や養護相談等の対応を行う 。

年度別事業内容

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 すべての子ど も の権利を擁護する ために、 子ど も の最も 身近な場所における 子ど も の福祉に関する 支援
等に係る 業務を行う こ と が役割・ 責務と さ れている こ と を踏ま え、 子ど も と その家庭及び妊産婦等を対象
に、 実情の把握、 子ど も 等に関する 相談全般から 通所・ 在宅支援を中心と し たよ り 専門的な相談対応や必
要な調査、 訪問等によ る 継続的なソ ーシャ ルワ ーク 業務ま でを行う 。

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 こ ど も 家庭センタ ーの運営 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望をかなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2024年度
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％ - - - 27. 0

事業の
自己評価

　 こ れま で、 保育料及び給食副食費について、 国の制度で無償化の対象外と なっている 第３ 子以降の児童に
対し 、 市独自に無料化する こ と で保護者の経済的負担を軽減し たき たが、 更なる 市独自の支援策と し て、 令
和７ 年９ 月から 、 保育料について第１ 子は30％軽減、 第２ 子は50％軽減を実施し たこ と で、 保護者の経済的
負担軽減を 図り 、 安心し て出産・ 子育てでき る 環境整備を 進めた。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

子育て支援の満足度

達成状況 2028年度に評価

2027 30, 225

0

①　 対象児童数　 108人　 対象保育料　 21, 982, 800円/年
②　 対象児童数　  12人　 対象保育料　  2, 738, 280円/年
③　 対象児童数　  39人　 対象給食費　  2, 269, 800円/年
④　 対象児童数　  40人　 対象給食費　  2, 352, 000円/年
⑤　 対象児童数　  15人　 対象給食費　    882, 000円/年

30, 225

2028 30, 225

0

①　 対象児童数　 108人　 対象保育料　 21, 982, 800円/年
②　 対象児童数　  12人　 対象保育料　  2, 738, 280円/年
③　 対象児童数　  39人　 対象給食費　  2, 269, 800円/年
④　 対象児童数　  40人　 対象給食費　  2, 352, 000円/年
⑤　 対象児童数　  15人　 対象給食費　    882, 000円/年30, 225

2025 20, 958

0

①【 保育料】 公立保育所・ 私立保育園＜歳入減＞
　 対象児童数　  98人　 対象保育料　 14, 141, 450円/年
②【 保育料】 認定こ ど も 園・ 小規模保育所・ 公立管外保育所＜歳出増＞
　 対象児童数　  16人　 対象保育料　  2, 792, 700円/年
③【 給食副食費】 公立保育所＜歳入減＞
　 対象児童数　  18人　 対象給食費　    972, 000円/年
④【 給食副食費】 私立保育園・ 認定こ ど も 園＜歳出増＞
　 対象児童数　  34人　 対象給食費　  2, 186, 900円/年
⑤【 給食副食費】 幼稚園＜歳出増＞
　 対象児童数　  15人　 対象給食費　    864, 000円/年20, 958

2026 30, 225

0

①　 対象児童数　 108人　 対象保育料　 21, 982, 800円/年
②　 対象児童数　  12人　 対象保育料　  2, 738, 280円/年
③　 対象児童数　  39人　 対象給食費　  2, 269, 800円/年
④　 対象児童数　  40人　 対象給食費　  2, 352, 000円/年
⑤　 対象児童数　  15人　 対象給食費　    882, 000円/年

30, 225

予算事業
私立保育園運営事業、 私立認定こ ど も 園運営事業、 地域
型保育給付事業、 幼児教育無償化事業

担当課名 保育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をどう し たいのか）

　 保育料及び給食副食費について、 国の制度で無償化の対象外と なっ ている 児童に対し 、 市独自に軽
減又は無料化を 実施する こ と で保護者の経済的負担の軽減を図り 、 安心し て出産・ 子育てでき る 環境
を整える 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○市が保育の必要性を 認定し た児童について、 保育料及び給食副食費を 以下のと おり と する 。
　 ＜保育料＞第１ 子は30％軽減、 第２ 子は50％軽減、 第３ 子以降は完全無料化
　 　 ・ 公立保育所・ 私立保育園は、 保育料を市で徴収し ており 、 収入減と なる 。
　 　 ・ 認定こ ど も 園は、 保育料を 施設において徴収し ており 、 減少分を 市が給付する 。
　 ＜給食副食費＞第３ 子以降は無料化
　 　 ・ 公立保育所は市で徴収し ており 、 無料化分は収入減と なる 。 私立保育園等は施設において
　 　 　 徴収し ており 、 無料化によ る 減少分を市が交付する 。
〇幼稚園の児童に係る 給食副食費を 以下のと おり と する 。
　 第３ 子以降の児童に係る 給食副食費の無料化分を 保護者に交付する 。
※第１ 子、 第２ 子及び第３ 子以降の児童と は、 第１ 子目の年齢、 保護者の所得など の制限は一切せ
ず、 数えてそれぞれに該当する 児童と する 。
※給食副食費と は、 ３ 歳以上児における 給食のおかず・ おやつに係る 費用を いう 。 （ 補助上限あり ）

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望をかなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実施 事業開始年度
2017・ 2019
2025年度

事　 　 業 保育料・ 給食副食費の軽減及び無料化 担当部・ 局名 健康福祉部
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％ /80％以上 90％以上 90％以上 90％以上

事業の
自己評価

　 当該シス テムの安定的な運用を図る と と も に、 当該シス テムによ る 更なる 業務の効率化や保護者の利便性
向上等を継続的に検討し ていく 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム導入に係る
入所児童保護者の満足度

達成状況 2026年度に評価

2027 5, 643

0

○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器消耗品費　 9千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器修繕料　 100千円（ 修繕が必要な場合のみ支出）
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テムに係る 光回線使用料　 1, 450千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム等利用料　 4, 084千円

5, 643

2028 5, 274

0

○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器消耗品費　 9千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器修繕料　 100千円（ 修繕が必要な場合のみ支出）
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テムに係る 光回線使用料　 1, 450千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム等利用料　 3, 715千円

5, 274

2025 5, 806

0

○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器修繕料　 100千円（ 修繕が必要な場合のみ支出）
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テムに係る 光回線使用料　 1, 450千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム等利用料　 4, 256千円

5, 806

2026 5, 643

0

○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器消耗品費　 9千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム機器修繕料　 100千円（ 修繕が必要な場合のみ支出）
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テムに係る 光回線使用料　 1, 450千円
○保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テム等利用料　 4, 084千円

5, 643

予算事業 市立保育所運営事業 担当課名 保育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市立保育所における 保育士業務の負担軽減及び保育の質の向上並びに入所児童保護者の負担軽減を図
る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 保育士及び入所児童保護者にと って大き な負担と なっている 登降園管理、 連絡帳作成及び保育日誌等
の帳票作成に係る 業務をＩ Ｃ Ｔ 化する ため導入し た保育Ｉ Ｃ Ｔ シス テムの管理・ 運用を行う 。 当該シス
テムの安定的な運用を図る と と も に、 当該シス テムによ る 更なる 業務の効率化、 保護者の利便性向上等
を検討し ていく 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望をかなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2024年度

事　 　 業 市立保育所保育I CTシス テム管理運用事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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達成状況 2026年度に評価

実施率（ 実施件数/申請件数） ％ /90 90 90 90

達成状況 2026年度に評価

事業の
自己評価

　 育児サポート や産後の休息等を 必要と する 利用者に対し 、 利用し やすいサービ ス を 相談し ながら 調整し 、 育
児不安の解消や育児の手技の獲得、 休息時間の確保など 適切なサービ ス を 提供する こ と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

申請率（ 実申請者数/出生数） ％ /15 15 15 15

2027 729

544

母から の利用申請によ り 、 必要な産後ケア サービ ス を 提供する 。
○産後ケア サービ ス 業務委託料
　 日帰り 型　 　 　 1回　 　  20, 000円
　 宿泊型　 　 　 　 1泊2日　 60, 000円　 　 2泊目以降1泊につき 　 30, 000円
　 居宅訪問型　 　 1回　 　  14, 000円
　 ※う ち1割利用者自己負担あり 。 生保、 非課税世帯は利用者自己負担なし 。185

2028 729

544

母から の利用申請によ り 、 必要な産後ケア サービ ス を 提供する 。
○産後ケア サービ ス 業務委託料
　 日帰り 型　 　 　 1回　 　  20, 000円
　 宿泊型　 　 　 　 1泊2日　 60, 000円　 　 2泊目以降1泊につき 　 30, 000円
　 居宅訪問型　 　 1回　 　  14, 000円
　 ※う ち1割利用者自己負担あり 。 生保、 非課税世帯は利用者自己負担なし 。185

2025 661

493

母から の利用申請によ り 、 必要な産後ケア サービ ス を 提供する 。
○産後ケア サービ ス 業務委託料
　 日帰り 型　 　 　 1回　 　  20, 000円
　 宿泊型　 　 　 　 1泊2日　 60, 000円　 　 2泊目以降1泊につき 　 30, 000円
　 居宅訪問型　 　 1回　 　  14, 000円
　 ※う ち1割利用者自己負担あり 。 生保、 非課税世帯は利用者自己負担なし 。168

2026 729

544

母から の利用申請によ り 、 必要な産後ケア サービ ス を 提供する 。
○産後ケア サービ ス 業務委託料
　 日帰り 型　 　 　 1回　 　  20, 000円
　 宿泊型　 　 　 　 1泊2日　 60, 000円　 　 2泊目以降1泊につき 　 30, 000円
　 居宅訪問型　 　 1回　 　  14, 000円
　 ※う ち1割利用者自己負担あり 。 生保、 非課税世帯は利用者自己負担なし 。185

予算事業 妊娠・ 出産包括支援事業 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 退院直後の母子に対し て、 心身のケ ア や育児のサポート 等を 行い、 母が産後も 安心し て子育てができ
る よ う 支援体制を 確保する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 産後の育児支援を 必要と する 母親から の申請によ り 、 日帰り 型・ 宿泊型・ 訪問型によ る 委託医療機関
等の産後ケ ア サービ ス が利用でき る よ う 支援し 、 母が身体を 休めながら 母乳指導・ 育児相談を 受けら れ
る 機会を 提供する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2018年度

事　 　 業 妊娠・ 出産包括支援事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2022年度

事　 　 業 学校給食費の無償化 担当部・ 局名 教育部

予算事業 給食事業収入 担当課名 学校教育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 富津市立小学校及び市内在住の富津市立中学校に在学し 給食の提供を 受ける 児童・ 生徒の学校給食費
を 無償化する こ と で経済的負担の軽減を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○小学生の学校給食費無償化( 生活保護法によ る 教育扶助に該当する 児童を 除く ）
〇市内在住で富津市立中学校に在学し 、 給食の提供を 受けている 中学生の学校給食費を 無償化する 。 ( 生
活保護法によ る 教育扶助、 国又は地方公共団体が行う 学校給食費に関する 給付を 受けている 場合は除
く ）
〇千葉県内の市外在住で、 ３ 人以上を 扶養し ており 、 富津市立中学校に在学し 学校給食の提供を 受けて
いる 第３ 子以降の保護者から の申請によ り 学校給食費を 減免する 。 （ 生活保護法によ る 教育扶助及び就
学奨励費によ り 学校給食費の全部の給付を 受けている 場合は除く ）

年度別事業内容

2025 7, 704

7, 640

〇千葉県公立学校給食費無償化支援事業補助金を 活用し 、 第３ 子以降の学校給食費を 減免する 。
　 第３ 子以降対象人数　 241人　 12, 194千円

〇市内在住の富津市立中学生の学校給食費を 不徴収と する 。
　 中学生対象人数　 　 　 794人  49, 783千円

64

2027 74, 239

75, 565

〇学校給食費の抜本的な負担軽減（ いわゆる 給食無償化） の給食費負担軽減交付金を 活用し 富津市
立小学校の学校給食費を 無償化する 。
　 小学生対象人数　 　 　 　 人

〇市内在住の富津市立中学生の学校給食費を 不徴収と する 。
　 中学生対象人数　 　 　 　 人680

2026 74, 239

75, 565

〇学校給食費の抜本的な負担軽減（ いわゆる 給食無償化） の給食費負担軽減交付金を 活用し 富津市
立小学校の学校給食費を 無償化する 。
　 小学生対象人数　 　 1, 286人

〇市内在住の富津市立中学生の学校給食費を 不徴収と する 。
　 中学生対象人数　 　 　 729人680

680

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）

事業の
自己評価

　 家計の負担が大き い思われる 中学生及び第3子以降の保護者の経済的負担の軽減を 図る こ と ができ た。

　 成果指標「 中学生無償化」 の2026年度以降の目標値については、 当初予算要求時点の生徒数に変更する 。
　 ま た、 国の施策と し て2026年度から 公立小学校の学校給食費の抜本的な負担軽減（ いわゆる 給食無償化） の
実施に伴い、 成果指標を 「 第３ 子以降無償化」 から 「 小学生無償化」 に変更する 。

2028 74, 239

75, 565

〇学校給食費の抜本的な負担軽減（ いわゆる 給食無償化） の給食費負担軽減交付金を 活用し 富津市
立小学校の学校給食費を 無償化する 。
　 小学生対象人数　 　 　 　 人

〇市内在住の富津市立中学生の学校給食費を 不徴収と する 。
　 中学生対象人数　 　 　 　 人

2028年度

中学生無償化 人 749/794 729

2027年度2026年度

230/241 1, 286 1, 216

710 722

達成状況 Ｂ

1147

達成状況 Ｂ

小学生無償化 人
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 2017年度

事　 　 業 ブッ ク ス タ ート 事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 ブッ ク ス タ ート 事業 担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 「 絵本」 と 「 赤ちゃ んと 絵本を 楽し む体験」 を プレ ゼン ト する 活動を 通し て、 赤ちゃんと 保護者
が、 絵本を 介し て心ふれあ う 時間を 持つき っ かけを 届け、 日常的に読み聞かせを する 家庭を 増やす。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○４ か月児健診時に、 読み聞かせを 通し た子ど も と のふれあ い方の実演や月齢･年齢にあ っ た絵本選び
のポイ ン ト など を 司書ま たは市民ボラ ン ティ アから 個別に伝える と と も に、 絵本を 贈呈する 。
○ボラ ン ティ ア養成講習会を 実施し 、 市民ボラ ン ティ アの育成を 図る と と も に事業への参加を 募る こ
と で、 地域全体で子育てを 支える 意識を 醸成する 。

年度別事業内容

2026 148

0

○4か月児健診の機会に、 絵本の読み聞かせを 体験し ても ら い、 絵本（ 1冊） を 配布する と
　 と も に推薦絵本のリ ス ト や、 図書館等の案内を 手渡す。 （ ブッ ク ス タ ート 事業）
〇ブッ ク ス タ ート のフ ォ ロ ーアッ プと し て、 ３ 歳児健診の機会におすすめ絵本等の紹介を 行い
読書の楽し さ を 発見する き っ かけを 作る 。 （ セカ ン ド ブッ ク 事業）
○ボラ ン ティ アの養成・ ス キルアッ プのための講習会を 実施。
〇市立図書館にて毎月おはなし 会を 実施。148

2025 91

0

○4か月児健診の機会に、 絵本の読み聞かせを 体験し ても ら い、 絵本（ 1冊） を 配布する と
　 と も に推薦絵本のリ ス ト や、 図書館等の案内を 手渡す。 （ ブッ ク ス タ ート 事業）
〇ブッ ク ス タ ート のフ ォ ロ ーアッ プと し て、 ３ 歳児健診の機会におすすめ絵本等の紹介を 行い
読書の楽し さ を 発見する き っ かけを 作る 。 （ セカ ン ド ブッ ク 事業）
○ボラ ン ティ アの養成・ ス キルアッ プのための講習会を 実施。
〇市立図書館にて毎月おはなし 会を 実施。91

2028 148

0

○4か月児健診の機会に、 絵本の読み聞かせを 体験し ても ら い、 絵本（ 1冊） を 配布する と
　 と も に推薦絵本のリ ス ト や、 図書館等の案内を 手渡す。 （ ブッ ク ス タ ート 事業）
〇ブッ ク ス タ ート のフ ォ ロ ーアッ プと し て、 ３ 歳児健診の機会におすすめ絵本等の紹介を 行い
読書の楽し さ を 発見する き っ かけを 作る 。 （ セカ ン ド ブッ ク 事業）
○ボラ ン ティ アの養成・ ス キルアッ プのための講習会を 実施。
〇市立図書館にて毎月おはなし 会を 実施。148

2027 148

0

○4か月児健診の機会に、 絵本の読み聞かせを 体験し ても ら い、 絵本（ 1冊） を 配布する と
　 と も に推薦絵本のリ ス ト や、 図書館等の案内を 手渡す。 （ ブッ ク ス タ ート 事業）
〇ブッ ク ス タ ート のフ ォ ロ ーアッ プと し て、 ３ 歳児健診の機会におすすめ絵本等の紹介を 行い
読書の楽し さ を 発見する き っ かけを 作る 。 （ セカ ン ド ブッ ク 事業）
○ボラ ン ティ アの養成・ ス キルアッ プのための講習会を 実施。
〇市立図書館にて毎月おはなし 会を 実施。148

事業の
自己評価

　 事業実施以降、 絵本に親し んでいる 人の割合は高水準を 維持し ている こ と から 、 引き 続き 、 子ど も に言
葉や文字に出会う 機会を 提供する と と も に、 保護者に絵本への興味関心を 喚起し ていく 。
　 ま た、 子ど も たちが幼児期や少年少女期を 迎える 大切な時期に、 いっ そう 読書への関心を 高めても ら う
ため、 セカン ド ブッ ク 等の発達段階に応じ た事業を 検討し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

読み聞かせを し ている 人の割合
（ ３ 歳児）

達成状況 2026年度に評価

％ /95 95 95 95
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ２ 　 子育てし やすいま ち、 切れ目のない子育て支援の実現 事業開始年度 1985年度

事　 　 業 家庭教育支援の充実 担当部・ 局名 教育部

予算事業 家庭教育支援事業 担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 子育てや家庭教育に関する 学習機会の提供、 相談対応、 親や保護者の日常的な交流の場と なる 居場
所づく り など の支援を 提供する こ と を 目的と する 。
　 ま た、 学校や社会教育施設を 活用し た持続可能な地域活動の支援を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○社会全体で家庭教育支援を 推進する ため、 学校・ 地域・ 行政機関等と の関係機関を 繋ぐ ための
　 コ ーディ ネータ ーと し て、 家庭教育指導員（ 家庭教育支援員） を 配置。
　 ・ こ ど も 家庭課の相談窓口など に関与する こ と で、 教育委員会と 子育て関係機関を 繋ぐ 。
　 ・ 放課後ルーム （ 放課後子ど も 教室） を 運営する こ と で、 子ど も の安全で安心な放課後の
　 　 居場所、 家庭教育支援の場を 提供し ながら 、 学校、 家庭、 地域が接する 機会を 創出する 。

年度別事業内容

2026 2, 605

1, 588

○家庭教育指導員の配置
　 ・ 家庭教育関係事業の企画・ 運営補助
　 ・ 相談窓口業務（ 週1回） 、 関連会議への参加
○家庭教育支援員の配置
　 ・ 放課後ルーム （ 放課後子供教室） の企画・ 運営
　 ・ 学習サポート 会（ 地域未来塾） の支援（ 社会教育指導員と 共同）1, 017

2025 2, 472

1, 502

○家庭教育指導員の配置
　 ・ 家庭教育関係事業の企画・ 運営補助
　 ・ 相談窓口業務（ 週1回） 、 関連会議への参加
○家庭教育支援員の配置
　 ・ 放課後ルーム （ 放課後子供教室） の企画・ 運営
　 ・ 学習サポート 会（ 地域未来塾） の支援（ 社会教育指導員と 共同）970

2028 2, 605

1, 588

○家庭教育指導員の配置
　 ・ 家庭教育関係事業の企画・ 運営補助
　 ・ 相談窓口業務（ 週1回） 、 関連会議への参加
○家庭教育支援員の配置
　 ・ 放課後ルーム （ 放課後子供教室） の企画・ 運営
　 ・ 学習サポート 会（ 地域未来塾） の支援（ 社会教育指導員と 共同）1, 017

2027 2, 605

1, 588

○家庭教育指導員の配置
　 ・ 家庭教育関係事業の企画・ 運営補助
　 ・ 相談窓口業務（ 週1回） 、 関連会議への参加
○家庭教育支援員の配置
　 ・ 放課後ルーム （ 放課後子供教室） の企画・ 運営
　 ・ 学習サポート 会（ 地域未来塾） の支援（ 社会教育指導員と 共同）1, 017

事業の
自己評価

　 家庭教育支援員を 中心に放課後ルーム （ 宿題等の学習、 遊び、 体験活動等） を 運営し 、 子ど も の安全で
安心な放課後の居場所を 創出する と と も に、 当該活動の場を 活用し て保護者と 接する 機会を 設け、 家庭教
育に関する 相談業務等も 実施する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

放課後ルーム 登録者数

達成状況 Ｂ

人 61/65 70 75 80
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達成状況 Ａ

すく すく ギフ ト 支給決定者数 人 120/120 120 120 120

達成状況 Ｂ

産前産後ヘルパー派遣回数 回 45/50 50 50 50

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 妊娠期から 子育て期ま で、 子育てに関する 情報の配信や子育てに関係する 様々な負担の軽減など の切れ目な
いサポート を 充実さ せる こ と で、 子育てし やすいと 感じ ら れる 環境を 整備する こ と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

ふっ つ子育てき ずなLI NE新規登
録者数（ 妊娠期・ 子育て期）

人 120/120 120 120 120

2027 9, 877

8, 395

○ふっ つ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を 1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを 配布。1, 482

2028 9, 877

8, 395

○ふっ つ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を 1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを 配布。1, 482

2025 8, 961

6, 855

○ふっ つ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 000円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を 1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを 配布。2, 106

2026 9, 877

8, 395

○ふっ つ子育てLI NE配信事業　 登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信。
○産前産後ヘルパー派遣事業　 産前産後に、 家族等から 援助が受けら れない家庭へヘルパーを派遣。
○すく すく ギフト 事業　 カタ ロ グから 育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を毎月自宅へ配送。
○新生児支給用指定収集袋支給　 紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を 1人につき 、 180枚支給。
○赤ちゃん休憩室設置費補助金　 赤ちゃん休憩室認定ス テッ カーの交付や設置に係る 補助金の交付。
○チャ イ ルド シート 貸付事業　 希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸付。
○ファ ミ リ ーサポート 援助活動　 新規会員登録し た保護者に3, 000円分のク ーポンを 配布。1, 482

予算事業 子育て応援き ずな事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をどう し たいのか）

　 市独自の子育て支援策と し て、 妊娠期から 子育て期ま で、 子育てに関する 情報の配信や子育てに関係す
る 様々な負担の軽減など の切れ目ないサポート を 充実さ せる こ と で、 子育てし やすいと 感じ ら れる 環境を
整備する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

・ ふっ つ子育てLI NE配信事業…登録し た保護者にLI NEを通じ て定期的に子育て支援情報を配信する 。
・ 産前産後ヘルパー派遣事業…産前産後に、 家族等から 家事・ 育児の援助が受けら れない母等を支援する ため、 ヘ
ルパーを派遣する 。
・ すく すく ギフト 事業…カタ ロ グから 選んだ育児用品（ 月額4, 500円分/新生児1人） を 毎月自宅に届ける 。
・ 新生児支給用指定収集袋支給…紙おむつ処理用に指定可燃ごみ専用袋を 1人につき 、 180枚支給する 。
・ 赤ちゃん休憩室事業…事業者が設置し た設備が要件を満たし たと き 、 認定ス テッ カーを交付する 。
　 ま た、 設置費用に対し 、 補助金（ 補助率2/3・ 上限30万円） を 交付する 。
・ チャ イ ルド シート 貸付事業…希望する 家庭に1年間チャ イ ルド シート ・ ジュ ニアシート を貸し 付ける 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望をかなえる

施策番号 ３ 　 出産、 子育て情報の発信強化 事業開始年度 2018年度

事　 　 業 子育て応援き ずな事業（ 再掲） 担当部・ 局名 健康福祉部
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回 2, 700/2, 000 2, 000 2, 000 2, 000

事業の
自己評価

　 市ホーム ページに掲載の休日在宅当番医を 含めた市内医療機関情報を 適宜更新し 、 市民の安全安心の情
報源と する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

医療機関一覧へのアク セス 数

達成状況 Ａ

2027 -

-

○市ホーム ページへの市内医療機関一覧及び休日在宅当番医等の情報の掲載及び更新
○他市のホーム ページなど の情報を 適宜調査し 、 掲載の形式、 内容など 参考にし ながら 、 よ り
分かり やすいホーム ページに更新する 。
○電子母子手帳を 活用し 、 緊急時の対応と し て子ど も 医療電話相談等の案内を する 。

-

2028 -

-

○市ホーム ページへの市内医療機関一覧及び休日在宅当番医等の情報の掲載及び更新
○他市のホーム ページなど の情報を 適宜調査し 、 掲載の形式、 内容など 参考にし ながら 、 よ り
分かり やすいホーム ページに更新する 。
○電子母子手帳を 活用し 、 緊急時の対応と し て子ど も 医療電話相談等の案内を する 。

-

2025 -

-

○市ホーム ページへの市内医療機関一覧及び休日在宅当番医等の情報の掲載及び更新
○他市のホーム ページなど の情報を 適宜調査し 、 掲載の形式、 内容など 参考にし ながら 、 よ り
分かり やすいホーム ページに更新する 。
○電子母子手帳を 活用し 、 緊急時の対応と し て子ど も 医療電話相談等の案内を する 。

-

2026 -

-

○市ホーム ページへの市内医療機関一覧及び休日在宅当番医等の情報の掲載及び更新
○他市のホーム ページなど の情報を 適宜調査し 、 掲載の形式、 内容など 参考にし ながら 、 よ り
分かり やすいホーム ページに更新する 。
○電子母子手帳を 活用し 、 緊急時の対応と し て子ど も 医療電話相談等の案内を する 。

-

予算事業 - 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市ホーム ページに市内の医療機関一覧及び休日在宅当番医など の病院情報を 掲載し 、 医療機関の適
切な選択や救急時の受診など 、 情報源と し て活用いただく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 医科、 眼科、 歯科、 薬局など の医療機関情報を 利用者に分かり やすいよ う に掲載する 。 なお、 情報
の更新や関連機関へのリ ン ク など 随時利便性の向上を 検討し ていく 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ３ 　 出産、 子育て情報の発信強化 事業開始年度 2010年度

事　 　 業 病院情報の発信 担当部・ 局名 健康福祉部
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％ 45. 1/30 30 30 30

事業の
自己評価

　 市ホーム ページ、 子育て応援ガイ ド ブッ ク 、 母子健康手帳の配布時等で周知を 図っ ている 。 紙の母子健
康手帳は妊婦・ 乳幼児健診や予防接種の記録のため日頃から 母が携帯する こ と が多く 、 電子母子手帳と 併
用する こ と で、 よ り 利便性の向上が図ら れる 。 登録者から は、 妊娠や育児の生活に対する 不安や課題解決
の助けになる と の声も あ り 、 電子なら ではの有用性も あ る こ と から 、 今後も 利用促進を 図っ ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

出生数に対する 新規登録者の割合

達成状況 Ａ

2027 396

0

妊娠届出時等で電子母子手帳を 紹介し 、 自身のス マート フ ォ ン など の端末にアプリ ケーショ ン
を イ ン ス ト ールし 、 活用し ても ら う 。 妊娠届出時や乳幼児健診の場において、 周知・ 啓発す
る 。
○電子母子手帳サービ ス の提供（ 母子モ株式会社「 母子手帳アプリ  母子モ」 ）
　 利用料： 30, 000円×12月×1. 1＝396, 000円

396

2028 396

0

妊娠届出時等で電子母子手帳を 紹介し 、 自身のス マート フ ォ ン など の端末にアプリ ケーショ ン
を イ ン ス ト ールし 、 活用し ても ら う 。 妊娠届出時や乳幼児健診の場において、 周知・ 啓発す
る 。
○電子母子手帳サービ ス の提供（ 母子モ株式会社「 母子手帳アプリ  母子モ」 ）
　 利用料： 30, 000円×12月×1. 1＝396, 000円

396

2025 396

0

妊娠届出時等で電子母子手帳を 紹介し 、 自身のス マート フ ォ ン など の端末にアプリ ケーショ ン
を イ ン ス ト ールし 、 活用し ても ら う 。 妊娠届出時や乳幼児健診の場において、 周知・ 啓発す
る 。
○電子母子手帳サービ ス の提供（ 母子モ株式会社「 母子手帳アプリ  母子モ」 ）
　 利用料： 30, 000円×12月×1. 1＝396, 000円

396

2026 396

0

妊娠届出時等で電子母子手帳を 紹介し 、 自身のス マート フ ォ ン など の端末にアプリ ケーショ ン
を イ ン ス ト ールし 、 活用し ても ら う 。 妊娠届出時や乳幼児健診の場において、 周知・ 啓発す
る 。
○電子母子手帳サービ ス の提供（ 母子モ株式会社「 母子手帳アプリ  母子モ」 ）
　 利用料： 30, 000円×12月×1. 1＝396, 000円

396

予算事業 母子相談事業 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 本市に暮ら す妊産婦、 出産を 迎える 家族の方々及び育児中の家族の方々へ、 妊娠や育児への安心・
便利・ 楽し みを 提供する こ と で、 不安や課題解決の助けと なる こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 ス マート フ ォ ン など 対応する 端末にアプリ ケーショ ン を イ ン ス ト ールする こ と で、 妊婦と 乳幼児の
健康記録を 電子データ によ り 管理する こ と ができ る 。 子ど も の成長記録など を 離れた家族と も 共有で
き る と と も に、 沐浴の仕方など 文章だけでなく 一部動画で見ら れる 機能も あ る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ３ 　 出産、 子育て情報の発信強化 事業開始年度 2017年度

事　 　 業 電子母子手帳の活用 担当部・ 局名 健康福祉部
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組 7. 7/8 8 8 8

事業の
自己評価

　 ベビ ーヨ ガやベビ ーマッ サージなど の毎月のイ ベン ト に加え、 七夕ま つり やク リ ス マス 会など 季節にち
なんだイ ベン ト を 企画し 、 子育て中の親子だけでなく 、 地域の方々と の交流や世代を 超えた交流を 図る こ
と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

1日の平均利用組数

達成状況 Ｂ

2027 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2028 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2025 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2026 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

予算事業 地域交流支援セン タ ー管理運営事業 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 家庭や地域における 子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感や不安感の増大等に対応する ため、
地域において子育て親子の交流等を 促進する 子育て支援拠点を 設置し 、 地域の子育て支援機能の充実
を 図り 、 子育ての不安感等を 緩和し 、 子ど も の健やかな育ちを 支援する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 地域子育て支援拠点と し て、 利用する 親子同士の交流を 促進する と と も に、 行政など の関係機関や
地域・ 企業など と 協力し て、 総合的かつ効果的に子育てを 支援する ための体制を 構築し 、 親子と 地域
を 結ぶ架け橋と なる 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ４ 　 子ど も や子育て世帯が集ま る 場づく り 事業開始年度 2020年度

事　 　 業 地域交流支援セン タ ー事業（ 再掲） 担当部・ 局名 健康福祉部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ４ 　 子ど も や子育て世帯が集ま る 場づく り 事業開始年度 2016年度

事　 　 業 子育て講座の開催 担当部・ 局名 健康福祉部

予算事業 - 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 子育て中の保護者の不安感や困り 感の解消に資する こ と を 目的に子育てに関する 講座を 開催する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 第Ⅲ期子ど も ・ 子育て支援事業計画に基づく 「 親子関係形成支援事業」 と し て、 子育てのス ト レ ス
を 軽減さ せる ため、 親子関係を 良く する のに効果的なス キルを 、 講師が行う デモン ス ト レ ーショ ン や
受講者が行う ロ ールプレ イ を 通し て具体的に学んでも ら う 。

年度別事業内容

2026 135

112

　 ○専門的な知識を 有する 市内の児童家庭支援セン タ ーと 連携し 、 子育てに役立つ講習会等を
企画し 、 市ホ ーム ページ、 広報紙、 安全安心メ ール等で子育て講座の開催を 周知する 。 年20回
程度開催。

23

2025 72

60

　 ○専門的な知識を 有する 市内の児童家庭支援セン タ ーと 連携し 、 子育てに役立つ講習会等を
企画し 、 市ホ ーム ページ、 広報紙、 安全安心メ ール等で子育て講座の開催を 周知する 。 年22回
開催。

12

2028 135

90

　 ○専門的な知識を 有する 市内の児童家庭支援セン タ ーと 連携し 、 子育てに役立つ講習会等を
企画し 、 市ホ ーム ページ、 広報紙、 安全安心メ ール等で子育て講座の開催を 周知する 。 年20回
程度開催。

45

2027 135

112

　 ○専門的な知識を 有する 市内の児童家庭支援セン タ ーと 連携し 、 子育てに役立つ講習会等を
企画し 、 市ホ ーム ページ、 広報紙、 安全安心メ ール等で子育て講座の開催を 周知する 。 年20回
程度開催。

23

事業の
自己評価

　 市内の児童家庭支援セン タ ー「 望みの門ピ ータ ーパン の家」 への委託によ り 、 毎月2回( 水曜・ 土曜の10
時～12時30分) 、 講座を 開設し た。 講座では、 親子の関係性、 発達に応じ たこ ど も と の関わり 方等の知識や
方法を 身につける こ と によ り 、 健全な親子関係の形成に向けた支援を 行っ た。

※成果指標の作成当初は、 地域交流支援セン タ ー「 カナリ エ」 でこ れから 父親になる 男性( プレ パパ) への
子育て講座開催( 年2回) を 予定し ていたが、 2025年度から 上記委託講座を 開始し たこ と に伴い、 成果指標を
変更し た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

子育て講座開催回数

達成状況 Ａ

回 22/22 22 22 22
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ４ 　 子ど も や子育て世帯が集ま る 場づく り 事業開始年度 2010年度

事　 　 業 子育て支援セン タ ー事業 担当部・ 局名 健康福祉部

予算事業 子ど も ・ 子育て支援事業１ 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 子育て中の保護者の子育てに関する 不安が解消さ れ、 子ど も を 健やかに育てる こ と ができ る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 子育て中の親子の交流イ ベン ト 、 子育て相談、 講習会、 情報提供を 行う 「 地域子育て支援拠点事業」
を 実施する 事業者に対し 、 運営費の一部を 助成する 。
　 実施施設： （ 社福） 純真福祉会「 あ おぞら ハウ ス 」 、 （ 社福） わこ う 村「 も う ひと つのお家」 、 地域
交流支援セン タ ーカ ナリ エ（ ※カ ナリ エは市直営のため、 補助対象外）

年度別事業内容

2026 18, 046

12, 030

○地域子育て支援拠点事業補助金　 18, 046, 000円
　 ・ 内訳： 補助基準額9, 023, 000円×2施設
　 ・ 実施施設： （ 社福） 純真福祉会「 あおぞら ハウ ス 」 、 （ 社福） わこ う 村「 も う ひと つのお家」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/3

6, 016

2025 18, 046

12, 030

○地域子育て支援拠点事業補助金　 18, 046, 000円
　 ・ 内訳： 補助基準額9, 023, 000円×2施設
　 ・ 実施施設： （ 社福） 純真福祉会「 あおぞら ハウ ス 」 、 （ 社福） わこ う 村「 も う ひと つのお家」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/3

6, 016

2028 18, 046

12, 030

○地域子育て支援拠点事業補助金　 18, 046, 000円
　 ・ 内訳： 補助基準額9, 023, 000円×2施設
　 ・ 実施施設： （ 社福） 純真福祉会「 あおぞら ハウ ス 」 、 （ 社福） わこ う 村「 も う ひと つのお家」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/3

6, 016

2027 18, 046

12, 030

○地域子育て支援拠点事業補助金　 18, 046, 000円
　 ・ 内訳： 補助基準額9, 023, 000円×2施設
　 ・ 実施施設： （ 社福） 純真福祉会「 あおぞら ハウ ス 」 、 （ 社福） わこ う 村「 も う ひと つのお家」
　 ・ 特定財源： 子ど も ・ 子育て支援交付金　 国1/3　 県1/3

6, 016

事業の
自己評価

　 子育て支援セン タ ーは、 富津・ 大佐和・ 天羽の各地区に各１ か所設置さ れて いる 。 富津市こ ど も 計画（ 第Ⅲ
期富津市子ど も ・ 子育て支援事業計画） で定める 施設数を 確保し 、 子育て親子の交流の場の提供と 交流の促
進、 子育て等に関する 相談・ 援助の実施、 地域の子育て関連情報の提供等を 行っ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

子育て支援セン タ ーの利用者数 人 5, 200/5, 200 5, 200 5, 200 5, 200

施設数 箇所 3/3 3 3 3

達成状況 Ａ

達成状況 Ａ
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％ － － － 80

2027 4, 288
0

○児童遊園地等の維持管理
○児童遊園地等に係る 管理運営の見直し

4, 288

2028 4, 288
0

○児童遊園地等の維持管理
○児童遊園地等に係る 管理運営の見直し

4, 288
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予算事業 児童遊園地管理運営事業

2026 4, 288

0

○児童遊園地等の維持管理
　 ・ 消耗品　 54千円　 ・ 燃料費　 5千円　 ・ 障がい者優先調達推進法によ る 障がい者支援施設へ
　 の業務委託（ 大貫海浜児童遊園地の清掃業務　 86千円、 児童遊園地等草刈り 業務　 966千円）
　 ・ 樹木伐採業務委託料　 991千円　 ・ 児童遊園地等遊具等撤去業務委託料　 612千円
　 ・ 遊具修繕一式　 491千円　 ・ 地元区管理手数料9箇所　 219千円　 ・ 便所汲取り 　 309千円
　 ・ 蜂の巣駆除　 33千円　 ・ 開栓手数料　 2千円
　 ・ 大貫海浜児童遊園地、 岩瀬児童遊園地、 峰上子ど も の遊び場水道料　 49千円
　 ・ 青堀児童遊園地、 佐貫子ど も の遊び場土地借上料　 471千円
○児童遊園地等に係る 管理運営の見直し
　 ・ ワ ーク シ ョ ッ プ等によ る 児童遊園地等の活用方法に係る 住民意見の聴取・ 取り ま と め
　 ・ 児童遊園地等に係る 活用方針の検討・ 決定4, 288

2025 3, 186

0

〇児童遊園地等の維持管理
　 ・ 消耗品　 40千円　 ・ 燃料費　 7千円　 ・ 障がい者優先調達推進法によ る 障がい者支援施設へ
　 の業務委託（ 大貫海浜児童遊園地の清掃業務　 82千円、 児童遊園地等草刈り 業務　 810千円）
　 ・ 樹木伐採業務委託料　 267千円　 ・ 佐貫子ど も の遊び場整地業務委託料　 429千円
　 ・ 遊具修繕一式　 489千円　 ・ 地元区管理手数料9箇所　 213千円　 ・ 便所汲取り 　 295千円
　 ・ 蜂の巣駆除　 33千円　 ・ 開栓手数料　 2千円
　 ・ 大貫海浜児童遊園地、 岩瀬児童遊園地、 峰上子ど も の遊び場水道料　 49千円
　 ・ 青堀児童遊園地、 佐貫子ど も の遊び場土地借上料　 471千円
〇児童遊園地等に係る 管理運営の見直し
　 ・ 児童遊園地等を 含めた市全体の公園のあ り 方についての方針決定

3, 186

担当課名 保育課

事業の
自己評価

　 児童遊園地等を 含めた市全体の公園のあり 方について検討し 、 関係所管課と 今後の方向性を 共有する こ
と ができ た。 今後は、 活用方法を 見直すこ と と し た児童遊園地等について、 ワ ーク ショ ッ プ等によ る 住民
意見の聴取に着手し 、 活用方法を 整理し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

児童遊園地や子ど も の遊び場を利
用し たこ と がある と 答えた人の割
合

達成状況 2028年度に評価

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 児童に健全な遊び場を 与えて、 その健康を 増進し 、 又は情操を 豊かにする こ と を 目的と する 。 （ 児
童福祉法第40条）

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 児童遊園地及び子ど も の遊び場において、 児童が安全・ 安心に遊べる よ う 遊具等の整備及び維持管
理を 行う と と も に、 児童遊園地等の利用状況等を 踏ま え、 管理運営方法を 見直し ていく 。
○児童遊園地　 　 　 箇所数：  5箇所
○子ど も の遊び場　 箇所数： 21箇所

年度別事業内容

事　 　 業 児童遊園地管理運営事業 担当部・ 局名 健康福祉部

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育て の希望を かな える

施策番号 ４ 　 子ど も や子育て世帯が集ま る 場づく り 事業開始年度 1971年度

37



第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ①　 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

施策番号 ５ 　 子ど も の安全確保 事業開始年度 2005年度

事　 　 業 子ど も 110番の家、 地域子ど も 見守り 隊、 通学路の安全確保 担当部・ 局名 教育部

予算事業  － 担当課名
学校教育課

教育セン タ ー

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 子ど も たちが安心し て登下校ができ 、 安全に日常生活を 過ご すこ と ができ る よ う にする 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○地域における 不審者情報等、 子ど も たちを 犯罪被害等から 守る ための取り 組みを 推進する 。 ま た、
保護者・ 学校・ 地域の人たちの「 地域の子供たちは地域で守る 」 と いう 防犯意識を 向上さ せる 。 「 地
域子ど も 見守り 隊」 の活動者数を 把握し 、 活動者数増に向けて呼びかけを 行う 。
○子ど も たち自身に事件や事故から 身を 守る ための防犯知識を 身につけさ せる 。 そのために、 学校で
体験学習を する と 共に、 日頃から 「 子ど も 110番の家」 の確認やブザー等防犯機器の携帯を 推進する 。

年度別事業内容

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

2025 -

-

○子ど も 110番、 地域子ど も 見守り 隊の周知と 募集活動の強化
○児童生徒が自ら 危険を 回避でき る よ う に、 交通安全教室や不審者対応訓練等を 実施
○「 富津市警察署ネッ ト ワ ーク 」 によ り 、 事件事故・ 事前災害等の発生情報を 共有
○市防災行政無線によ り 、 児童生徒の下校時に交通安全・ 防犯予防の呼びかけを 実施

-

2026 -

-

○子ど も 110番、 地域子ど も 見守り 隊の周知と 募集活動の強化
○児童生徒が自ら 危険を 回避でき る よ う に、 交通安全教室や不審者対応訓練等を 実施
○「 富津市警察署ネッ ト ワ ーク 」 によ り 、 事件事故・ 事前災害等の発生情報を 共有
○コ ミ ュ ニティ ース ク ール運営の中で、 「 地域子ど も 見守り 隊」 について依頼し 、 推進を 呼び
かけていく 。
○市防災行政無線によ り 、 児童生徒の下校時に交通安全・ 防犯予防の呼びかけを 実施-

2027 -

-

○子ど も 110番、 地域子ど も 見守り 隊の周知と 募集活動の強化
○児童生徒が自ら 危険を 回避でき る よ う に、 交通安全教室や不審者対応訓練等を 実施
○「 富津市警察署ネッ ト ワ ーク 」 によ り 、 事件事故・ 事前災害等の発生情報を 共有
○コ ミ ュ ニティ ース ク ール運営の中で、 「 地域子ど も 見守り 隊」 について依頼し 、 推進を 呼び
かけていく 。
○市防災行政無線によ り 、 児童生徒の下校時に交通安全・ 防犯予防の呼びかけを 実施-

2028 -

-

○子ど も 110番、 地域子ど も 見守り 隊の周知と 募集活動の強化
○児童生徒が自ら 危険を 回避でき る よ う に、 交通安全教室や不審者対応訓練等を 実施
○「 富津市警察署ネッ ト ワ ーク 」 によ り 、 事件事故・ 事前災害等の発生情報を 共有
○コ ミ ュ ニティ ース ク ール運営の中で、 「 地域子ど も 見守り 隊」 について依頼し 、 推進を 呼び
かけていく 。
○市防災行政無線によ り 、 児童生徒の下校時に交通安全・ 防犯予防の呼びかけを 実施-

事業の
自己評価

　 こ の活動の推進によ り 、 子ど も たちが安心し て登下校ができ 、 安全に日常生活を 過ご せる 環境を 整え
る 。
　 地域子ど も 見守り 隊は、 児童、 生徒の登下校の際の交通安全指導、 散歩や運転時のなど の日常生活での
見守り 活動等、 地域や個人の実情に合っ た活動を 行う 。 ま た、 子ど も 達自身が安全を 意識し 、 地域の見守
り 活動の方々に挨拶する 等の習慣を 見につける 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

地域子ど も 見守り 隊活動者数

達成状況 Ｂ

人 179/191 179 183 187
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基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号
１ 　 地域の特色あ る 教育によ る 、 ふる さ と に愛着を 持つ子ど
も の育成

事業開始年度 2005年度

事　 　 業 富津の自然、 歴史、 社会の豊かさ 活用事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 教職員研修推進事業、 社会科副読本編成事業 担当課名
学校教育課

教育セン タ ー

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 富津市教育施策にあ る 「 富津市の環境や風土を 活かし た学習の推進」 を 図る 。
　 教職員に「 富津市の特色の理解」 を 促す研修を 実施し 、 指導の向上を 図る 。
　 社会科副読本「 わたし たちの富津市」 を 編集・ 発行し 、 児童の市への理解・ 興味・ 関心を 高める 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○初任者、 若年層職員を 中心に富津市の歴史や風土等を 学ぶ講義・ 実地研修の機会を 設ける こ と で
　 理解を 促進し 、 指導内容の質を 高める こ と によ り 、 児童生徒の市への興味・ 関心を 高める 。
○社会科副読本「 わたし たちの富津市」 の編集・ 改訂・ 発行を 5年毎に行っ ている 。
　 小3・ 4年社会科授業での使用を 通し て、 児童の市に対する 理解・ 興味・ 関心の促進を 図る 。
○地域学習（ 地域素材・ 地域人材） の情報を 提供し 、 各校において年間計画を 立てやすく する 。

年度別事業内容

2026 112

0

○副読本を 各小学校へ（ 4月） 3年生児童数分配付
〇副読本向け動画の活用
○研修講座の実施（ 7月）
○地域学習（ 地域素材・ 地域人材） の情報を 提供（ 11月）

112

2025 3, 957

0

○社会科副読本「 わたし たちの富津市」 ( 以下「 副読本」 ) を 3年生児童数分配付（ 4月）
○夏季研修講座の実施（ 7･8月）
○副読本編集会議　 （ 5月・ 7月・ 9月・ 11月）
○副読本向け動画制作（ 業務委託）
○3月副読本発注・ 製本
○地域学習（ 地域素材・ 地域人材） の情報を 提供（ 11月）

3, 957

2028 112

0

○副読本を 各小学校へ（ 4月） 3年生児童数分配付
○研修講座の実施（ 7月）
○地域学習（ 地域素材・ 地域人材） の情報を 提供（ 11月）

112

2027 112

0

○副読本を 各小学校へ（ 4月） 3年生児童数分配付
○研修講座の実施（ 7月）
○地域学習（ 地域素材・ 地域人材） の情報を 提供（ 11月）

112

事業の
自己評価

　 地域学習は国の指導要領に定めら れている 学習領域であ る 。 ま た、 富津市と し ても 地域に誇り と 愛着を
持つ児童生徒を 育てる こ と は、 市の学校教育の指針に掲げている よ う に大切なこ と である 。
　 今回の社会科副読本の改訂では、 社会科副読本編集委員によ る 市の魅力、 特徴等について検討し 、 児童
用タ ブレ ッ ト を 使用し た動画視聴（ QRコ ード ） によ る 学習への対応を 実施する 。 そのため視聴覚教材動画
制作業務を 委託、 印刷製本し 、 小学校3年生に配付する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

地域の良さ を 回答でき る 児童の
割合

達成状況 2026年度に評価

％ /71. 5 75. 0 76. 0 77. 0
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基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号
１ 　 地域の特色あ る 教育によ る 、 ふる さ と に愛着を 持つ子ど
も の育成

事業開始年度 1957年度

事　 　 業 地元産物の学校給食への優先的使用 担当部・ 局名 教育部

予算事業 学校給食共同調理場給食事業 担当課名 学校教育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 富津市立小学校及び中学校に就学する 児童・ 生徒に、 安全で安心な美味し い給食を 安定的に提供す
る と と も に、 富津市産の食材を 積極的に使用する こ と で富津市の産品への理解を 深める こ と ができ る
よ う 、 給食に使用する 食材の産地、 品質、 価格、 納入業者を 精査し 、 保護者が、 子供たちに安心し て
食べさ せる こ と ができ る 給食食材の購入を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 給食材料費は、 米飯、 パン 、 牛乳、 その他の食材（ 麺類、 肉類、 魚類、 野菜類、 豆類、 果物類、 デ
ザート 類、 調味料、 食用油） など 給食に使用する 全ての食材購入費用
こ の内、 米は全量富津市産のコ シヒ カ リ を 使用し 、 味噌、 醤油、 野菜など は可能な範囲で地元産品を
使用する 。 ま た、 顔の見える 地元業者から 継続的に購入する よ う 努めていく 。

年度別事業内容

2026 172, 930

93, 740

主食であ る ご 飯やパン 、 牛乳やその他の食材（ 麺類、 肉類、 魚類、 野菜類、 豆類、 果物類、 デ
ザート 類、 調味料、 食用油） など 給食に使用する 全ての食材の購入

79, 190

2025 169, 019

82, 638

主食であ る ご 飯やパン 、 牛乳やその他の食材（ 麺類、 肉類、 魚類、 野菜類、 豆類、 果物類、 デ
ザート 類、 調味料、 食用油） など 給食に使用する 全ての食材の購入

86, 381

2028 172, 930

93, 740

主食であ る ご 飯やパン 、 牛乳やその他の食材（ 麺類、 肉類、 魚類、 野菜類、 豆類、 果物類、 デ
ザート 類、 調味料、 食用油） など 給食に使用する 全ての食材の購入

79, 190

2027 172, 930

93, 740

主食であ る ご 飯やパン 、 牛乳やその他の食材（ 麺類、 肉類、 魚類、 野菜類、 豆類、 果物類、 デ
ザート 類、 調味料、 食用油） など 給食に使用する 全ての食材の購入

79, 190

事業の
自己評価

　 市内産品の使用を 考慮のう え品質やコ ス ト バラ ン ス を 検討し ながら 適切な給食用食材を 購入し 、 年間を
通じ て事業を 継続的に実施し た。 ま た、 物価高騰の中、 不足分は市費の補填を 受けながら 、 保護者の負担
を 増やすこ と なく 、 質、 量を 維持し た給食を 提供する こ と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

富津市産物使用割合

達成状況 Ａ

％ 24/20 20 20 20
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ２ 　 子ど も の学力向上推進 事業開始年度 2012年度

事　 　 業 き め細かな学校教育推進事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 学力向上推進事業 担当課名
学校教育課

教育センタ ー

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 小中学校に在籍する 児童生徒の学力の向上に寄与する と と も に健全な育成を 図る 。 小学校において
は、 放課後学習教室を 設置し 、 授業の復習や宿題の支援を し 、 つま ずき の解消や学習に対する 意欲の
向上を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○指導補助教員
　 ・ 市内全小中学校に12名を配置し 、 ティ ームティ ーチング( 以下「 TT」 ※)
　 　 を主体と し た授業補助を行う こ と によ り 、 学力の向上を 図る 。
　 ・ 市内全小学校で低学年を中心に「 放課後学習教室」 を実施し 、 授業の復習や宿題の支援を し 、
　 　 つま ずき の解消や学習に対する 意欲の向上を 図る 。
○指導補助教員研修会
　 ・ 指導補助教員に対し 、 効果的な学習支援の在り 方等の研修を 年3回程度行う こ と
　 　 で指導力の向上を図る 。
○「 家庭学習の手引き 」
　 ・ 学力向上の観点から 、 小中学校入学時にそれぞれ6年間、 3年間学年に応じ て使用でき る
　 　 も のを配付し 、 有効な家庭学習が行える よ う にする 。
○夏季学習会( 東大むら 塾）
　 ・ 小中学生を対象に市役所や天羽地区で行っている 夏季学習会に大学生講師を招き 、 学習に対する
　 　 意欲の向上を図る 。
※TT…複数の教員が役割を 分担し 、 協力し 合いながら 指導計画を 立て、 指導する 方式

年度別事業内容

2026 29, 830

0

○指導補助教員決定( 4月）
　 指導補助教員研修会（ 4月） （ 新規採用のみ）
○指導補助教員研修会（ 6月）
○夏季学習会（ 東大むら 塾） （ 7･8月）
○指導補助教員研修会（ 1月）
○「 家庭学習の手引き 」 を 各小中学校へ新入生分配付
○放課後学習教室の実施（ 全小学校）29, 830

2025 22, 636

0

○指導補助教員決定( 4月）
　 指導補助教員研修会（ 4月） （ 新規採用のみ）
○指導補助教員研修会（ 6月）
○夏季学習会（ 東大むら 塾） （ 7･8月）
○指導補助教員研修会（ 1月）
○「 家庭学習の手引き 」 を 各小中学校へ新入生分配付
○放課後学習教室の実施（ 全小学校）22, 636

2028 29, 830

0

○指導補助教員決定( 4月）
　 指導補助教員研修会（ 4月） （ 新規採用のみ）
○指導補助教員研修会（ 6月）
○夏季学習会（ 東大むら 塾） （ 7･8月）
○指導補助教員研修会（ 1月）
○「 家庭学習の手引き 」 を 各小中学校へ新入生分配付
○放課後学習教室の実施（ 全小学校）

29, 830

2027 29, 830

0

○指導補助教員決定( 4月）
　 指導補助教員研修会（ 4月） （ 新規採用のみ）
○指導補助教員研修会（ 6月）
○夏季学習会（ 東大むら 塾） （ 7･8月）
○指導補助教員研修会（ 1月）
○「 家庭学習の手引き 」 を 各小中学校へ新入生分配付
○放課後学習教室の実施（ 全小学校）

29, 830

事業の
自己評価

　 指導補助教員配置校から は、 き め細かな指導によ り 学力の向上に寄与し ている と いう 評価を 得ている 。 し
かし ながら 、 全国学力・ 学習状況調査等の結果から 判断する と 、 指導補助教員の配置を よ り 一層進めていく
必要がある 。
　 今後も 、 配置校と の連携を 密にし 、 よ り 効果的な学習支援を 行い、 児童生徒の学力向上に努めていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

「 確かな学力を 身につける 取
組」 保護者の肯定的評価の割合

達成状況 2026年度に評価

％ /88. 4 92. 0 92. 0 92. 0
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ２ 　 子ど も の学力向上推進 事業開始年度 2022年度

事　 　 業 読書活動推進事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 読書活動推進事業 担当課名
学校教育課

教育セン タ ー

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市内全小中学校の図書室に読書支援員を 配置し 、 図書室の環境整備を 行い、 読書活動を 推進する 。
ま た、 授業等で本の有効活用、 本に親し む場の設定、 よ みき かせ等、 児童・ 生徒が、 様々な本に触れ
る 機会を 提供し て、 読書好き な児童・ 生徒を 増やし 、 学力向上につなげる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○読書支援員を 4名雇用し 、 市内全小中学校に週1日、 4～5時間配置する 。
　 活動内容　 児童・ 生徒への読書活動の推進、 教職員への読書活動の支援、
　 　 　 　 　 　 学校図書室と 連携し た授業への支援、 学校図書室の整備、
　 　 　 　 　 　 校内の読書環境の整備など
○読書支援員の活動の資質向上及び活動状況の安定を 図る ため、 定期的に研修会を 開催する 。

年度別事業内容

2026 3, 843

0

○読書支援員を 4名雇用　 市内全小中学校に週1～2日、 4～5時間配置
　 活動内容　 児童・ 生徒の読書活動の推進、 教職員への読書活動の支援、
　 　 　 　 　 　 学校図書室と 連携し た授業への支援、 学校図書室の整備、
　 　 　 　 　 　 校内の読書環境の整備、 蔵書管理シス テム の運営など
○読書支援員の活動の資質向上及び活動の安定を 図る ため、 3回程度の
　 研修会を 開催する 。3, 843

2025 4, 141

0

○読書支援員を 4名雇用　 市内全小中学校に週1～2日、 4～5時間配置
　 活動内容　 児童・ 生徒の読書活動の推進、 教職員への読書活動の支援、
　 　 　 　 　 　 学校図書室と 連携し た授業への支援、 学校図書室の整備、
　 　 　 　 　 　 校内の読書環境の整備、 蔵書管理シス テム の運営など
○読書支援員の活動の資質向上及び活動の安定を 図る ため、 3回程度の
　 研修会を 開催する 。4, 141

2028 3, 843

0

○読書支援員を 4名雇用　 市内全小中学校に週1～2日、 4～5時間配置
　 活動内容　 児童・ 生徒の読書活動の推進、 教職員への読書活動の支援、
　 　 　 　 　 　 学校図書室と 連携し た授業への支援、 学校図書室の整備、
　 　 　 　 　 　 校内の読書環境の整備、 蔵書管理シス テム の運営など
○読書支援員の活動の資質向上及び活動の安定を 図る ため、 3回程度の
　 研修会を 開催する 。3, 843

2027 3, 843

0

○読書支援員を 4名雇用　 市内全小中学校に週1～2日、 4～5時間配置
　 活動内容　 児童・ 生徒の読書活動の推進、 教職員への読書活動の支援、
　 　 　 　 　 　 学校図書室と 連携し た授業への支援、 学校図書室の整備、
　 　 　 　 　 　 校内の読書環境の整備、 蔵書管理シス テム の運営など
○読書支援員の活動の資質向上及び活動の安定を 図る ため、 3回程度の
　 研修会を 開催する 。3, 843

事業の
自己評価

　 各学校から は、 読書支援員によ る 指導・ 支援によ っ て児童生徒の読書活動が充実し たり 、 掲示物等によ
り 、 読書環境が整っ てき ている と いう 評価を 得ている 。
　 今後も 、 蔵書管理シス テム の効果的な運用を さ ら にすすめる と と も に、 市立図書館と の連携や読書支援
員同士の情報交換を 綿密に図る こ と によ り 、 よ り 効果的な読書支援が行える よ う に努めていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

読書好き な児童生徒の割合

達成状況 2026年度に評価

％ /78 80 80 80
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ２ 　 子ど も の学力向上推進 事業開始年度 2023年度

事　 　 業 海外派遣交流事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 海外派遣交流事業 担当課名
学校教育課

教育セン タ ー

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 ホ ーム ス テイ など の海外生活体験を と おし て、 語学力の向上と 国際感覚を 身につけさ せ、 世界で活
躍でき る グ ロ ーバルな感性と 豊かな人間性を 持っ た青少年を 育成する と と も に、 姉妹都市カールス
バッ ド 市と の友好親善と 相互理解を 深める こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 令和５ 年度から 隔年で実施し 、 派遣生徒及び引率者に対し 海外派遣に要する 経費の一部を 助成す
る 。 助成対象と なる 経費は、 航空券発行料（ 手数料含む） 、 海外旅行保険料、 燃油サーチャ ージ料、
国内外空港利用税等、 旅行企画料、 交通費等と する 。
　 派遣先では、 同世代の生徒や地域の人々と の交流を と おし 、 語学力の向上だけでなく 、 グロ ーバル
な感性や豊かな人間性の育成を 図る 。

年度別事業内容

2026 -

-

隔年のため実施なし

-

2025 2, 309

2, 000

○市ホーム ページ、 広報紙等で海外派遣事業について周知し 参加者を 募る 。
○派遣生徒及び引率者に対し 、 補助金を 交付する 。
○富津市国際交流協会等関係機関と 連携し 、 派遣内容を 構成する 。
○派遣先の同世代の生徒と の交流やホーム ス テイ にて、 地域の人々と の交流を と おし 、 多様性
を 理解し 、 グ ロ ーバルな感性を 育む。

309

2028 -

-

隔年のため実施なし

-

2027 2, 309

2, 000

○市ホーム ページ、 広報紙等で海外派遣事業について周知し 参加者を 募る 。
○派遣生徒及び引率者に対し 、 補助金を 交付する 。
○富津市国際交流協会等関係機関と 連携し 、 派遣内容を 構成する 。
○派遣先の同世代の生徒と の交流やホーム ス テイ にて、 地域の人々と の交流を と おし 、 多様性
を 理解し 、 グ ロ ーバルな感性を 育む。

309

事業の
自己評価

　 海外派遣後の報告会にて成果と 課題の周知を 行う 。 ま た、 派遣生徒の報告書及びその他活動内容につい
ては、 市内中学校へ配布する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

派遣生徒数

達成状況 Ａ

人 4/4 - 4 -
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ２ 　 子ど も の学力向上推進 事業開始年度 2021年度

事　 　 業 I CT教育推進事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 I CT教育推進事業 担当課名
学校教育課

教育センタ ー

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 令和元年12月に文部科学省から 示さ れたGI GAス ク ール構想の実現に向けた事業である 。 Soci et y5. 0
時代を 生き る 子ど も たちにと っ て、 教育における I CTを 基盤と し た先端技術等の効果的な活用が求めら
れており 、 I CT環境整備が急務。 1人1台端末及び高速大容量の通信ネッ ト ワ ーク の一体的な整備に対し
国庫補助金が交付さ れる こ と と なり 、 本市においても 一体的に整備し た。 I CT環境を 活用し 、 協働的な
学び、 個別最適な学びの実現し 、 情報活用能力の育成を 推進する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 国が掲げる GI GAス ク ール構想に向けて1人1台端末によ る 教育を 推進する 。
①コ ン ピ ュ ータ 主任会議・ 夏季研修講座を 通じ て効果的な活用を 促進する 。
②学力向上推進委員会議においてI CTの効果的な活用について協議する 。
③情報モラ ル・ ネッ ト リ テラ シー教育等の情報を 提供する 。
④プロ グラ ミ ン グ教育を 推進する 。 （ 市I CTアド バイ ザーの活用）

年度別事業内容

2026 73, 049

0

　 GI GAス ク ール構想の次のフ ェ ーズ「 GI GA第2期」 において、 「 千葉県公立学校情報機器協同調
達」 に参加し 、 1人1台端末の更新を 行う 。 端末の更新は、 令和8年9月1日に更新完了を 予定と し
ている 。 賃貸借の契約は、 端末・ ソ フ ト ・ 大型モニタ ー・ 設定費・ 保守が含ま れる 。 1人1台端
末の整備に係る 補助金を 申請する こ と から 、 令和8年9月1日以降は1人1台端末を 除いたその他の
賃借料を 分割し て支払う 。
なお、 1人1台端末については、 令和8年4月1日から 令和8年8月31日ま での期間を 再賃借期間と す
る 予定である 。

73, 049

2025 54, 724

0

　 国が掲げる GI GAス ク ール構想に向けて1人1台端末によ る 教育を 推進する ための経費でああ
り 、 5年目にあたる 。 賃貸借の契約は、 引き 続き 端末・ ソ フ ト ・ 大型モニタ ー・ 設定費・ 保守が
含ま れる 。 ソ フ ト ・ 大型モニタ ー・ 設定費はR2年度中にコ ロ ナ臨時交付金を 用いて一括で支
払っ たこ と から 、 令和8年2月末ま では、 端末と 保守費用分の賃借料を 分割し て支払う 。
1人1台端末については、 令和8年3月末から 令和8年8月末ま での期間を 再賃貸借期間と する 予定
である 。

54, 724

2028 107, 535

0

　 GI GA第2期のI CT環境において、 情報教育を 中心に据え、 児童生徒が情報の取捨選択やデジタ
ルス キルを 磨く 環境の強化を 目指す。 プロ グラ ミ ン グや情報リ テラ シーを 基盤と し た授業が展
開さ れ、 デジタ ルツ ールを 活かし た創造的な学習が進むこ と で、 児童生徒は問題解決力や発想
力を 養う こ と ができ る 。 データ 分析やAI を 活用し て教育効果を 評価し 、 調整する こ と で、 効果
的な情報教育を 実現し ま す。 こ れによ り 、 未来の社会で必要な情報活用能力を 身につけ、 グ
ロ ーバルな競争社会に適応でき る 教育環境を 整備し ま す。 小中学校において、 児童生徒が学習
活動にI CTを 最大限活用でき る よ う イ ン タ ーネッ ト 環境を 適宜調査・ 見直し を 行う 。

107, 535

2027 288, 226

167, 100

　 GI GA第2期のI CT環境において、 情報教育を 中心に据え、 児童生徒が情報の取捨選択やデジタ
ルス キルを 磨く 環境の強化を 目指す。 プロ グラ ミ ン グや情報リ テラ シーを 基盤と し た授業が展
開さ れ、 デジタ ルツ ールを 活かし た創造的な学習が進むこ と で、 児童生徒は問題解決力や発想
力を 養う こ と ができ る 。 データ 分析やAI を 活用し て教育効果を 評価し 、 調整する こ と で、 効果
的な情報教育を 実現し ま す。 こ れによ り 、 未来の社会で必要な情報活用能力を 身につけ、 グ
ロ ーバルな競争社会に適応でき る 教育環境を 整備し ま す。 小中学校において、 児童生徒が学習
活動にI CTを 最大限活用でき る よ う イ ン タ ーネッ ト 環境を 適宜調査・ 見直し を 行う 。

121, 126

事業の
自己評価

　 教職員のI CT活用推進のための研修会を 定期的に設定する 。 ま た、 教育セン タ ーだよ り 「 はま かぜ」 の中
に「 I CT教育」 のコ ーナーを 設け、 引き 続き 市内の教職員に対し て活用を 促す。 ま た、 保守業者と 連携し 、
故障や不具合に対し て迅速に対応する など 、 円滑なI CT活用のための環境整備も 行う 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た授業を週5回以上
実施し た教員の割合

達成状況 Ｂ

％ 65. 5/79. 5 90. 0 90. 0 90. 0
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達成状況

2027年度

2027 8, 045

6, 033

2, 012

2028 8, 045

6, 033

2, 012

事業の
自己評価

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）

総
合
戦
略

基本目標

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

2026 8, 038

6, 028

1, 830

2025 8, 055

6, 039

2, 016

年度

第３ 期総合戦略実行計画書

②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

2019年度

健康福祉部

こ ど も 家庭課

１ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向

事　 　 業 子ど も の学習支援事業 担当部・ 局名

施策番号 ２ 　 子ど も の学力向上推進 事業開始年度

予算事業 ひと り 親家庭支援事業１ 担当課名

　 生活困窮世帯の子ど も に対し て、 学習支援・ 居場所の提供を 行う こ と で、 学習意欲向上・ 習慣化・ 基
礎学力向上を 促し て自ら 学ぶ力を 養う ほか、 日常生活習慣や社会性を 育み、 高等学校への進学等に繋
げ、 も っ て貧困の連鎖を 防止する 。

　 貧困の連鎖を 防止する ため、 生活困窮世帯の子ど も に対する 学習支援を 実施し 、 学校の勉強の復習や
学習の習慣づけを する 。 ま た、 子供が安心し て集ま れる 場所の提供を し 個別の進路相談等に応じ る 。
　 なお、 事業対象要件は、 小学校４ 年生から 中学校３ 年生ま での①生活保護受給世帯、 ②児童扶養手当
受給世帯、 ③就学援助制度利用世帯のいずれかと する 。

年度別事業内容

事業内容

○子ど も の学習支援事業委託料　 8, 014, 051円
○案内通知等郵送料　 33, 000円
○印刷製本費　 6, 237円
国庫補助率　 3/4

一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

達成状況 Ａ

○子ど も の学習支援事業委託料　 8, 010, 000円
○案内通知等郵送料　 28, 000円
国庫補助率　 3/4

事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

○子ど も の学習支援事業委託料　 8, 010, 000円
○案内通知等郵送料　 28, 000円
○印刷製本費　 7, 000円
国庫補助率　 3/4

○子ど も の学習支援事業委託料　 8, 010, 000円
○案内通知等郵送料　 28, 000円
○印刷製本費　 7, 000円
国庫補助率　 3/4

日常的な学習習慣が身についた児童
生徒の割合

％ 95/95 95 95

2026年度

Ａ

　 生活困窮世帯の小学４ 年生から 中学３ 年生に対し て、 学習支援、 居場所の提供等を 行っ た。
　 し かし 、 利用者は定員に達し ていないこ と から 、 事業対象者に対し て 、 直接案内を 送付する など 、 引き 続き
利用に向けての周知を 実施する 。
　 ま た、 学習の習慣付けが重要であ る こ と から 、 引き 続き 事業を 通じ て 、 学習の習慣化の支援を 実施する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

2028年度

95

中学卒業後の進路が決定し た生徒の
割合

％ 100/100 100 100 100
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があ ふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ３ 　 子ど も の健康推進 事業開始年度
2005年度
2020年度

事　 　 業 食育推進事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 小学校保健管理費、 中学校保健管理費 担当課名 学校教育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 肥満を はじ めと する 生活習慣病等の改善を 要する 児童生徒及びその保護者に指導・ 支援を 行い、 生涯
の健康につなげる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○小児生活習慣病予防検診（ 小4・ 中2） を 実施、 改善を 要する 児童生徒及びその保護者
　 に対し 、 各小中学校で個別に栄養指導を 実施する 。 （ 栄養教諭等によ る ）
○2020年度から は中2にHbA1ｃ 検査も 実施する こ と によ り 、 糖尿病予防に資する 。

年度別事業内容

2026 1, 423

0

○小児生活習慣病予防検診
　 小学4年生　 受検者見込211人　 499, 015円
　 中学2年生　 受検者見込244人　 923, 296円( 中学のみ糖代謝検査、 貧血検査含）
○個別栄養指導（ 栄養教諭等によ る ）

1, 423

2025 1, 403

0

○小児生活習慣病予防検診
　 小学4年生　 受検者実績221人　 522, 665円
　 中学2年生　 受検者実績236人　 880, 044円( 中学のみ糖代謝検査、 貧血検査含）
○個別栄養指導（ 栄養教諭等によ る ）

1, 403

2028 1, 423

0

○小児生活習慣病予防検診
　 小学4年生　 受検者見込211人　 499, 015円
　 中学2年生　 受検者見込244人　 923, 296円( 中学のみ糖代謝検査、 貧血検査含）
○個別栄養指導（ 栄養教諭等によ る ）

1, 423

2027 1, 423

0

○小児生活習慣病予防検診
　 小学4年生　 受検者見込211人　 499, 015円
　 中学2年生　 受検者見込244人　 923, 296円( 中学のみ糖代謝検査、 貧血検査含）
○個別栄養指導（ 栄養教諭等によ る ）

1, 423

事業の
自己評価

　 生活習慣病等の改善を 要する 児童生徒及びその保護者に指導・ 支援を 行い、 生涯健康で送る こ と ができ る 環
境を 整える 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

肥満傾向の児童割合（ 小） ％
13. 5/14

【 86. 5/86】
11. 0 11. 0 11. 0

肥満傾向の生徒割合（ 中） ％
15. 0/12. 4

【 85/87. 6】
10. 0 10. 0 10. 0

達成状況 Ａ

※事業成果の【 　 】 は、 肥満傾向にない児童・ 生徒の割合を 示し ている 。

達成状況 Ｂ
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ３ 　 子ど も の健康推進 事業開始年度
2019年度
2024年度

事　 　 業 学校における 歯科保健指導 担当部・ 局名 教育部

予算事業 小学校保健管理費 担当課名 学校教育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 歯科衛生士によ る 歯科保健指導の実施によ り 、 児童生徒の歯と 口の健康を 向上さ せる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○健康づく り 課と 連携し 、 歯科衛生士によ る 小中学校の歯科保健指導を 実施する 。
○児童のむし 歯予防対策と し て、 小学1年生から 6年生ま での児童にフ ッ 化物洗口を 実施する 。
・ 2024年度　 小学校1校を モデル校と し て試行実施
・ 2025年度　 小学校3校（ モデル校含） で実施
・ 2026年度　 市内全小学校に拡大予定

年度別事業内容

2026 924

0

○小学1年生を 中心に歯と 口の健康について歯科保健指導を 実施する と と も に、 小学他学年や中
学生にも 歯科保健指導を 拡大し ていく 。
〇フ ッ 化物洗口を 市内小学校全校に拡大

924

2025 237

0

○小学1年生を 中心に歯と 口の健康について歯科保健指導を 実施する と と も に、 小学他学年や中
学生にも 歯科保健指導を 拡大し ていく 。
〇児童のむし 歯予防対策と し て、 小学1年生から 6年生ま での児童にフ ッ 化物洗口を 実施する 。
2025年度は、 昨年度のモデル校を 含め3校で実施。

237

2028 555

0

○小学1年生を 中心に歯と 口の健康について歯科保健指導を 実施する と と も に、 小学他学年や中
学生にも 歯科保健指導を 拡大し ていく 。
〇市内小学校全校にフ ッ 化物洗口を 実施

555

2027 555

0

○小学1年生を 中心に歯と 口の健康について歯科保健指導を 実施する と と も に、 小学他学年や中
学生にも 歯科保健指導を 拡大し ていく 。
〇市内小学校全校でフ ッ 化物洗口を 実施

555

事業の
自己評価

　 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の拡大予防対策が不十分なため、 指導が困難な期間が長く 続いてし ま っ た
が、 2023年度から 実施でき る よ う になり 、 児童生徒の歯と 口の健康向上を 図り 、 生涯を 健康に過ご すこ と
ができ る 環境を 整える こ と ができ ている 。 2024年度には、 よ り 一層のう 歯予防対策の取組が必要と 考え、
フ ッ 化物洗口について、 市内小学校１ 校を モデル校と し 、 試行実施を 行っ た。 段階的に実施校を 増やし て
いき 、 口腔衛生の向上を 目指す。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

歯垢の付着し ている 児童生徒の割
合

達成状況 Ｂ

※事業成果の【 　 】 は、 歯垢の付着し ていない児童・ 生徒の割合を 示し ている 。

％
20. 7/16. 5

【 79. 3/83. 5】
15. 0 15. 0 15. 0
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総
合
戦
略

基本目標 １ 　 子ど も の笑顔があふれる ま ちへ
基本的な

施策の方向 ②　 のびのび学ぶ教育環境を 整える

施策番号 ３ 　 子ど も の健康推進 事業開始年度 2025年度

事　 　 業 体力、 運動能力の向上と 健康、 安全教育の推進 担当部・ 局名 教育部

予算事業 　 － 担当課名
学校教育課

教育セン タ ー

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

○児童生徒が、 生涯に渡り 健康で豊かな生活ができ る よ う になる こ と を 目標と し 、 体力向上のために
意識的に運動を する よ う になる 。
○「 学校を 卒業し た後も 、 自主的に運動やス ポーツ に取り 組みたい」 と 考える 児童生徒の割合を 増や
す。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○富津市内小中学校において、 富津市体力向上プロ グ ラ ム を 活用し 、 系統的・ 継続的な取組を する 。
○小中学校において毎年新体力テス ト に対し て、 自己記録更新を 目指し て取り 組む。 ま た、 発達段階
に応じ て自己の結果を 振り 返り 、 得意種目、 苦手種目を 分析する こ と で体力向上について意識を 持
つ。
○県教委等主催のス ポーツ 体験事業、 パラ ス ポーツ 体験事業の積極的な活用を 呼びかけ、 生涯を 通じ
た健康、 ス ポーツ の意識を 向上さ せる 。

年度別事業内容

2026 -

-

○富津市体力向上プロ グ ラ ム を 活用し た体育の授業の実施
○新体力テス ト の実施と 、 結果の振り 返り
○県教委等主催のス ポーツ 、 パラ ス ポーツ 体験事業の積極的な活用を 呼びかけ

-

2025 -

-
○富津市体力向上プロ グ ラ ム を 活用し た体育の授業の実施
○新体力テス ト の実施と 、 結果の振り 返り
○県教委等主催のス ポーツ 、 パラ ス ポーツ 体験事業の積極的な活用を 呼びかけ

-

2028 -

-
○富津市体力向上プロ グ ラ ム を 活用し た体育の授業の実施
○新体力テス ト の実施と 、 結果の振り 返り
○県教委等主催のス ポーツ 、 パラ ス ポーツ 体験事業の積極的な活用を 呼びかけ

-

2027 -

-

○富津市体力向上プロ グ ラ ム を 活用し た体育の授業の実施
○新体力テス ト の実施と 、 結果の振り 返り
○県教委等主催のス ポーツ 、 パラ ス ポーツ 体験事業の積極的な活用を 呼びかけ

-

事業の
自己評価

　 体育の授業では、 富津市体力向上プロ グ ラ ム を 活用する こ と によ り 、 特に若手教員の授業力向上に役立
てていく 。 ま た、 県教委主催のプロ ス ポーツ 選手によ る ス ポーツ 体験教室、 パラ ス ポーツ 体験教室では、
市内学校の応募によ り 、 ス ポーツ に親し む土台作り を する 。
　 一方、 新体力テス ト は毎年実施し ている が、 近年体力の二極化が課題と なっ ている ので、 特に普段運動
に親し むこ と が少ない児童生徒に対し ての対策を 考えていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

「 学校を卒業し た後も 、 自主的に運動
やス ポーツ に取り 組みたい」 と 考える
児童生徒の割合

達成状況 Ｂ

％ 84. 8/89 90. 0 90. 0 90. 0
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％ 78. 9/79. 2 79. 2 79. 2 79. 2

事業の
自己評価

　 区（ 自治会） への加入促進のため、 加入勧奨チラ シを 活用し た案内に加え、 未加入世帯に対し 、 市広報媒体を活用し た加入促進
の取り 組みを実施する こ と によ り 、 加入世帯数の増加を 図る 。
　 ま た、 人口減少や生活態様の変化によ って、 区（ 自治会） の運営に携わる 担い手が不足し ている と いう 相談が寄せら れている こ
と から 、 自治会運営における DX推進について、 先進事例等の情報収集を 行い、 地域の課題や特性に応じ たデジタ ル活用の方策を検
討し 、 自治会運営の効率化や住民の利便性向上に繋げていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

区加入世帯割合

達成状況 Ｂ

2027 33, 435

0

区長の委嘱［ 108名］
　 情報の周知伝達、 各種文書の配布、 簡易な調査報告、 地域から の建設的な意見連絡
○ 区長会議等の開催
　 全体会議、 各地区（ 富津、 大佐和、 天羽地区） 代表区長会議、 各種研修会
○ 自治振興交付金交付事業
　 各区の加入世帯に応じ て地域の活動支援を 目的に交付金を 交付33, 435

2028 33, 435

0

区長の委嘱［ 108名］
　 情報の周知伝達、 各種文書の配布、 簡易な調査報告、 地域から の建設的な意見連絡
○ 区長会議等の開催
　 全体会議、 各地区（ 富津、 大佐和、 天羽地区） 代表区長会議、 各種研修会
○ 自治振興交付金交付事業
　 各区の加入世帯に応じ て地域の活動支援を 目的に交付金を 交付33, 435

2025 32, 533

0

区長の委嘱［ 107名］
　 情報の周知伝達、 各種文書の配布、 簡易な調査報告、 地域から の建設的な意見連絡
○ 区長会議等の開催
　 全体会議、 各地区（ 富津、 大佐和、 天羽地区） 代表区長会議、 各種研修会
○ 自治振興交付金交付事業
　 各区の加入世帯に応じ て地域の活動支援を 目的に交付金を 交付32, 533

2026 33, 435

0

区長の委嘱［ 108名］
　 情報の周知伝達、 各種文書の配布、 簡易な調査報告、 地域から の建設的な意見連絡
○ 区長会議等の開催
　 全体会議、 各地区（ 富津、 大佐和、 天羽地区） 代表区長会議、 各種研修会
○ 自治振興交付金交付事業
　 各区の加入世帯に応じ て地域の活動支援を 目的に交付金を 交付33, 435

予算事業 区長関係費 担当課名 市民課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 区の活動を 支援し 、 行政と 区と の連携・ 協働及び区の自主的、 主体的活動並びに活動を 通じ た住民
同士の連携を 推進する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 各地域から 推薦さ れた代表者を 市と 地域と の間で情報伝達や地域から の意見連絡を 担う 区長と し て委嘱し 、 市
と 地域と の連携を 図る と と も に、 各地区区長で組織さ れる 区長会が行う 区長会議や各種研修会の開催等の活動支
援を 行い、 地域間の連携や連絡調整を 図る 。
　 ま た、 地域社会の健全な育成及び地域住民の生活環境の整備等を 図る ため、 各区長を 通し て自治振興交付金を
地域へ交付し 、 地域の自主的、 主体的な活動支援を 行い、 も っ て地域の活動を 通じ た住民相互の連携、 区加入世
帯の増進を 図る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 １ 　 地域の特色の把握及び地域にあっ た活動への協力 事業開始年度 1971年度

事　 　 業 自治振興事業 担当部・ 局名 市民部
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組 160/105 105 105 105

事業の
自己評価

　 近年では少子高齢化の進行によ っ て社会構造が変化し ており 、 価値観も 多様化し ている こ と から 、 地域
課題も 複雑化、 多様化し ている 。 行政のみでの課題解決は困難であ る こ と から 、 市民、 地域、 民間事業
者、 活動団体、 行政と いっ た多様な主体が、 それぞれの強みを 発揮し 、 お互いに連携・ 協働し て取り 組ん
でいく こ と が重要である 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

ボラ ンティ ア活動計画書を 提出し た市
民活動団体等の数

達成状況 Ａ

2027 2, 205

0

○ 市民が誇れる 市の顔づく り 関連事業【 補助率1/2以内（ 上限200千円） 】
  市内で活動する 団体が行う 特色あ る 地域づく り 活動など に対し 補助金を 交付。
○ 市民活動災害補償制度【 賠償責任補償、 傷害補償、 特定疾病補償】
  市民活動に参加し ている 方が、 万一事故に遭われた場合の補償制度を 設ける 。
○ 市民活動推進物品貸出制度
  市民活動を 行う 市民や市民団体に対し 、 市が所有する 物品の貸出し を 行う 。2, 205

2028 2, 205

0

○ 市民が誇れる 市の顔づく り 関連事業【 補助率1/2以内（ 上限200千円） 】
  市内で活動する 団体が行う 特色あ る 地域づく り 活動など に対し 補助金を 交付。
○ 市民活動災害補償制度【 賠償責任補償、 傷害補償、 特定疾病補償】
  市民活動に参加し ている 方が、 万一事故に遭われた場合の補償制度を 設ける 。
○ 市民活動推進物品貸出制度
  市民活動を 行う 市民や市民団体に対し 、 市が所有する 物品の貸出し を 行う 。2, 205

2025 2, 611

0

○ 市民が誇れる 市の顔づく り 関連事業【 補助率1/2以内（ 上限200千円） 】
  市内で活動する 団体が行う 特色あ る 地域づく り 活動など に対し 補助金を 交付。
○ 市民活動災害補償制度【 賠償責任補償、 傷害補償、 特定疾病補償】
  市民活動に参加し ている 方が、 万一事故に遭われた場合の補償制度を 設ける 。
○ 市民活動推進物品貸出制度
  市民活動を 行う 市民や市民団体に対し 、 市が所有する 物品の貸出し を 行う 。
〇 市民活動団体登録制度

2, 611

2026 2, 205

0

○ 市民が誇れる 市の顔づく り 関連事業【 補助率1/2以内（ 上限200千円） 】
  市内で活動する 団体が行う 特色あ る 地域づく り 活動など に対し 補助金を 交付。
○ 市民活動災害補償制度【 賠償責任補償、 傷害補償、 特定疾病補償】
  市民活動に参加し ている 方が、 万一事故に遭われた場合の補償制度を 設ける 。
○ 市民活動推進物品貸出制度
  市民活動を 行う 市民や市民団体に対し 、 市が所有する 物品の貸出し を 行う 。2, 205

予算事業 市民活動支援事業 担当課名 市民課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市民活動団体や企業など の多様な主体が、 連携・ 協働し 、 地域の様々な課題の解決に向けて主体
的・ 自発的に取り 組める よ う 活動の推進を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 市民活動支援制度を 実施し 、 活動がし やすい環境を 整える こ と で活動の推進を 図る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ２ 　 地域活動団体等の育成及びネッ ト ワ ーク 化 事業開始年度 2002年度

事　 　 業 市民活動支援事業 担当部・ 局名 市民部
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2, 200

達成状況 Ａ

イ ンス タ グラ ムフ ォ ロ ワ ー数 人 2, 052/1, 900 2, 000 2, 100

達成状況 Ａ

2, 300

達成状況 Ａ

Ｘ フ ォ ロ ワ ー数 人 1, 902/1, 900 2, 100 2, 200

事業の
自己評価

　 近年、 イ ン タ ーネッ ト 環境が普及し ている こ と から 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 でも 「 広報ふっ つ」 が閲覧でき る
よ う にし ている 。 ま た、 新聞購読世帯でない方にも 読んでも ら える よ う 、 郵送で配布する ほか市内商業施設など にも
据え置いている 。
　 市ホームページによ り 多く アク セス し ても ら える よ う 、 更なる 利便性の向上を目指すと と も に、 魅力的なホーム
ページと する ため調査研究を行う 。 今後も よ り 積極的に情報を発信する ため、 Facebook・ LI NE・ Ｘ ・ YouTube、 Ti kTok
での情報配信を行う と と も に新たな情報発信媒体の調査を行う 。
　 観光情報については、 旅行ス タ イ ルが多様化し ており 、 ま た外国人旅行者も 増えている こ と から 、 観光客の動向や
ニーズの変化を見極めながら 情報の発信を行っていく 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

LI NE公式アカウ ント 友だち人数 人 10, 024/9, 600 10, 000 10, 300 10, 600

2027 13, 463

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

12, 519

2028 15, 495

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） の更新・ 増刷　 2, 500千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 551

2025 10, 077

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行） 5, 735千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 230千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

9, 133

2026 15, 470

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） の更新・ 増刷　 2, 475千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 526

予算事業
広報「 ふっ つ」 関係費、 市ホーム ページ管理事業、
観光総務関係費

担当課名
秘書広報課
商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 市政情報、 各種届出等の手続き 、 行事や催し 物、 観光及び地域の魅力等を 情報発信する こ と によ
り 、 市政の情報や事業・ サービ ス の透明性を 確保し 、 市民の利便性の向上、 地域への愛着の醸成を 図
る と と も に、 市内外への発信力強化を 目的と する 。 市内各地域の観光資源と なる 景観、 地場産品など
の多彩な魅力を 、 市の情報発信媒体によ り 発信・ 紹介する こ と によ り 、 住民が地域の魅力と し て再認
識し 、 愛着の醸成を 図る こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ 広報「 ふっつ」 の発行
　 ・ 発行日： 毎月1日　 　 ・ 発行部数： 13, 300部/月
　 ・ 配布方法： 新聞折込み、 郵送（ 個別配布） 、 商業店舗等に据置、 「 マチイ ロ 」
　 　 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○ 市ホームページ等の管理
　 ・ ホーム ページシス テムの更新、 保守管理　 ・ Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○ 観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 及び観光ガイ ド マッ プ（ フッ ツ アーポータ ブル） の定期的な見直し 及び観
光PR、 各種活動等における 活用
○ SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向
①　 自慢でき る 地域力を高める

施策番号 ３ 　 地域情報の発信によ る 地域交流の促進 事業開始年度
1971年度
2013年度

事　 　 業
ふっ つの魅力発信事業（ 広報ふっ つ、 ホーム ページ、 フ ッ ツ アー
（ 観光ガイ ド ブッ ク ） 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等の活用）

担当部・ 局名
総務部

建設経済部
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達成状況 Ｂ

出展・ 出演者数 人 1, 702/1, 900 2, 000 2, 100 2, 200

達成状況 Ｂ

事業の
自己評価

　 各会場ご と に魅力あ る 行事の開催し 、 その内容を 分かり やすく 周知する 。
　 イ ン タ ーネッ ト によ る 申し 込み等多く の人が出展・ 出演し やすい環境を 引き 続き 整備する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

参観者数（ 延べ人数） 人 8, 268/10, 000 10, 000 10, 000 10, 000

2027 800

0

○富津市民文化祭準備委員会の開催（ 4月）
○文化祭への出展・ 出演者の募集、 市民から 文化祭メ イ ン テーマの募集（ 6月）
○富津市民文化祭実行委員会の開催（ 6月）
○市民文化祭の開催
　 ・ 日程： 10月下旬から 11月上旬 3日間実施

800

2028 800

0

○富津市民文化祭準備委員会の開催（ 4月）
○文化祭への出展・ 出演者の募集、 市民から 文化祭メ イ ン テーマの募集（ 6月）
○富津市民文化祭実行委員会の開催（ 6月）
○市民文化祭の開催
　 ・ 日程： 10月下旬から 11月上旬 3日間実施

800

2025 800

0

○富津市民文化祭準備委員会の開催（ 4月）
○文化祭への出展・ 出演者の募集、 市民から 文化祭メ イ ン テーマの募集（ 6月）
○富津市民文化祭実行委員会の開催（ 6月）
○市民文化祭の開催
　 ・ 日程： 10月24日から 10月26日 3日間実施

800

2026 800

0

○富津市民文化祭準備委員会の開催（ 4月）
○文化祭への出展・ 出演者の募集、 市民から 文化祭メ イ ン テーマの募集（ 6月）
○富津市民文化祭実行委員会の開催（ 6月）
○市民文化祭の開催
　 ・ 日程： 10月23日から 10月25日 3日間実施

800

予算事業 市民文化祭事業 担当課名 公民館

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市民自ら 芸術文化活動に親し み、 その活動を 推進する ため、 市民及び各種団体が一堂に集い、 日頃の
活動成果を 発表し 、 市民相互の親睦と 融和を 図り ながら 、 地域文化の向上に資する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○市民文化祭の開催
　 ・ 主催： 富津市・ 富津市教育委員会    主管： 富津市民文化祭実行委員会
　 ・ 後援： 富津市文化協会
　 ・ 日程： 10月下旬から 11月上旬 3日間実施
　 ・ 会場： 中央公民館、 富津公民館（ 埋立記念館） 、 市民会館、 総合社会体育館
　 ・ 内容： 作品展示、 芸能祭、 小中学校音楽の集い、 子ど も ま つり 等

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
４ 　 地域における 生涯学習活動、 ス ポーツ 及びレ ク リ エーショ
ン の振興

事業開始年度 1973年度

事　 　 業 市民文化祭事業 担当部・ 局名 教育部
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※翌年度4/1常住人口 達成状況 2026年度に評価

6. 1

※翌年度4/1常住人口 達成状況 2026年度に評価

個人貸出冊数
（ 対人口比※）

冊 /5. 5 5. 7 5. 9

事業の
自己評価

　 令和５ 年４ 月に市立図書館及び電子図書館を 開館し たこ と によ り 図書環境が充実し 、 図書貸出券登録者数は大き
く 増加し た。 市民の生涯を 通じ た学びを支える 基盤施設と し て、 適切な維持管理を 実施する と と も に、 本市図書
ネッ ト ワ ーク の基幹館である 図書館を 中心に様々な企画等を 展開し 、 図書施設の更なる 利用促進と 読書推進を 図
る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

図書貸出券登録率
（ 対人口比※）

％ /20 23 26 29

2027 111, 097

0
○市立図書館の適切かつ効果的な運営　 97, 494千円
○公民館等図書室及び移動図書館の運営　 10, 875千円
○電子図書館シス テムの活用　 2, 728千円
〇市立図書館指定管理者の選定

111, 097

2028 111, 097

0
○市立図書館の適切かつ効果的な運営　 97, 494千円
○公民館等図書室及び移動図書館の運営　 10, 875千円
○電子図書館シス テムの活用　 2, 728千円

111, 097

2025 110, 133

10, 001
○市立図書館の適切かつ効果的な運営　 97, 774千円
○公民館等図書室及び移動図書館の運営　 9, 631千円
○電子図書館シス テムの活用　 2, 728千円

100, 132

2026 111, 097

2, 601
○市立図書館の適切かつ効果的な運営　 97, 494千円
○公民館等図書室及び移動図書館の運営　 10, 875千円
○電子図書館シス テムの活用　 2, 728千円

108, 496

予算事業 図書館関係費 担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容

一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 図書施設（ 図書館・ 公民館等図書室、 移動図書館） の適切かつ効果的な管理運営を行い、 市民によ り 良い
読書環境と 情報を 提供し 、 生涯を 通じ た学びを 支援する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 図書ネッ ト ワ ーク の基幹館である 図書館を 中心に様々なイ ベント 等を 展開し 、 図書施設の更なる 利用促進
と 読書推進を 図る 。 ま た、 電子図書館の活用、 移動図書館を 巡回さ せる こ と によ り 、 図書館（ 室） ま で足を
運ぶこ と が困難な市民への読書機会の提供と 利便性の向上を 図る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を好き になる
基本的な

施策の方向
①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
４ 　 地域における 生涯学習活動、 ス ポーツ 及びレ ク リ エーショ ンの
振興

事業開始年度 1972年度

事　 　 業 図書館関係事業 担当部・ 局名 教育部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ４ 　 地域における 生涯学習活動、 ス ポーツ及びレ ク リ エーショ ンの振興 事業開始年度 2001年度

事　 　 業 ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 担当部・ 局名 教育部

予算事業 ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ 事業 担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市民の手づく り によ る 、 新し い発想と 視点のも と に富津市ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ を 実施し 、 ス
ポーツ によ る 体力づく り 、 健康づく り 及び市民交流の場を 創出する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会
　 実行委員　 市内のス ポーツ 、 教育、 社会教育等の各関係団体から 選出
　 検討内容　 日程、 会場、 競技種目、 参加賞、 ス ケ ジュ ール、 会場設営等
○ス ポーツ の日にふれあいス ポーツ フ ェ ス タ を 開催

年度別事業内容

2026 1, 400

0

○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 2026開催
○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会の開催
○市民（ ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会） の手づく り で実施する ス ポーツ によ る
　 体力づく り 、 健康づく り 及び市民交流の場を 創出する イ ベン ト を 実施

1, 400

2025 1, 300

0

○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 2025開催
○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会の開催
○市民（ ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会） の手づく り で実施する ス ポーツ によ る
　 体力づく り 、 健康づく り 及び市民交流の場を 創出する イ ベン ト を 実施
○当日は開会式直後の降雨によ り 途中で中止と なっ た。

1, 300

2028 1, 400

0

○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 2028開催
○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会の開催
○市民（ ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会） の手づく り で実施する ス ポーツ によ る
　 体力づく り 、 健康づく り 及び市民交流の場を 創出する イ ベン ト を 実施

1, 400

2027 1, 400

0

○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 2027開催
○ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会の開催
○市民（ ふれあいス ポーツ フ ェ ス タ 実行委員会） の手づく り で実施する ス ポーツ によ る
　 体力づく り 、 健康づく り 及び市民交流の場を 創出する イ ベン ト を 実施

1, 400

事業の
自己評価

　 ふれあ いス ポーツ フ ェ ス タ 2025は、 ス ポーツ の楽し さ を 体験し 、 運動習慣のき っ かけづく り や、 市民・
ス ポーツ 愛好者の交流の場を 創出する ため、 市内の関係団体で構成さ れた実行委員会においてイ ベン ト 内
容の充実と 多く の市民の参加を 促すため準備を 進めたが、 当日、 開会式直後の降雨によ り 、 やむを 得ず途
中で中止と なっ た。
　 当事業は、 市における 大き なイ ベン ト の一つであ る ため、 イ ベン ト 内容の一層の充実を 図り 、 市民の健
康増進と 体力向上に寄与し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

参加者数（ 延べ人数）

達成状況 －

人 /1, 300 1, 350 1, 400 1, 450
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人 65, 549/64, 000 65, 000 66, 000 67, 000

事業の
自己評価

　 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ っ て落ち込んだ体育施設利用者数は回復傾向であ る ため、 今後、
総合社会体育館サブアリ ーナの暗幕交換や照明改修など 、 ス ポーツ を する 上で安全かつ適切な環境を 整備
する と と も に、 利用者ニーズを し っ かり 捉え、 管理運営方法や各種ス ポーツ 大会や教室の開催など 、 事業
の充実に向けて指定管理者と 連携し て取り 組んでいく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

施設利用者数

達成状況 Ａ

2027 68, 612

0

○指定管理者によ る 適切かつ効率的な管理運営の実施
○総合社会体育館を 耐用年数ま で使用する ために必要な修繕の計画的な実施
○総合社会体育館サブアリ ーナ照明改修工事

68, 612

2028 59, 000

0

○指定管理者によ る 適切かつ効率的な管理運営の実施
○総合社会体育館を 耐用年数ま で使用する ために必要な修繕の計画的な実施

59, 000

2025 57, 741

0

○指定管理者によ る 適切かつ効率的な管理運営の実施
○総合社会体育館を 耐用年数ま で使用する ために必要な修繕の計画的な実施

57, 741

2026 64, 646

0

○指定管理者によ る 適切かつ効率的な管理運営の実施
○総合社会体育館を 耐用年数ま で使用する ために必要な修繕の計画的な実施
○総合社会体育館サブアリ ーナ暗幕交換

64, 646

予算事業 市体育施設管理運営事業 担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 体育施設の適切かつ効率的な管理運営を 行い、 市民の心身の健全な発達と 健康増進及びス ポーツ 意
欲の高揚を 図り 、 豊かで潤いのある 市民生活の形成に寄与する 。
　 ま た、 体育施設の効用を 最大限に発揮し 、 利用し やすい環境を 整備する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 総合社会体育館、 浅間山運動公園、 新富運動広場、 富津運動広場の適切かつ効率的な管理運営

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ４ 　 地域における 生涯学習活動、 ス ポーツ及びレ ク リ エーショ ンの振興 事業開始年度 1971年度

事　 　 業 市体育施設管理運営事業 担当部・ 局名 教育部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ４ 　 地域における 生涯学習活動、 ス ポーツ及びレ ク リ エーショ ンの振興 事業開始年度 1988年度

事　 　 業 市民ふれあい公園管理事業 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 公園総務関係費1・ 公園管理事業・ ふれあ い公園整備事業 担当課名 都市政策課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をどう し たいのか）

　 市民ふれあい公園など の都市公園、 市立公園等が幅広い世代の憩いの場や健康増進・ ス ポーツ 振興
に寄与する 場と し て利用さ れる よ う 、 施設の適切な維持管理及び運営を 行う 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○都市公園（ 11箇所） 及び市立公園（ 4箇所） の指定管理者によ る 施設管理・ 運営業務
　 都市公園･･･市民ふれあい公園・ 青堀駅裏公園・ 大堀第1号公園・ 大堀第2号公園・ 大堀第3号公園
　 　 　 　 　 　  大堀第4号公園・ 大堀第5号公園・ 富津臨港公園・ 青木公園・ 若葉公園・ 青木第4号公園
　 市立公園･･･湊親水公園・ 神田橋川面親水公園・ 青堀駅西口公園・ 上総湊駅前公園
○更和公園等の公園（ 3箇所） 及び公園予定地（ 4箇所） の管理
　 更和公園等の公園･･･更和公園・ 売津パーク ・ 上総湊港海浜公園（ 遊具施設）
　 公園予定地･･･青木第1号公園予定地・ 青木第2号公園予定地・ 青木第3号公園予定地・ 青木第6号公園予定地

年度別事業内容

2026 257, 448

87, 552

○青木公園予定地ﾌｪﾝｽ交換工事　 6, 754千円
○更和公園等及び公園予定地の管理　 2, 115千円
○都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 120千円
○公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 79, 365千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 318千円169, 896

2025 244, 965

63, 404
○青木公園予定地ﾌｪﾝｽ交換工事　 5, 258千円、 ○更和公園等及び公園予定地の管理　 1, 822千円
○都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 504千円、 ○公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○公園施設長寿命化計画更新業務　 18, 997千円、 ○市民ふれあい公園ｷｭ ﾋーﾞ ｸﾙ改修工事　 4, 653千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 43, 949千円、 ○市民ふれあい公園遊具撤去工事（ 2基） 193千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 813千円

181, 561

2028 268, 556

95, 713
○（ 次期） 都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 120千円
○更和公園等及び公園予定地の管理　 2, 115千円
○（ 次期） 公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 97, 227千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 318千円172, 843

2027 184, 911

11, 866
○青木公園予定地ﾌｪﾝｽ交換工事　 4, 650千円
○（ 次期） 都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 120千円
○更和公園等及び公園予定地の管理　 2, 115千円
○（ 次期） 公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 8, 932千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 318千円173, 045

事業の
自己評価

　 市民ふれあ い公園を 含む都市公園及び市立公園については、 指定管理者制度を 活用し 維持管理等を 行っ ている が、
特に市民ふれあい公園に係る 施設の老朽化への対応が課題と なっ ている 。 こ のため、 市民ふれあい公園に係る 「 富津
市公園施設長寿命化計画」 を 策定し 、 2021年度から 国の交付金を 活用し ながら 遊具やト イ レ 等の更新を 進めている 。
その他の都市公園、 市立公園及び当課で管理する 公園等については、 指定管理者及び職員によ り 維持管理等を 実施し
利用促進を 図っ ている 。
　 2025年度に見直し た「 富津市公園施設長寿命化計画」 を 踏ま え、 指定管理者と 共に施設の適切な維持管理を 進め、
引き 続き 、 成果指標である 有料公園施設の利用人数の増加につなげたい。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

有料公園施設の利用人数

達成状況 Ｂ

人 58, 254/66, 969 68, 309 69, 675 71, 068
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ５ 　 災害に強く 、 安心し て暮ら せる ま ちづく り の推進 事業開始年度 1990年度

事　 　 業 地域防災力を 高める 各種講座の実施・ 自主防災組織促進事業 担当部・ 局名 総務部

予算事業 防災関係費・ 自主防災組織促進事業・ 市防災訓練関係費 担当課名 防災安全課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 災害時においては行政と 地域が一体と なっ て対応する 必要があ る こ と から 、 平時から 自助・ 共助を 育
成する ための各種施策を 実施し 、 地域防災力の向上を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○市民の防災意識の高揚及び自主防災組織結成のための出前講座の実施
○地区（ 地域） 防災訓練の支援（ 実施）
○市防災訓練の実施
○防災研修会の実施
○災害対策コ ーディ ネータ ー養成講座（ フ ォ ロ ーアッ プ講座） の実施
○自主防災組織育成のための資機材交付の実施

年度別事業内容

2026 6, 520

2, 489

○出前講座（ 地区防災訓練含む） の実施（ 消耗品費： 100, 000円）
○市防災訓練の実施（ 防災フ ェ ス タ 実施関連経費： 1, 441, 000円）
○土砂災害避難訓練の実施
○防災研修会の実施（ 講師謝礼： 479, 000円）
○自主防災組織育成のための資機材交付の実施（ 備品購入費： 300, 000円×15団体＝4, 500, 000円）

4, 031

2025 7, 443

2, 643

○出前講座（ 地区防災訓練含む） の実施（ 消耗品費： 199, 000円）
○市防災訓練の実施（ 防災フ ェ ス タ 実施関連経費： 1, 957, 000円）
○防災研修会の実施（ 講師謝礼： 479, 000円）
○災害対策コ ーディ ネータ ーフ ォ ロ ーアッ プ講座の実施（ 委託料： 308, 000円）
○自主防災組織育成のための資機材交付の実施（ 備品購入費： 300, 000円×15団体＝4, 500, 000円）

4, 800

2028 6, 562

2, 510

○出前講座（ 地区防災訓練含む） の実施（ 消耗品費： 100, 000円）
○市防災訓練の実施（ 防災フ ェ ス タ 実施関連経費： 1, 441, 000円）
○防災研修会の実施（ 講師謝礼： 521, 000円）
○自主防災組織育成のための資機材交付の実施（ 備品購入費： 300, 000円×15団体＝4, 500, 000円）

4, 052

2027 6, 562

2, 510

○出前講座（ 地区防災訓練含む） の実施（ 消耗品費： 100, 000円）
○市防災訓練の実施（ 防災フ ェ ス タ 実施関連経費： 1, 441, 000円）
○防災研修会の実施（ 講師謝礼： 521, 000円）
○自主防災組織育成のための資機材交付の実施（ 備品購入費： 300, 000円×15団体＝4, 500, 000円）

4, 052

事業の
自己評価

　 地域防災力の向上を 図る ため、 地区（ 地域） 防災訓練を 継続し て支援（ 実施） する と と も に、 自主防災組織
が未設置の自治会に対し ては、 出前講座等を 通じ て設立を 呼びかけ、 資機材交付等によ り 活動を 支援する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

地区防災訓練等出前講座の実施 回 35/25 25 25 25

自主防災組織の設置 団体 94/95 100 105 110

達成状況 Ａ

達成状況 Ｂ
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集落 60/64 64 - -

事業の
自己評価

　 本事業は千葉県孤立集落対策緊急支援補助金を 活用し た災害対策事業と し て、 2024年度は市内で比較的
山間部の多い天羽地区の孤立可能性のあ る 36集落に対し 、 食料・ 保存水の交付及び発電機の配備を 実施し
ている 。 2025年度は、 大佐和地区及び天羽地区の孤立可能性のあ る 32集落（ 新規24集落） に対し 、 自主避
難所と なる 集会所のト イ レ 洋式化に係る 補助金交付等の支援を 実施し ている 。 2026年度も 継続し て市内孤
立可能性集落に対する 支援を 実施する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

孤立可能性集落への支援

達成状況 Ｂ - -

2027 -

-

-

2028 -

-

-

2025 21, 521

9, 543

○各家庭への食料・ 保存水の配布（ 消耗品費： 3, 953, 000円［ 10集落］ ）
○資機材の交付（ 発電機の配備） （ 備品購入費： 2, 528, 000円[ 21集落] ）
○ト イ レ 環境の整備（ 洋式化等） （ 孤立集落対策支援補助金： 4, 636, 000円[ 13集落・ 16か所] 、 上限32万円
/1か所）
○救助体制の整備（ 予防伐採） （ 予防伐採負担金： 4, 434, 000円×1集落＝4, 434, 000円）
○救助体制の整備（ 法面補強等） （ 建設課： 1, 500, 000円×4集落＝6, 000, 000円）

11, 978

2026 9, 796

4, 050

○ト イ レ 環境の整備（ 洋式化等） （ 孤立集落対策支援補助金： 320, 000円×5集落＝1, 600, 000円
○救助体制の整備（ 予防伐採） （ 予防伐採負担金： 3, 696, 000円×1集落＝3, 696, 000円）
○救助体制の整備（ 法面補強等） （ 建設課： 1, 500, 000円×3集落＝4, 500, 000円）

5, 746

予算事業 孤立集落災害対策事業・ 防災関係費・ 道路維持事業 担当課名
防災安全課

建設課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 石川県と 同様に半島性を 有する 千葉県（ 富津市） においても 大規模な地震が発生し た場合には、 道
路の寸断等によ り 孤立する 集落が発生し 、 救助や物資供給等の公助が一定期間行き 届かないこ と が想
定さ れる こ と から 、 県補助金（ 2024年度から 2026年度ま で） を 活用し 、 市内の孤立可能性集落に対し
各種支援を 実施する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

  食料・ 保存水の配布、 資機材の交付、 ト イ レ 環境の整備（ 洋式化等） 、 救助体制の整備（ 予防伐
採・ 法面補強等）

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ５ 　 災害に強く 、 安心し て暮ら せる ま ちづく り の推進 事業開始年度 2024年度

事　 　 業 孤立集落への支援事業 担当部・ 局名
総務部

建設経済部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ５ 　 災害に強く 、 安心し て暮ら せる ま ちづく り の推進 事業開始年度 2025年度

事　 　 業 新生児への防災グッ ズ交付事業 担当部・ 局名 総務部

予算事業 防災関係費 担当課名 防災安全課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 本事業は、 富津市独自の新生児向け防災グ ッ ズ（ 非常持ち出し 品） を 作製し 、 新生児のいる 世帯に
対し て、 防災グッ ズを 支給する こ と によ り 災害への備えを 強化する と と も に、 子育て世帯の防災意識
の啓発を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 新生児のいる 世帯に対し て防災グ ッ ズ（ ３ 日分） の詰め合わせを 支給。 乳幼児期の心身の特性に鑑
みた支援物資を 乳児健診時など の際に支給する 。

2026 1, 606

0

○新生児向け防災グッ ズの支給（ 消耗品費）
　 11, 228円（ １ セッ ト ） ×130人×1. 1＝1, 605, 604円
○支給物品
（ 非常用持出袋、 個体ミ ルク 、 液体ミ ルク 、 ベビ ーフ ード 、 使い捨て哺乳瓶、 排せつ用品等）

1, 606

2025 1, 501

0

○新生児向け防災グッ ズの支給（ 消耗品費）
　 10, 490円（ １ セッ ト ） ×130人×1. 1＝1, 500, 070円
○支給物品
（ 非常用持出袋、 個体ミ ルク 、 液体ミ ルク 、 ベビ ーフ ード 、 使い捨て哺乳瓶、 排せつ用品等）

1, 501

2028 1, 606

0

○新生児向け防災グッ ズの支給（ 消耗品費）
　 11, 228円（ １ セッ ト ） ×130人×1. 1＝1, 605, 604円
○支給物品
（ 非常用持出袋、 個体ミ ルク 、 液体ミ ルク 、 ベビ ーフ ード 、 使い捨て哺乳瓶、 排せつ用品等）

1, 606

2027 1, 606

0

○新生児向け防災グッ ズの支給（ 消耗品費）
　 11, 228円（ １ セッ ト ） ×130人×1. 1＝1, 605, 604円
○支給物品
（ 非常用持出袋、 個体ミ ルク 、 液体ミ ルク 、 ベビ ーフ ード 、 使い捨て哺乳瓶、 排せつ用品等）

1, 606

事業の
自己評価

　 本事業は災害時に新生児が３ 日間生活でき る 物資を 提供する と と も に、 災害時において自身に必要なも
のを 考える 機会を 与え、 新生児のいる 世帯の防災対策に寄与する ため、 実施する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

新生児向け防災グ ッ ズの支給

達成状況 Ａ

人 130/130 130 130 130
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団体 3/3 5 5 5

事業の
自己評価

　 安全・ 安心なま ちづく り を 推進する ため、 犯罪被害防止のための広報啓発活動を 積極的に実施する と と
も に、 自治会や自主防犯団体等への支援を 継続し て実施する 。
　 ま た、 2024年12月9日に締結し た「 富津市安全安心に関する 協定」 に基づき 、 富津警察署と の連携を 密に
し て相互協力体制を 構築する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

自主防犯団体への資器材交付

達成状況 Ａ

2027 4, 440

1, 575

○犯罪被害防止のための広報啓発活動及び環境整備等（ 防犯カ メ ラ 維持管理費： 23, 000円）
○富津市防犯協会への補助金交付（ 350, 000円）
○自主防犯団体への資器材交付及び青色回転灯防犯パト ロ ール車の貸出
（ 資機材交付： 30, 000円×5団体＝150, 000円、 車両維持管理費： 393, 000円）
○自治会等が設置する 街頭防犯カ メ ラ の補助金交付（ 400, 000円×3/4×10台＝3, 000, 000円）
○犯罪被害者等への支援（ 犯罪被害者等支援金： 500, 000円、 Ｃ Ｖ Ｓ 賛助会費： 20, 000円）
○その他（ 旅費： 4, 000円）2, 865

2028 4, 440

1, 575

○犯罪被害防止のための広報啓発活動及び環境整備等（ 防犯カ メ ラ 維持管理費： 23, 000円）
○富津市防犯協会への補助金交付（ 350, 000円）
○自主防犯団体への資器材交付及び青色回転灯防犯パト ロ ール車の貸出
（ 資機材交付： 30, 000円×5団体＝150, 000円、 車両維持管理費： 393, 000円）
○自治会等が設置する 街頭防犯カ メ ラ の補助金交付（ 400, 000円×3/4×10台＝3, 000, 000円）
○犯罪被害者等への支援（ 犯罪被害者等支援金： 500, 000円、 Ｃ Ｖ Ｓ 賛助会費： 20, 000円）
○その他（ 旅費： 4, 000円）2, 865

2025 1, 329

45

○犯罪被害防止のための広報啓発活動及び環境整備等（ 防犯カ メ ラ 維持管理費： 23, 000円）
○富津市防犯協会への補助金交付（ 350, 000円）
○自主防犯団体への資器材交付及び青色回転灯防犯パト ロ ール車の貸出
（ 資機材交付： 30, 000円×3団体＝90, 000円、 車両維持管理費： 340, 000円）
○犯罪被害者等への支援（ 犯罪被害者等支援金： 500, 000円、 Ｃ Ｖ Ｓ 賛助会費： 20, 000円）
○その他（ 旅費： 6, 000円）

1, 284

2026 4, 440

1, 575

○犯罪被害防止のための広報啓発活動及び環境整備等（ 防犯カ メ ラ 維持管理費： 23, 000円）
○富津市防犯協会への補助金交付（ 350, 000円）
○自主防犯団体への資器材交付及び青色回転灯防犯パト ロ ール車の貸出
（ 資機材交付： 30, 000円×5団体＝150, 000円、 車両維持管理費： 393, 000円）
○自治会等が設置する 街頭防犯カ メ ラ の補助金交付（ 400, 000円×3/4×10台＝3, 000, 000円）
○犯罪被害者等への支援（ 犯罪被害者等支援金： 500, 000円、 Ｃ Ｖ Ｓ 賛助会費： 20, 000円）
○その他（ 旅費： 4, 000円）2, 865

予算事業 防犯事業関係費 担当課名 防災安全課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市民の防犯意識の高揚を 図り 、 安全・ 安心なま ちづく り を 推進する ため、 富津警察署、 自主防犯団
体、 富津市防犯協会等の関係機関と 連携し 、 各種施策を 実施する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○犯罪被害防止のための広報啓発活動等
○富津市防犯協会への補助金交付
○自主防犯団体への資器材交付及び青色回転灯防犯パト ロ ール車の貸出
○自治会等が設置する 街頭防犯カ メ ラ への補助金交付
○犯罪被害者等への支援
○「 富津市安全安心に関する 協定」 に基づく 富津警察署と の相互協力

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ５ 　 災害に強く 、 安心し て暮ら せる ま ちづく り の推進 事業開始年度 2011年度

事　 　 業 防犯事業 担当部・ 局名 総務部
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団体 　 10/110 110 110 110

事業の
自己評価

　 消防団幹部が構成する 「 消防団活性化検討委員会」 において、 消防操法大会や、 実災害を 想定し た訓練
について検討し た。 ま た、 連携訓練については、 地域防災力の向上を 図る こ と を 目的と し ている ため、 自
主防災組織と 消防団が年１ 回以上の訓練が実施でき る よ う 、 今後、 消防団員が呼びかけを 行っ ていき たい
と 考える 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

連携訓練実施団体

達成状況 Ｄ

2027 50, 687

3, 641

〇災害出動（ 火災、 風水害）
〇各種訓練・ 講習会等（ 活動訓練、 救急訓練、 防災訓練）
〇警戒等（ 火災予防運動、 歳末特別警戒）
〇消防団会議等（ 団本部、 分団長会議、 検討委員会）

47, 046

2028 50, 687

3, 641

〇災害出動（ 火災、 風水害）
〇各種訓練・ 講習会等（ 活動訓練、 救急訓練、 防災訓練）
〇警戒等（ 火災予防運動、 歳末特別警戒）
〇消防団会議等（ 団本部、 分団長会議、 検討委員会）

47, 046

2025 51, 167

3, 510

○出動等・ 火災（ 28件529名） ・ 風水害（ 3件135名） ・ 捜索（ 1件9名）
○各種訓練・ 講習会等・ 幹部、 新入団講習会（ 1件64名） ・ 救急訓練（ 4件17名）
　 ・ 消防演習（ 3件154名） ・ 防災訓練（ 6件46名） ・ 活動訓練（ 11件322名）
○会議等・ 消防団会議（ 11件199名） ・ 器具査察（ 1件94名）
○警戒等・ 火災予防運動( 5件330名) ・ 特別警戒( 15件952名) ・ 火災後の警戒（ 13件104名)
　 ・ 車両、 詰所整備（ 月2回） 、 分団別訓練の実施（ 随時）
○消防団幹部で構成する 「 消防団活性化検討委員会」 にて消防団員の活動、 装備品について調
査検討（ 団員の処遇改善）47, 657

2026 50, 687

3, 641

〇災害出動（ 火災、 風水害）
〇各種訓練・ 講習会等（ 活動訓練、 救急訓練、 防災訓練）
〇警戒等（ 火災予防運動、 歳末特別警戒）
〇消防団会議等（ 団本部、 分団長会議、 検討委員会）

47, 046

予算事業 消防団活動事業 担当課名 消防総務課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 地域住民の安全・ 安心を 確保する ため、 自主防災組織が行う 訓練に、 消防団員が指導者と し て参加
し 、 地域住民の防災意識を 高め、 災害発生時には区民と 消防団員が連携し て活動する こ と を 目的と す
る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 2013年度に施行さ れた「 消防団を 中核と し た地域防災力の充実強化に関する 法律」 に基づき 、 2015
年度から 地域住民に消火訓練や救急法訓練の指導など 、 地域に根ざし た活動を 実施する と と も に、 団
員の装備品の充実や処遇の改善を 進め、 消防団活動に対する イ メ ージアッ プを 図り 、 団員の増員に努
める 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ５ 　 災害に強く 、 安心し て暮ら せる ま ちづく り の推進 事業開始年度 1971年度

事　 　 業 消防団を 中核と し た地域防災力の充実、 強化 担当部・ 局名 消防本部
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達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 市民の生活課題や地域社会の共通課題を 把握する と と も に、 多様化し ている 市民のニーズに対応し た学級・ 講座
を 開設する 。
　 学校や各種団体等と も 連携し 、 誰も が参加し やすい環境づく り が課題と なる 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業満足度 ％ 90/90 90 90 90

2027 1, 530

0

○各種学級・ 講座の開設、 周知
　 ・ 中央公民館　 14学級、 富津公民館　 14学級、 市民会館　 13学級
○学級・ 講座に係る アンケート 調査の実施・ 分析
○サーク ル活動促進のための協力、 支援

1, 530

2028 1, 530

0

○各種学級・ 講座の開設、 周知
　 ・ 中央公民館　 14学級、 富津公民館　 14学級、 市民会館　 13学級
○学級・ 講座に係る アンケート 調査の実施・ 分析
○サーク ル活動促進のための協力、 支援

1, 530

2025 1, 516

0

○各種学級・ 講座の開設、 周知
　 ・ 中央公民館　 15学級、 富津公民館　 14学級、 市民会館　 13学級
○学級・ 講座に係る アンケート 調査の実施・ 分析
○サーク ル活動促進のための協力、 支援

1, 516

2026 1, 530

0

○各種学級・ 講座の開設、 周知
　 ・ 中央公民館　 14学級、 富津公民館　 14学級、 市民会館　 13学級
○学級・ 講座に係る アンケート 調査の実施・ 分析
○サーク ル活動促進のための協力、 支援

1, 530

予算事業 公民館（ 市民会館） 学級・ 講座関係費 担当課名 公民館

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市民の教養の向上、 健康の増進、 情操の純化を図り 、 生活文化の振興、 社会福祉の増進に寄与する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○市民の生涯学習に対する 意識の高揚と 意欲向上の場を 提供する ため、 各公民館、 市民会館において各種学
級・ 講座を開設する 。
○市民自ら が学んだこ と を 生かすサーク ル活動を促進さ せる 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ６ 　 世代間の交流促進のための場の提供 事業開始年度 1973年度

事　 　 業 市民のニーズに対応する 公民館、 市民会館学級講座の開設 担当部・ 局名 教育部

64



第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号 ６ 　 世代間の交流促進のための場の提供 事業開始年度 2020年度

事　 　 業 地域交流支援セン タ ー事業（ 再掲） 担当部・ 局名 健康福祉部

予算事業 地域交流支援セン タ ー管理運営事業 担当課名 こ ど も 家庭課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 家庭や地域における 子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感や不安感の増大等に対応する ため、
地域において子育て親子の交流等を 促進する 子育て支援拠点を 設置し 、 地域の子育て支援機能の充実
を 図り 、 子育ての不安感等を 緩和し 、 子ど も の健やかな育ちを 支援する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 地域子育て支援拠点と し て、 利用する 親子同士の交流を 促進する と と も に、 行政など の関係機関や
地域・ 企業など と 協力し て、 総合的かつ効果的に子育てを 支援する ための体制を 構築し 、 親子と 地域
を 結ぶ架け橋と なる 。

年度別事業内容

2026 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2025 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2028 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

2027 3, 095

278

○子育てに不安を 持ち、 悩む保護者が、 常時相談でき る 機会を 提供する 。
○オン ラ イ ン 相談窓口を 開設し 、 自宅に居ながら 安心し て子育て相談でき る 機会を 提供
　 する 。
○関係機関と 連携し た支援等を 行う ための横断的な体制も 構築し 、 相談内容に応じ て、
　 子育て情報や助言を 提供し 、 支援を 行う ほか、 必要に応じ て関係機関を 紹介する 。

2, 817

事業の
自己評価

　 ベビ ーヨ ガやベビ ーマッ サージなど の毎月のイ ベン ト に加え、 七夕ま つり やク リ ス マス 会など 季節にち
なんだイ ベン ト を 企画し 、 子育て中の親子だけでなく 、 地域の方々と の交流や世代を 超えた交流を 図る こ
と ができ た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

1日の平均利用組数

達成状況 Ｂ

組 7. 7/8 8 8 8
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７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活動
支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2017年度

事　 　 業 富津市いき いき 百歳体操 担当部・ 局名 健康福祉部

　 健康寿命を 延ばし て、 住み慣れた地域でいき いき と し た自分ら し い生活を 送る ため、 参加する 人と 地
域住民主体の通いの場が増えていく よ う 、 みんなで一緒に取り 組む地域づく り によ る 介護予防を 進め
る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○開始希望グ ループに対し 、 説明会を 実施。 実技指導は、 地域包括支援セン タ ー職員が行う 。
○運動開始から 3箇月後に事後評価（ 体力測定） し 、 運動継続（ 自主化） の意思確認の後、 15箇月後に地
域包括支援セン タ ー職員が事後評価（ 体力測定） を する 。
○グ ループの交流と リ ハビ リ テーショ ン 専門職によ る フ レ イ ル予防の講話を 実施。
○自主化し たグループに対し ては、 活動費に対する 補助金を 年額5万円を 上限に交付。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

予算事業 地域支援事業、 一般介護予防事業 担当課名 介護福祉課

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

施策番号

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

2025 867

867

○いき いき 百歳体操グループへの活動支援
　 ・ 地域包括支援セン タ ー職員によ る 実技指導及び評価（ 体力測定）
　 ・ 市管理栄養士によ る 食の講座　 ・ 消耗品費
　 ・ 通信運搬費　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 活動支援事業補助金

0

2026 990

990

○いき いき 百歳体操グループへの活動支援
　 ・ 地域包括支援セン タ ー職員によ る 実技指導及び評価（ 体力測定）
　 ・ 市管理栄養士によ る 食の講座　 ・ 消耗品費
　 ・ 通信運搬費　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 活動支援事業補助金

0

2027 990

990

○いき いき 百歳体操グループへの活動支援
　 ・ 地域包括支援セン タ ー職員によ る 実技指導及び評価（ 体力測定）
　 ・ 市管理栄養士によ る 食の講座　 ・ 消耗品費
　 ・ 通信運搬費　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 活動支援事業補助金

0

2028 990

990

○いき いき 百歳体操グループへの活動支援
　 ・ 地域包括支援セン タ ー職員によ る 実技指導及び評価（ 体力測定）
　 ・ 市管理栄養士によ る 食の講座　 ・ 消耗品費
　 ・ 通信運搬費　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 活動支援事業補助金

0

2028年度

富津市いき いき 百歳体操参加者
数

765

55

人 692/705 725 745

達成状況 Ｂ

事業の
自己評価

　 住民主体の介護予防の拠点と なる 富津市いき いき 百歳体操の自主化団体が増え、 活動団体数及び参加者数と
も 増加し ている 。
　 介護予防の取組みを 強化する ために、 専門職の関与を 促進し て いく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度

富津市いき いき 百歳体操参加
グ ループ数

団体 45/46 49 52

達成状況 Ｂ
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人 217/222 214 207 199

事業の
自己評価

　 既存会員の高齢化の進行によ り 、 会員数が減少し ている ため、 補助金交付要綱を 平成30年度に改正し 、
こ れま での均等割の仕組みに加え人数割を 導入し たが、 会員数は引き 続き 減少傾向にある 。 高齢者の社会
参加や生き がいづく り によ り 、 介護予防に繋がる よ う ク ラ ブの活動について広報を 行い、 新規会員の加入
を 促進する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

老人ク ラ ブ会員数

達成状況 Ｂ

2027 719

479

○老人ク ラ ブ及び老人ク ラ ブ連合会の活動に対する 支援
○老人ク ラ ブ連合会の健康づく り 、 介護予防支援事業への支援
○老人ク ラ ブへの加入促進

240

2028 719

479

○老人ク ラ ブ及び老人ク ラ ブ連合会の活動に対する 支援
○老人ク ラ ブ連合会の健康づく り 、 介護予防支援事業への支援
○老人ク ラ ブへの加入促進

240

2025 760

506

○老人ク ラ ブ及び老人ク ラ ブ連合会の活動に対する 支援
○老人ク ラ ブ連合会の健康づく り 、 介護予防支援事業への支援
○老人ク ラ ブへの加入促進

254

2026 719

479

○老人ク ラ ブ及び老人ク ラ ブ連合会の活動に対する 支援
○老人ク ラ ブ連合会の健康づく り 、 介護予防支援事業への支援
○老人ク ラ ブへの加入促進

240

予算事業 老人ク ラ ブ活動事業 担当課名 介護福祉課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 老人ク ラ ブの活動を 促進し 、 高齢者が仲間づく り を 通し て健康づく り 、 閉じ こ も り や介護予防、 生
き がいの創出を 図り 、 地域社会と の交流を 支援する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○老人ク ラ ブ及び老人ク ラ ブ連合会の活動に対する 支援
○老人ク ラ ブ連合会の健康づく り 、 介護予防支援事業への支援
○老人ク ラ ブへの加入促進

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活
動支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 1979年度

事　 　 業 老人ク ラ ブ活動事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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140 160 180

達成状況 Ａ

フ レ イ ルチェ ッ ク 参加者延人数 人 120/120

事業の
自己評価

　 高齢者やその家族の総合相談窓口である 地域包括支援センタ ーでは、 市民への周知を 継続し 、 介護相談に限ら
ず閉じ こ も り や認知症、 高齢者虐待など の支援も 関係機関と 連携し ながら 対応し ている 。
　 認知症総合支援事業では、 認知症サポータ ー養成を継続し つつ、 認知症の人に対し て外出支援等を 行う 「 チー
ムオレ ンジ」 の立ち上げや、 オレ ンジカフ ェ の運営支援を 行っていく 。
　 健康寿命の延伸に向けたフ レ イ ル予防では、 市民向けのフ レ イ ルチェ ッ ク 講座の開催と と も に、 通いの場に出
向いての講座や個人宅を 訪問し てのフ レ イ ルチェ ッ ク も 実施する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

認知症サポータ ー養成講座累計
受講者数

人 3, 846/3, 664 3, 757 3, 850 3, 943

予算事業
地域包括支援センタ ー運営事業、 一般介護予防事業、 認知
症総合支援事業等

担当課名 介護福祉課

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 高齢者が安心し て住み慣れた地域で暮ら すために、 ひと り 暮ら し 高齢者など の相談・ 支援体制を 強化す
る と と も に、 介護・ 福祉サービ ス を 充実し 、 在宅生活を 支援する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○3つの日常生活圏域に地域包括支援センタ ーを設置、 運営（ 公募によ り 社会福祉法人又は医療法人に委託）
　 ・ 委託期間： 3年
　 ・ 委託事業： 介護予防・ 日常生活支援総合事業及び包括的支援事業、 任意事業
○健康長寿の延伸に係る 取組（ 食生活教室、 フ レ イ ル予防の実施）
○認知症への理解促進
○認知症の悪化防止、 交流・ 情報交換ができ る 活動拠点づく り （ 認知症カフ ェ の運営事業補助）

年度別事業内容

年度
事業費
( 千円)

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活動
支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2007年度

事　 　 業 地域支援事業 担当部・ 局名 健康福祉部

達成状況 Ａ

2027 92, 065

92, 065

○地域包括支援センタ ーの設置・ 運営（ 社会福祉法人等に委託） 90, 507千円
○認知症サポータ ー養成講座、 フ ォ ロ ーアッ プ研修の実施他　 23千円
○健康寿命延伸に係る 取組　 1, 485千円
　 （ フ レ イ ルサポータ ー養成講座等）
○認知症カフ ェ の設置運営補助及びチームオレ ンジの立上げ支援　 50千円

0

2028 92, 065

92, 065

○地域包括支援センタ ーの設置・ 運営（ 社会福祉法人等に委託） 90, 507千円
○認知症サポータ ー養成講座、 フ ォ ロ ーアッ プ研修の実施他　 23千円
○健康寿命延伸に係る 取組　 1, 485千円
　 （ フ レ イ ルサポータ ー養成講座等）
○認知症カフ ェ の設置運営補助及びチームオレ ンジの立上げ支援　 50千円

0

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

2026 92, 065

92, 065

○地域包括支援センタ ーの設置・ 運営（ 社会福祉法人等に委託） 90, 507千円
○認知症サポータ ー養成講座、 フ ォ ロ ーアッ プ研修の実施他　 23千円
○健康寿命延伸に係る 取組　 1, 485千円
　 （ フ レ イ ルサポータ ー養成講座等）
○認知症カフ ェ の設置運営補助及びチームオレ ンジの立上げ支援　 50千円

0

2025 87, 945

87, 945

○地域包括支援センタ ーの設置・ 運営（ 社会福祉法人等に委託） 86, 620千円
○認知症サポータ ー養成講座、 フ ォ ロ ーアッ プ研修の実施他　 55千円
○健康寿命延伸に係る 取組　 1, 220千円
　 （ フ レ イ ルサポータ ー養成講座等）
○認知症カフ ェ の設置運営補助及びチームオレ ンジの立上げ支援　 50千円

0

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める
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事業の
自己評価

　 高齢化の急速な進行と 、 高齢者のみで構成さ れる 世帯の増加等によ り 、 成年後見制度のニーズは今後ま
すま す増大する と 想定さ れる 。 中核機関を 設置する こ と によ り 、 制度の周知と 利用の促進を 図っ ていく 。
　 成果指標であ る 市民後見人養成人数については、 本市単独ではなく 、 広域的に実施する こ と が効果的と
考えら れる ため、 体制整備等の検討期間を 考慮し 2028年度評価と し ている 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

市民後見人養成人数

達成状況 2028年度に評価 － －

予算事業 成年後見制度利用促進体制整備推進事業 担当課名 介護福祉課

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 相談・ 広報・ 受任者調整・ 市民後見人養成等の機能を 備えた中核機関を ふっ つ成年後見支援セン
タ ー内に設置し 、 セン タ ーの機能を 拡充する こ と で、 成年後見制度の利用を 促進する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○社会福祉協議会に運営を 委託し 、 ふっ つ成年後見支援セン タ ーの機能を 拡充する 。
○市民等から の相談を 広く 受ける こ と で、 増大する 成年後見制度のニーズに対応する 。
○広報活動等によ り 成年後見制度への理解を 促進する 。
○受任者調整や後見人支援等によ り 、 安心し て制度を 利用でき る 体制を 構築する 。

年度別事業内容

年度
事業費
( 千円)

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活
動支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2026年度

事　 　 業 成年後見制度利用促進体制整備推進事業 担当部・ 局名 健康福祉部

人 － － － 2

2027 8, 028

0

○ふっ つ成年後見支援セン タ ーの運営（ 社会福祉協議会に委託） 　 8, 028千円
　 ・ 相談機能
　 ・ 広報機能
　 ・ 受任者調整機能
　 ・ 後見人支援
　 ・ 市民後見人養成8, 028

2028 8, 028

0

○ふっ つ成年後見支援セン タ ーの運営（ 社会福祉協議会に委託） 　 8, 028千円
　 ・ 相談機能
　 ・ 広報機能
　 ・ 受任者調整機能
　 ・ 後見人支援
　 ・ 市民後見人養成8, 028

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

2026 8, 028

0

○ふっ つ成年後見支援セン タ ーの運営（ 社会福祉協議会に委託） 　 8, 028千円
　 ・ 相談機能
　 ・ 広報機能
　 ・ 受任者調整機能
　 ・ 後見人支援
　 ・ 市民後見人養成8, 028

2025 -

-

-

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める
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人 642/670 680 690 700

事業の
自己評価

　 市民に本制度が認知さ れ、 支援が必要なと き に利用する こ と ができ る 体制を 確保する ため、 新規対象者
への個別案内を はじ め、 広報ふっ つ及び市ホーム ページへの記事掲載のほか、 関係団体への周知等、 引き
続き 制度周知を 行う 。 一方で、 要配慮者の制度理解には限界があ り 、 地域の要配慮者を 漏れなく 支援に繋
げる ためには、 特に地域支援者（ 地区社会福祉協議会や民生委員・ 児童委員） など によ り 、 支援の行き 届
いていない地域の要配慮者を 早期に発見し 、 適切に必要な支援に繋ぐ こ と のでき る 体制を 構築する こ と が
最も 重要であ る ため、 引き 続き 地域支援者と の連携強化に努める 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

要援護者地域見守り 事業登録者
数

達成状況 Ｂ

2027 489

0

○要援護者台帳シス テム によ り 、 要援護者の登録管理、 安心カード 等の発行、 関係団体への通
知書作成、 各種集計処理を 実施し ている 。 （ 委託料； 489千円）
○避難行動要支援者支援制度( 防災安全課) の対象者通知に併せて、 本事業の案内を 実施。
○広報ふっ つ、 市ホ ーム ページでの周知や、 出前講座の実施によ り 、 制度の周知を 図る 。

489

2028 489

0

○要援護者台帳シス テム によ り 、 要援護者の登録管理、 安心カード 等の発行、 関係団体への通
知書作成、 各種集計処理を 実施し ている 。 （ 委託料； 489千円）
○避難行動要支援者支援制度( 防災安全課) の対象者通知に併せて、 本事業の案内を 実施。
○広報ふっ つ、 市ホ ーム ページでの周知や、 出前講座の実施によ り 、 制度の周知を 図る 。

489

2025 489

0

○要援護者台帳シス テム によ り 、 要援護者の登録管理、 安心カード 等の発行、 関係団体への通
知書作成、 各種集計処理を 実施。 （ 委託料； 489千円）
○避難行動要支援者支援制度( 防災安全課) の対象者通知に併せて、 本事業の案内を 実施。
○広報ふっ つや市ホ ーム ページ、 出前講座の実施によ り 制度の周知。

489

2026 489

0

○要援護者台帳シス テム によ り 、 要援護者の登録管理、 安心カード 等の発行、 関係団体への通
知書作成、 各種集計処理を 実施し ている 。 （ 委託料； 489千円）
○避難行動要支援者支援制度( 防災安全課) の対象者通知に併せて、 本事業の案内を 実施。
○広報ふっ つ、 市ホ ーム ページでの周知や、 出前講座の実施によ り 、 制度の周知を 図る 。

489

予算事業 要援護者地域見守り 事業 担当課名 社会福祉課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 高齢者や障がい者など の要援護者について、 地域・ 社会から の孤立を 防ぐ ため、 地域住民によ る 共
助を 基本と し て、 地区社会福祉協議会（ 民生委員等） によ る 、 声かけ・ 安否確認など の日常の見守り
サポート を 行う こ と によ り 、 地域ぐ る みで要援護者を 支え合い、 住み慣れた地域で、 安全で安心し て
暮ら せる ま ちづく り の推進を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 要援護者に対し 、 地区社会福祉協議会（ 民生委員等） によ る 声かけ・ 安否確認など の日常の見守り
サポート を 行う 。 ま た、 要援護者に登録情報が記載さ れた「 安心カード 」 と 「 支援情報キッ ト 」 を 配
付する と と も に、 登録情報を 関係団体（ 地区社会福祉協議会、 消防署、 警察署、 地域包括支援セン
タ ー等） と 情報共有する こ と で、 緊急時の迅速な対応を 行える 体制を 整備する 。 なお、 要援護者の対
象要件は、 在宅で生活する 、 ①65歳以上の高齢者、 ②要介護認定３ ～５ の者、 ③重度の障がい者（ 身
体障害者手帳１ 級、 ２ 級） 、 療育手帳Ａ 判定以上、 精神障害者保健福祉手帳１ 級） 及び④その他こ れ
ら に準ずる 者と する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活
動支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2009年度

事　 　 業 要援護者地域見守り 事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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相談支援関係事業所連絡会
開催回数

回 12/12 12 12 12

達成状況 Ａ

達成状況 Ｂ

個別支援会議件数 件 90/95 95 95 95

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 休日・ 夜間においても 、 電話やメ ールでの対応を 図り 、 24時間365日体制で障がいのある 方やそのご 家族から の
相談に対応し ている 。 令和3年度に開設以降、 相談件数は増加傾向である が、 相談窓口と し ての認知度は未だ高く
ないこ と から 、 引き 続き 周知の徹底を 図る 。
　 ま た、 各業務の円滑な実施及び機能の充実を 図る ため、 医療・ 保健・ 教育・ 就労など の各関係機関と の関係者会
議や個別支援会議など の機会を 通じ て、 更なる 連携強化を 積極的に図り 、 相談支援体制の強化を 進める と と も に、
今後ま すま す複雑化・ 多様化する 相談に対応する ため、 相談員の人材確保やス キルアッ プを 図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

相談対象と なっ た障がい者の
実人数

人 220/220 230 240 250

2027 22, 539

16, 903

○障がいの種別及び各種ニーズに対応でき る 総合的及び専門的な相談支援： 随時
○相談支援事業者に対する 指導及び助言並びに人材育成の支援等によ る 地域の相談支援体制の強化の取
組： 相談支援連絡会議の開催（ 月1回）
○障がい者支援施設、 精神科病院等から の地域移行及び地域生活を 支える ための地域定着の促進への取
組： 随時
○障がい者の権利擁護及び虐待の防止： 市民や福祉事業所を 対象と し た勉強会の開催（ 年1回）

5, 636

2028 22, 539

16, 903

○障がいの種別及び各種ニーズに対応でき る 総合的及び専門的な相談支援： 随時
○相談支援事業者に対する 指導及び助言並びに人材育成の支援等によ る 地域の相談支援体制の強化の取
組： 相談支援連絡会議の開催（ 月1回）
○障がい者支援施設、 精神科病院等から の地域移行及び地域生活を 支える ための地域定着の促進への取
組： 随時
○障がい者の権利擁護及び虐待の防止： 市民や福祉事業所を 対象と し た勉強会の開催（ 年1回）

5, 636

2025 22, 374

16, 781

○障がいの種別及び各種ニーズに対応でき る 総合的及び専門的な相談支援： 随時
○相談支援事業者に対する 指導及び助言並びに人材育成の支援等によ る 地域の相談支援体制の強化の取
組： 相談支援連絡会議の開催（ 月1回）
○障がい者支援施設、 精神科病院等から の地域移行及び地域生活を 支える ための地域定着の促進への取
組： 随時
○障がい者の権利擁護及び虐待の防止： 市民や福祉事業所を 対象と し た勉強会の開催（ 2回）

5, 593

2026 22, 539

16, 903

○障がいの種別及び各種ニーズに対応でき る 総合的及び専門的な相談支援： 随時
○相談支援事業者に対する 指導及び助言並びに人材育成の支援等によ る 地域の相談支援体制の強化の取
組： 相談支援連絡会議の開催（ 月1回）
○障がい者支援施設、 精神科病院等から の地域移行及び地域生活を 支える ための地域定着の促進への取
組： 随時
○障がい者の権利擁護及び虐待の防止： 市民や福祉事業所を 対象と し た勉強会の開催（ 年1回）

5, 636

予算事業 基幹相談支援セン タ ー事業 担当課名 障がい福祉課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 地域における 相談支援の中核的な役割を 担う 機関と し て、 障害者相談支援事業及び成年後見制度利用支援
事業並びに身体障害者福祉法、 知的障害者福祉法並びに精神保健及び精神障害者福祉に関する 法律に基づく
相談等の業務を 総合的に行う 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 地域の障がい福祉に関する 相談支援の中核的な役割を 担う 機関であり 、 障がいの種別や障害者手帳の有無
に関わら ず、 相談者に必要な支援など の情報提供や助言を 行う 。 ま た、 適切な支援を 行う ために、 地域内に
おいて関係機関と 連携し 、 その架け橋と なる こ と も 業務の一つと なっ ている 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活動支援及
び各種けんし んの充実

事業開始年度 2021年度

事　 　 業 基幹相談支援セン タ ー事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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達成状況 Ａ

企業や市民に向けての
講演会・ 説明会の開催

回 1/1 1 1 1

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 市役所にて障害者優先調達推進法に基づく 定期販売会を 月2回実施し 、 市内の就労継続支援Ｂ 型事業所が参加
し ている 。 今後は、 イ ベント 時や商業施設における 実施など 、 定期販売会以外の実施方法を 検討し ていく 。 ま
た、 「 富津市優先調達パンフ レ ッ ト 」 については、 内容の更新を 随時行う と と も に、 庁内周知を 推進し ていく 。
　 ま た、 一般企業での障がい者雇用を 促進する ため、 企業が障がい者雇用を する 際の有益な情報を事業者向けに
提供する 講演会や説明会を開催し ていき たい。
　 「 チャ レ ンジド オフ ィ ス ふっ つ」 については、 人事担当課や関係機関と 連携・ 協議の上、 運用が継続でき る よ
う 支援し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

定期販売会の開催 回 24/24 24 24 24

2027 26

19

○障害者優先調達推進法に基づく 定期販売会： 月2回
○障害者優先調達推進法の周知： 「 富津市優先調達パンフ レ ッ ト 」 の内容更新
○障害者雇用促進に関する 講演会や説明会の開催： 年1回
○チャ レ ンジド オフ ィ ス の運用支援

7

2028 26

19

○障害者優先調達推進法に基づく 定期販売会： 月2回
○障害者優先調達推進法の周知： 「 富津市優先調達パンフ レ ッ ト 」 の内容更新
○障害者雇用促進に関する 講演会や説明会の開催： 年1回
○チャ レ ンジド オフ ィ ス の運用支援

7

2025 26

19

○障害者優先調達推進法に基づく 定期販売会： 月2回
○イ ベント （ デフ サッ カー体験会） における 販売会の実施
○障害者雇用促進に関する 説明会の開催： 「 就労選択支援について」
○チャ レ ンジド オフ ィ ス の運用支援

7

2026 26

19

○障害者優先調達推進法に基づく 定期販売会： 月2回
○障害者優先調達推進法の周知： 「 富津市優先調達パンフ レ ッ ト 」 の内容更新
○障害者雇用促進に関する 講演会や説明会の開催： 年1回
○チャ レ ンジド オフ ィ ス の運用支援

7

予算事業 総合支援協議会事業 担当課名 障がい福祉課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 障がいのある 人の就労支援のための基盤整備を 行う 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市障害者総合支援協議会の就労支援部会において、 障害者優先調達推進法に基づく 定期販売会や官
公需パンフ レ ッ ト の内容更新を 行う 。 ま た、 よ り 多く の企業に障がい者に対する 理解を深める こ と を 目的
に、 企業や市民に対し て講演会や説明会を企画し ていく 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活動
支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2011年度

事　 　 業 障がい者の雇用促進 担当部・ 局名 健康福祉部

72



達成状況 Ａ

福祉教育推進プロ グラ ム の実践
回数

回 2/2 2 2 2

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 障がいへの理解促進に向けての講演会については、 テーマや対象者を 設定し た上で開催する 。 開催に際し て
は、 多く の参加者を 募る よ う 、 周知方法を 検討する 必要がある 。
　 福祉教育推進プロ グ ラ ム は学校から の申請を 受けて開催する ため、 各学校への周知を 十分に行う 必要があ
る 。
　 市内小・ 中学生を 対象と し たポス タ ーコ ン ク ールは、 選考会及び表彰、 商業施設への展示、 作品を 活用し た
啓発物資の作成及び配布を 実施し ている が、 障がいへの理解促進に一定の効果がある と 考え ら れる こ と から 、
継続し て実施し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

障がいへの理解促進に向けての
講演会等開催回数

回 3/2 2 2 2

2027 109

81

○障がいへの理解促進に向けての講演会の開催： 年2回
○主に小・ 中学生を 対象と し た福祉教育推進プロ グ ラ ム の実施： 年2回
○障がいへの理解促進に向けての市内小・ 中学生を 対象と し たポス タ ーコ ン ク ールの開催
○障がいへの理解促進に向けての啓発物資の作成及び配布

28

2028 109

81

○障がいへの理解促進に向けての講演会の開催： 年2回
○主に小・ 中学生を 対象と し た福祉教育推進プロ グ ラ ム の実施： 年2回
○障がいへの理解促進に向けての市内小・ 中学生を 対象と し たポス タ ーコ ン ク ールの開催
○障がいへの理解促進に向けての啓発物資の作成及び配布

28

2025 109

81

○障がいへの理解促進に向けての講演会の開催： あ っ たかふっ つエン ジョ イ ト ーク （ 2回）
○障がいへの理解促進に関する イ ベン ト （ デフ サッ カー体験会） の開催
○主に小・ 中学生を 対象と し た福祉教育推進プロ グ ラ ム の実施： 2回（ 福祉用具体験・ 福祉の仕
事）
○障がいへの理解促進に向けての市内小・ 中学生を 対象と し たポス タ ーコ ン ク ールの開催
○障がいへの理解促進に向けての啓発物資の作成及び配布28

2026 109

81

○障がいへの理解促進に向けての講演会の開催： 年2回
○主に小・ 中学生を 対象と し た福祉教育推進プロ グ ラ ム の実施： 年2回
○障がいへの理解促進に向けての市内小・ 中学生を 対象と し たポス タ ーコ ン ク ールの開催
○障がいへの理解促進に向けての啓発物資の作成及び配布

28

予算事業 総合支援協議会事業 担当課名 障がい福祉課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 年齢、 性別及び状態等を 問わず、 誰にと っ ても 住みやすく 、 生活し やすいま ちづく り を 目指す。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市障害者総合支援協議会の各部会において、 支援者など の関係機関において、 課題を 共有し なが
ら 交流・ 研究し 、 地域支援ネッ ト ワ ーク を 強化し ていく 。 ま た、 主に市内小・ 中学校に向けた福祉教育
推進プロ グ ラ ム の実施を 推進する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活動
支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2011年度

事　 　 業 障がい者差別解消の理解促進 担当部・ 局名 健康福祉部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向

事　 　 業 特定健康診査事業 担当部・ 局名 健康福祉部

①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための活動支援
　 　 及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2008年度

予算事業 特定健康診査事業 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

〇対象者： 40歳～74歳の国保被保険者
○健診形態： 集団健診（ 本庁、 公民館等） ま たは個別健診（ 君津管内４ 市協力医療機関）
○費用負担： 500円（ 70歳以上の被保険者及び市県民税課税者がいない世帯に属する 被保険者は無料）

健診結果から 対象者を 抽出し 、 特定保健指導や重症化予防のための保健指導を 実施
受診率向上のための取組と し て、 健診未受診者に対する 受診勧奨等を 実施

年度別事業内容

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 特定健康診査は、 保健指導の対象者を 抽出する ための健診と 位置付けら れている 。 慢性腎不全・ 脳血管疾
患・ 虚血性心疾患等に至る 生活習慣病の発症や重症化を 予防する ために、 リ ス ク を 早期発見し 、 保健指導に
よ っ て生活習慣の改善や医療機関受診勧奨等の支援を 行う こ と で、 医療費適正化の効果を 期待し ている 。

16, 000

2025 40, 893

31, 662

○特定健康診査事業（ 関連事業を 含む事業内容）
・ 集団健診を 5月～11月、 個別健診を 5月～9月に実施。
・ 受診率向上のため、 訪問や面接、 電話によ る 受診勧奨、 AI を 活用し た健診受診勧奨通知、 会社健診
結果の提出促進、 治療者によ る 検査結果の提出（ 健診みなし 受診） 、 2年連続受診者等への継続受診勧
奨を 実施。
・ 健診結果から 保健指導対象者を 抽出し 、 保健指導を 実施。9, 231

2026 37, 622

21, 622

○特定健康診査事業（ 関連事業を 含む事業内容）
・ 集団健診を 5月～11月、 個別健診を 5月～9月に実施。
・ 受診率向上のため、 訪問や面接、 電話によ る 受診勧奨、 AI を 活用し た健診受診勧奨通知、 会社健診
結果の提出促進、 治療者によ る 検査結果の提出（ 健診みなし 受診） 、 2年連続受診者等への継続受診勧
奨を 実施。
・ 健診結果から 保健指導対象者を 抽出し 、 保健指導を 実施。16, 000

2028 37, 622

21, 622

○特定健康診査事業（ 関連事業を 含む事業内容）
・ 集団健診を 5月～11月、 個別健診を 5月～9月に実施。
・ 受診率向上のため、 訪問や面接、 電話によ る 受診勧奨、 AI を 活用し た健診受診勧奨通知、 会社健診
結果の提出促進、 治療者によ る 検査結果の提出（ 健診みなし 受診） 、 2年連続受診者等への継続受診勧
奨を 実施。
・ 健診結果から 保健指導対象者を 抽出し 、 保健指導を 実施。

2025年度
（ 実績見込）

2026年度 2027年度 2028年度

2027 37, 622

21, 622

○特定健康診査事業（ 関連事業を 含む事業内容）
・ 集団健診を 5月～11月、 個別健診を 5月～9月に実施。
・ 受診率向上のため、 訪問や面接、 電話によ る 受診勧奨、 AI を 活用し た健診受診勧奨通知、 会社健診
結果の提出促進、 治療者によ る 検査結果の提出（ 健診みなし 受診） 、 2年連続受診者等への継続受診勧
奨を 実施。
・ 健診結果から 保健指導対象者を 抽出し 、 保健指導を 実施。16, 000

事業の
自己評価

　 特定健診受診によ り 早期に生活習慣を見直し 、 生活習慣病の発症・ 重症化を 予防する こ と で、 予防可能な疾患の
医療費適正化を 図る 必要がある が、 特定健診対象者の半数以上は健診未受診であり 、 健康状態が不明な状況であ
る 。 引き 続き 、 健診受診機会を設け、 受診率の向上を 目指すと と も に、 健診未受診者への受診勧奨を 実施する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位

/51. 0 53. 5 56. 0 58. 5

達成状況 2026年度に評価

特定健診受診率 ％

74



％ 3. 6/4. 5 4. 5 4. 5 4. 5

事業の
自己評価

　 歯・ 口腔の健康は、 健康で質の高い生活を 営む上で、 基礎的かつ重要である 。 特に、 歯周疾患が糖尿病
等の生活習慣病に深く 関係する こ と から 、 歯周病の発症・ 重症化予防のため、 引き 続き 成人歯科健診受診
率向上に取り 組む。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

健診受診率（ 受診者数／勧奨通知
数）

達成状況 Ｂ

2027 1, 135

756

20、 30、 40、 50、 60、 70歳の対象者に健診受診勧奨通知を 実施し 、 市内の歯科医療機関にて、
健診を 実施する 。 健診後、 歯周病等のリ ス ク のあ る 方に対し 、 通知によ る 歯科指導を 実施す
る 。
○健診委託料 　 　 　 　 5, 627円／件

379

2028 1, 135

756

20、 30、 40、 50、 60、 70歳の対象者に健診受診勧奨通知を 実施し 、 市内の歯科医療機関にて、
健診を 実施する 。 健診後、 歯周病等のリ ス ク のあ る 方に対し 、 通知によ る 歯科指導を 実施す
る 。
○健診委託料 　 　 　 　 5, 627円／件

379

2025 999

559

20、 30、 40、 50、 60、 70歳の対象者に健診受診勧奨通知を 実施し 、 市内の歯科医療機関にて、
健診を 実施。 健診後、 歯周病等のリ ス ク のある 方に対し 、 通知によ る 歯科指導を 実施。
○健診委託料 　 　 　 　 5, 594円／件

440

2026 1, 135

756

20、 30、 40、 50、 60、 70歳の対象者に健診受診勧奨通知を 実施し 、 市内の歯科医療機関にて、
健診を 実施する 。 健診後、 歯周病等のリ ス ク のあ る 方に対し 、 通知によ る 歯科指導を 実施す
る 。
○健診委託料 　 　 　 　 5, 627円／件

379

予算事業 成人歯科健康診査事業 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 健康増進法第19条の2及び健康増進法施行規則第4条の2に規定する 健康増進事業と し て実施し てい
る 。 歯周病等によ る 歯の喪失予防及び口腔内疾病の早期発見を 図り 、 噛む機能を 維持する こ と で健康
の保持及び増進につなげる 。 ま た、 高齢期において、 食べる 楽し みを 享受でき る こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 20～70歳の10歳刻み年齢の市民（ 総義歯及び治療中の者は除く 。 ） を 対象に、 健診受診勧奨を 実施
し 、 市内の歯科医療機関にて、 むし 歯・ 歯周疾患・ 歯垢・ 歯石のチェ ッ ク 、 口腔粘膜・ 顎関節の病気
の有無、 歯磨き 指導を 実施する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための
　 　 活動支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 2017年度

事　 　 業 成人歯科健康診査事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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達成状況 Ｂ

小児肺炎球菌 ％ 99/100 100 100 100

達成状況 Ｂ

事業の
自己評価

　 定期予防接種は、 抗体を持たない乳幼児に対し 感染症から 予防する ために行っている こ と から 、 すべての対
象者が接種する こ と が目標である 。 し かし 、 副反応への懸念や健康意識等によ り 接種状況はさ ま ざま である 。
今後も 各種保健事業を通し て正し い感染症予防の知識の普及や啓発を行っていく 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

５ 種混合 ％ 99/100 100 100 100

2027 91, 503

117

○各種予防接種委託料
【 A類疾病】 ＜対象者： 新生児～高校１ 年生、 妊婦＞※対象者は予防接種の種類によ って異なり ま
す
小児の肺炎球菌感染症、 Ｂ 型肝炎、 ロ タ 感染症、 ５ 種混合、 Ｂ Ｃ Ｇ 、 麻し ん・ 風し ん混合、 水痘、
日本脳炎、 ジフテリ ア・ 破傷風第二期、 子宮頸がん予防、 RSウ イ ルス
【 B類疾病】
・ 高齢者肺炎球菌感染症＜対象者： ６ ５ 歳の者、 ※1の者＞
・ 高齢者イ ンフルエンザ、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症＜対象者： ６ ５ 歳以上の者、 ※1の者＞
・ 帯状疱疹＜対象者： ６ ５ 、 ７ ０ 、 ７ ５ 、 ８ ０ 、 ８ ５ 、 ９ ０ 、 ９ ５ 、 １ ０ ０ 歳、 ※2の者＞
（ ※1　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 心臓、 腎臓又は呼吸器の機能ま たはヒ ト 免疫不全ウ イ ルス
によ り 免疫の機能に障害を有する 者）
（ ※2　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス によ り 免疫の機能に障害を有する
者）
【 任意接種】
子ども イ ンフルエンザ＜対象者： 中学３ 年生及び高校３ 年生相当＞

91, 386

2028 91, 503

117

○各種予防接種委託料
【 A類疾病】 ＜対象者： 新生児～高校１ 年生、 妊婦＞※対象者は予防接種の種類によ って異なり ま
す
小児の肺炎球菌感染症、 Ｂ 型肝炎、 ロ タ 感染症、 ５ 種混合、 Ｂ Ｃ Ｇ 、 麻し ん・ 風し ん混合、 水痘、
日本脳炎、 ジフテリ ア・ 破傷風第二期、 子宮頸がん予防、 RSウ イ ルス
【 B類疾病】
・ 高齢者肺炎球菌感染症＜対象者： ６ ５ 歳の者、 ※1の者＞
・ 高齢者イ ンフルエンザ、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症＜対象者： ６ ５ 歳以上の者、 ※1の者＞
・ 帯状疱疹＜対象者： ６ ５ 、 ７ ０ 、 ７ ５ 、 ８ ０ 、 ８ ５ 、 ９ ０ 、 ９ ５ 、 １ ０ ０ 歳、 ※2の者＞
（ ※1　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 心臓、 腎臓又は呼吸器の機能ま たはヒ ト 免疫不全ウ イ ルス
によ り 免疫の機能に障害を有する 者）
（ ※2　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス によ り 免疫の機能に障害を有する
者）
【 任意接種】
子ども イ ンフルエンザ＜対象者： 中学３ 年生及び高校３ 年生相当＞

91, 386

2025 93, 624

25

○各種予防接種委託料
【 A類疾病】 ＜対象者： 新生児～高校１ 年生＞※対象者は予防接種の種類によ って異なり ま す
小児の肺炎球菌感染症、 Ｂ 型肝炎、 ロ タ 感染症、 ５ 種混合、 Ｂ Ｃ Ｇ 、 麻し ん・ 風し ん混合、 水痘、
日本脳炎、 ジフテリ ア・ 破傷風第二期、 子宮頸がん予防（ 経過措置対象者を含む）
【 B類疾病】
・ 高齢者肺炎球菌感染症＜対象者： ６ ５ 歳の者、 ※1の者＞
・ 高齢者イ ンフルエンザ、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症＜対象者： ６ ５ 歳以上の者、 ※1の者＞
・ 帯状疱疹＜対象者： ６ ５ 、 ７ ０ 、 ７ ５ 、 ８ ０ 、 ８ ５ 、 ９ ０ 、 ９ ５ 、 １ ０ ０ 歳以上、 ※2の者＞
（ ※1　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 心臓、 腎臓又は呼吸器の機能ま たはヒ ト 免疫不全ウ イ ルス
によ り 免疫の機能に障害を有する 者）
（ ※2　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス によ り 免疫の機能に障害を有する
者）
【 任意接種】
子ども イ ンフルエンザ＜対象者： 中学３ 年生及び高校３ 年生相当＞

93, 599

2026 91, 503

117

○各種予防接種委託料
【 A類疾病】 ＜対象者： 新生児～高校１ 年生、 妊婦＞※対象者は予防接種の種類によ って異なり ま
す
小児の肺炎球菌感染症、 Ｂ 型肝炎、 ロ タ 感染症、 ５ 種混合、 Ｂ Ｃ Ｇ 、 麻し ん・ 風し ん混合、 水痘、
日本脳炎、 ジフテリ ア・ 破傷風第二期、 子宮頸がん予防、 RSウ イ ルス
【 B類疾病】
・ 高齢者肺炎球菌感染症＜対象者： ６ ５ 歳の者、 ※1の者＞
・ 高齢者イ ンフルエンザ、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症＜対象者： ６ ５ 歳以上の者、 ※1の者＞
・ 帯状疱疹＜対象者： ６ ５ 、 ７ ０ 、 ７ ５ 、 ８ ０ 、 ８ ５ 、 ９ ０ 、 ９ ５ 、 １ ０ ０ 歳、 ※2の者＞
（ ※1　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 心臓、 腎臓又は呼吸器の機能ま たはヒ ト 免疫不全ウ イ ルス
によ り 免疫の機能に障害を有する 者）
（ ※2　 ６ ０ 歳以上６ ５ 歳未満の方で、 ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス によ り 免疫の機能に障害を有する
者）
【 任意接種】
子ども イ ンフルエンザ＜対象者： 中学３ 年生及び高校３ 年生相当＞

9, 138

予算事業 予防接種事業 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 感染の恐れがある 疾病の発生及びま ん延を予防する ため、 予防接種法に基づく 定期予防接種等を実施す
る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など）

　 君津木更津医師会の協力を得て、 各種予防接種を実施し ている 。 予防接種の対象者に対し 該当と なる 予
防接種予診票やお知ら せを発送し ている （ 高齢者イ ンフルエンザを除く ） 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を好き になる
基本的な

施策の方向 ①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための
　 　 活動支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 昭和23年度

事　 　 業 予防接種事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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達成状況 Ｂ

結核・ 肺がん検診　 受診者数
（ 40歳以上）

人 2, 241/2, 250 2, 300 2, 350 2, 400

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 24時間予約可能なWeb予約、 複数のけんし んが同日に受けら れる プラ ス けんし ん、 市内コ ミ ュ ニティ センタ ー
等への大腸がん検査容器の巡回回収を 実施する など 、 市民の利便性の向上に努めている 。 引き 続き 、 がん検診の
必要性・ 重要性をわかり やすく 情報発信し 、 市民の健康意識を高め、 受診者数増加に向けた取り 組みに努めてい
く 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

胃がん検診　 受診者数
（ 40歳以上）

人 503/500 515 535 550

2027 29, 798

3, 524

○胃がん検診、 結核・ 肺がん検診、 大腸がん検診、 口腔がん検診、 子宮がん検診、 乳がん検診を 実
施する
4月に「 けんし んカレ ンダー」 を 世帯配布し 、 5月よ り Webま たは電話によ る 予約受付を 開始する 。 検
診前に対象者へ予約券・ 受診票を 通知し 、 各種がん検診を実施する 。 実施にあたっ て、 世帯回覧や
ホームページ、 LI NE等で周知する と と も に、 健康教育等において、 がんの早期発見の重要性につい
て周知・ 啓発を 実施し た。

26, 274

2028 29, 798

3, 524

○胃がん検診、 結核・ 肺がん検診、 大腸がん検診、 口腔がん検診、 子宮がん検診、 乳がん検診を 実
施する
4月に「 けんし んカレ ンダー」 を 世帯配布し 、 5月よ り Webま たは電話によ る 予約受付を 開始する 。 検
診前に対象者へ予約券・ 受診票を 通知し 、 各種がん検診を実施する 。 実施にあたっ て、 世帯回覧や
ホームページ、 LI NE等で周知する と と も に、 健康教育等において、 がんの早期発見の重要性につい
て周知・ 啓発を 実施し た。

26, 274

2025 26, 958

3, 600

　 4月に「 けんし んカレ ンダー」 を 世帯配布し 、 5月よ り Webま たは電話によ る 予約受付を 実施し た。
検診前に対象者へ予約券・ 受診票を 通知し 、 各種がん検診（ 胃がん検診、 結核・ 肺がん検診、 大腸
がん検診、 口腔がん検診、 子宮がん検診、 乳がん検診） を実施し た。 実施にあたっ て、 世帯回覧や
ホームページ、 安全安心メ ール、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 等で周知する と と も に、 保健事業の場において、 がんの
早期発見の重要性について周知・ 啓発を実施し た。

23, 358

2026 29, 798

3, 524

○胃がん検診、 結核・ 肺がん検診、 大腸がん検診、 口腔がん検診、 子宮がん検診、 乳がん検診を 実
施する
〇乳がん検診マンモグラ フ ィ 検査において、 １ 方向撮影から ２ 方向撮影へ変更する （ 40歳代のみ）
4月に「 けんし んカレ ンダー」 を 世帯配布し 、 5月よ り Webま たは電話によ る 予約受付を 開始する 。 検
診前に対象者へ予約券・ 受診票を 通知し 、 各種がん検診を実施する 。 実施にあたっ て、 世帯回覧や
ホームページ、 LI NE等で周知する と と も に、 健康教育等において、 がんの早期発見の重要性につい
て周知・ 啓発を 実施し た。26, 274

予算事業 がん検診事業 担当課名 健康づく り 課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 がん検診の受診促進によ り 、 がんの早期発見と 正し い健康意識の普及啓発を図る 。 ま た、 精密検査対象
者には適切な医療につながる 受診勧奨を 実施する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 胃がん、 結核・ 肺がん、 子宮がん、 乳がん、 大腸がん、 口腔がんの各種がん検診を 集団検診及び個別検
診によ り 実施する 。
○対象者　 胃がん、 大腸がん、 口腔がん： 40歳以上
　 　 　 　 　 結核・ 肺がん： 18歳以上
　 　 　 　 　 子宮がん： 20歳以上の女性　 　 乳がん： 30歳以上の女性

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向
①　 自慢でき る 地域力を 高める

施策番号
７ 　 地域の皆がいつま でも 安心し て元気に暮ら せる ための
　 　 活動支援及び各種けんし んの充実

事業開始年度 1976年度

事　 　 業 がん検診事業 担当部・ 局名 健康福祉部
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2, 200

達成状況 Ａ

イ ンス タ グラ ムフ ォ ロ ワ ー数 人 2, 052/1, 900 2, 000 2, 100

達成状況 Ａ

2, 300

達成状況 Ａ

Ｘ フ ォ ロ ワ ー数 人 1, 902/1, 900 2, 100 2, 200

事業の
自己評価

　 近年、 イ ンタ ーネッ ト 環境が普及し ている こ と から 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 でも 「 広報ふっつ」 が閲覧でき る よ う
にし ている 。 ま た、 新聞購読世帯でない方にも 読んでも ら える よ う 、 郵送で配布する ほか市内商業施設など にも 据え置い
ている 。
　 市ホームページによ り 多く アク セス し ても ら える よ う 、 更なる 利便性の向上を目指すと と も に、 魅力的なホーム ページ
と する ため調査研究を行う 。 今後も よ り 積極的に情報を 発信する ため、 Facebook・ LI NE・ Ｘ ・ YouTube、 Ti kTokでの情報
配信を行う と と も に新たな情報発信媒体の調査を行う 。
　 観光情報については、 旅行ス タ イ ルが多様化し ており 、 ま た外国人旅行者も 増えている こ と から 、 観光客の動向やニー
ズの変化を見極めながら 情報の発信を行っ ていく 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

LI NE公式アカウ ント 友だち人数 人 10, 024/9, 600 10, 000 10, 300 10, 600

2027 13, 463

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっつ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

12, 519

2028 15, 495

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっつ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） の更新・ 増刷　 2, 500千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 551

2025 10, 077

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行） 5, 735千円
○広報ふっつ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 230千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

9, 133

2026 15, 470

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっつ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） の更新・ 増刷　 2, 475千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 526

予算事業
広報「 ふっ つ」 関係費、 市ホーム ページ管理事業、
観光総務関係費

担当課名
秘書広報課
商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 市政情報、 各種届出等の手続き 、 行事や催し 物、 観光及び地域の魅力等を 情報発信する こ と によ り 、 市
政の情報や事業・ サービ ス の透明性を 確保し 、 市民の利便性の向上、 地域への愛着の醸成を 図る と と も
に、 市内外への発信力強化を 目的と する 。 市内各地域の観光資源と なる 景観、 地場産品など の多彩な魅力
を 、 市の情報発信媒体によ り 発信・ 紹介する こ と によ り 、 住民が地域の魅力と し て再認識し 、 愛着の醸成
を 図る こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ 広報「 ふっつ」 の発行
　 ・ 発行日： 毎月1日　 　 ・ 発行部数： 13, 300部/月
　 ・ 配布方法： 新聞折込み、 郵送（ 個別配布） 、 商業店舗等に据置、 「 マチイ ロ 」
　 　 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○ 市ホームページ等の管理
　 ・ ホームページシス テムの更新、 保守管理　 ・ Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○ 観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 及び観光ガイ ド マッ プ（ フ ッ ツ アーポータ ブル） の定期的な見直し 及び観光
PR、 各種活動等における 活用
○ SNS等を活用し た観光資源の魅力発信

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ②　 地域の魅力をよ り 多く の人に伝える

施策番号
１ 　 地域の魅力を 再発見し 、 その魅力を 地域内外の人々に発信する
こ と によ る 地域への愛着の醸成

事業開始年度
1971年度
2013年度

事　 　 業
ふっ つの魅力発信事業（ 広報ふっ つ、 ホーム ページ、 フ ッ ツ アー
（ 観光ガイ ド ブッ ク ） 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等の活用） （ 再掲)

担当部・ 局名
総務部

建設経済部
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％ 90/90 90 90 90

事業の
自己評価

　 令和3年度に日本遺産「 候補地域」 認定後、 令和5年度ま での3年間で、 日本遺産認定に向けた各事業に取
り 組み、 令和5年度末に文化庁へ日本遺産認定申請を し たが、 「 候補地域継続」 と いう 結果であ っ た。 こ の
結果を 踏ま え、 令和6年度と 7年度に、 鋸南町と 地域事業者等で、 日本遺産ス ト ーリ ー、 ビ ジョ ン の見直し
を 図り 、 新たなス ト ーリ ー体験事業を 創出し たほか、 地域事業者が鋸山ス ト ーリ ーを 活用し ていく 体制等
を 構築し た。 こ れら を 踏ま え、 令和8年3月に再度、 日本遺産認定申請を 図る 予定である 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

自分の住んでいる 地域や富津市
が好き な子ど も の割合

達成状況 Ａ

2027 16, 000

0

地域が主体と なっ て財源確保でき る 体制の構築など
（ 総事業費約20, 000, 000円を 富津市・ 鋸南町で人口割合によ り 按分し て負担）
　 ※事業完了後、 協議会が国から 補助金の交付を 受け、 市に対し て負担金の返還あ り

16, 000

2028 16, 000

0

地域が主体と なっ て財源確保でき る 体制の構築など
（ 総事業費約20, 000, 000円を 富津市・ 鋸南町で人口割合によ り 按分し て負担）
　 ※事業完了後、 協議会が国から 補助金の交付を 受け、 市に対し て負担金の返還あ り

16, 000

2025 1, 500

0

日本遺産ス ト ーリ ーに沿っ たビ ジョ ン を 実現さ せる ための組織整備及び戦略立案など
○観光活性・ 長期安定化検討事業200, 000円　 ○鋸山マーケティ ン グ 調査事業1, 000, 000円　 ○
有償ガイ ド 育成事業500, 000円　 ○体験プロ グ ラ ム 構築事業100, 000円　 ○鋸山の高付加価値検
証事業500, 000円　 ○鋸山のPRイ ベン ト 事業300, 000円　 ○域内小中学校での普及啓発活動事業
300, 000円　 ○予備費100, 000円
　 （ 総計3, 000, 000円を 富津市・ 鋸南町で折半）1, 500

2026 1, 725

0

日本遺産ス ト ーリ ーに沿っ たビ ジョ ン を 実現さ せる ための組織整備及び戦略立案など
○観光活性・ 長期安定化検討事業200, 000円　 ○鋸山マーケティ ン グ 調査事業500, 000円　 ○有
償ガイ ド 育成事業300, 000円　 ○体験プロ グラ ム 構築事業300, 000円　 ○鋸山の高付加価値検証
事業500, 000円　 ○鋸山のPRイ ベン ト 事業400, 000円　 ○域内小中学校での普及啓発活動事業
200, 000円　 ○戦略立案事業500, 000円　 ○コ ース マッ プ製作事業400, 000円　 ○予備費150, 000
円
　 （ 総計3, 450, 000円を 富津市・ 鋸南町で折半）1, 725

予算事業
文化財保護関係費
（ 鋸山日本遺産候補地域活用推進協議会負担金）

担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 令和3年7月16日に日本遺産「 候補地域」 の認定を 受けた鋸山が、 日本遺産と し て認定さ れる こ と を
目指す。 鋸山を 舞台に展開し た、 歴史・ 芸術・ 文化の特色や魅力を 最大限に活用し ながら 地域を 活性
化さ せ、 郷土愛を 醸成さ せる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市・ 鋸南町共同で設立し た活用推進協議会と 地域の事業者等が一体と なっ て、 日本遺産認定に
向けた各種事業（ 組織整備、 戦略立案、 人材育成、 整備等） に取り 組む。
○観光活性・ 長期安定化検討事業　 ○鋸山マーケティ ン グ 調査事業　 ○有償ガイ ド 育成事業　 ○体験
プロ グラ ム 構築事業　 ○鋸山の高付加価値検証事業　 ○鋸山のPRイ ベン ト 事業　 ○構成文化財ガイ ド
刊行事業　 ○域内小中学校での普及啓発活動事業等
※日本遺産に認定さ れる と 、 翌年度から 国から の補助金交付あり

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ②　 地域の魅力を よ り 多く の人に伝える

施策番号
１ 　 地域の魅力を 再発見し 、 その魅力を 地域内外の人々に発

信する こ と によ る 地域への愛着の醸成
事業開始年度 2021年度

事　 　 業 鋸山日本遺産認定推進事業 担当部・ 局名 教育部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ②　 地域の魅力を よ り 多く の人に伝える

施策番号
１ 　 地域の魅力を 再発見し 、 その魅力を 地域内外の人々に発信する こ
と によ る 地域への愛着の醸成

事業開始年度 令和7年度

事　 　 業 内裏塚古墳群保存整備事業 担当部・ 局名 教育部

予算事業 内裏塚古墳群保存整備事業、 文化財保護関係費 担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

南関東最大規模の古墳群であ る 内裏塚古墳群が令和7年9月18日に国指定史跡と なっ た。 今後、 地域住
民や有識者等の意見を いただき ながら 、 古墳群の保存・ 活用の考え方や、 取組方針を 位置付けた「 史
跡 内裏塚古墳群保存活用計画」 を 策定し 、 貴重な遺産を 後世へ継承する と と も に、 教育普及や観光資
源と し て活用し ていく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○史跡内裏塚古墳群保存活用計画の策定
○内裏塚古墳群の公有地化
○市が所有する 史跡（ 古墳） の景観整備

年度別事業内容

2026 49, 229

41, 020

○内裏塚古墳群保存活用計画策定委員会報償費　 276, 000円
○内裏塚古墳群の土地買上げ 47, 339, 000円（ 国80％、 県6. 66％補助のため市6, 319, 000円）
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000
円
○古墳の里ふれあ い館の清掃委託 618, 000円

8, 209

2025 2, 005

0

○内裏塚古墳群保存活用計画策定委員会報償費　 275, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所）
1, 155, 000円
○古墳の里ふれあ い館の清掃委託 575, 000円

2, 005

2028 42, 950

35, 816

○内裏塚古墳群の土地買上げ 41, 336, 000円（ 国80％、 県6. 66％補助のため市5, 520, 000円）
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000
円
○古墳の里ふれあ い館の清掃委託 618, 000円

7, 134

2027 45, 709

36, 980

○内裏塚古墳群保存活用計画策定委員会報償費　 276, 000円
○内裏塚古墳群保存活用計画印刷費　 2, 300, 000円（ 国1, 000, 000円補助のため市1, 300, 000円）
○内裏塚古墳群の土地買上げ 41, 519, 000円（ 国80％、 県6. 66％補助のため市5, 539, 000円）
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000
円
○古墳の里ふれあ い館の清掃委託 618, 000円8, 729

事業の
自己評価

　 令和７ 年９ 月に地域住民や有識者から なる 「 史跡内裏塚古墳群保存活用計画策定委員会」 を 立ち上げ
た。 今後、 策定委員会で有識者の意見を いただく と と も に、 地域の保存団体と の連携を 強化し ていき 令和
９ 年度末ま でに本計画を 策定し ていく 。 ま た、 地権者の同意・ 理解を 得ながら 、 順次、 史跡の公有化を 図
り 、 将来的に古墳群の活用と 整備を 進めていく 必要があ る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

内裏塚古墳群の講座・ イ ベン ト 実
施数

達成状況 Ａ

回 4/4 5 5 7
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達成状況 2026年度に評価

旅行事業者へのPR活動 社 /50 50 50 50

Ａ

1

達成状況 2026年度に評価

達成状況 Ｂ

看板作成、 改修、 修繕件数 件 /1 1 1

事業の
自己評価

　 自分たちの暮ら し ている 土地に残る 貴重な文化財について理解し ても ら う ため、 出前講座（ 授業） 、 史跡案内を 活用し 普及
活動を する こ と で、 地元への愛着意識の高揚を 図る 。
　 富津埋立記念館では、 富津沖に栄える 漁業関係資料を 展示する こ と で、 現在の発展に至る 海苔漁業について、 伝統文化の継
承を図り 、 地域の魅力再発見によ る 地域への愛着につなげる 。
　 近年増加し ている イ ンバウ ンド を 含め、 国内外に向けて市内の史跡の観光利用に向けたPRを 積極的に実施する 。 ま た、 来訪
者の利便性向上に繋がる 環境整備を 行う と と も に、 SNS等を通じ た情報発信を行い、 更なる 観光誘客を図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

文化財来訪者数（ 案内人数）

埋立記念館利用者数 人 1, 748/2, 100 2, 200 2, 300 2, 400

人 650/600 700 700 800

達成状況

2027 6, 057

3, 157

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形文化
財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000円
○飯野陣屋の土塁樹木伐採（ 西辺部） 979, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 618, 000円
○各施設での展示、 市ホームページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○埋立記念館管理運営費（ 光熱水費、 消耗品費、 点検業務等） 3, 157, 000円
○富津公園内戦争遺構案内看板改修・ 維持管理（ 点検業務等）
〇国内及び国外旅行会社等への情報提供及びPR活動

2, 900

2028 5, 078

3, 157

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形文化
財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 618, 000円
○各施設での展示、 市ホームページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○埋立記念館管理運営費（ 光熱水費、 消耗品費、 点検業務等） 3, 157, 000円
○富津公園内戦争遺構案内看板改修・ 維持管理（ 点検業務等）
〇国内及び国外旅行会社等への情報提供及びPR活動

1, 921

2025 9, 630

4, 617

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形文化
財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○文化財マッ プの制作 281, 000円　 　 　 ○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 1, 155, 000円
○飯野陣屋の土塁樹木伐採（ 南辺部） 2, 695, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 575, 000円
○各施設での展示、 市ホームページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○埋立記念館管理運営費（ 光熱水費、 消耗品費、 点検業務等） 4, 617, 000円
○富津公園内戦争遺構案内看板維持管理（ 点検業務等） 　 　 〇国内及び国外旅行会社等への情報提供及びPR活動

5, 013

2026 6, 717

3, 157

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形文化
財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000円
○飯野陣屋の土塁樹木伐採（ 東辺部） 979, 000円   ○富津陣屋跡支障樹木伐採 660, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 618, 000円
○各施設での展示、 市ホームページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○埋立記念館管理運営費（ 光熱水費、 消耗品費、 点検業務等） 3, 157, 000円
○富津公園内戦争遺構案内看板改修・ 維持管理（ 点検業務等）
〇国内及び国外旅行会社等への情報提供及びPR活動

3, 560

目　 的
（ 何をどう し たいのか）

 市内の主要な史跡の環境整備を 実施する こ と によ り 、 市内外から の来訪者が安全に見学ができ 、 かつ理解を深める 場
をつく り だす。 史跡を 観光資源と し て、 ま た教育普及など に有効に活用する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○個人所有の史跡、 無形民俗文化財の維持管理のための助成
○市が所有する 史跡（ 古墳） の景観整備　 　 ○古墳の里ふれあい館の管理運営
○市内の文化財の周知普及活動　 　 　 ○出前講座（ 授業） を文化財や郷土史の普及に活用
○埋立記念館は、 漁に使用し た船や漁具の展示を通じ 、 郷土の歴史や産業の様子を 次世代に伝える 。
〇主要史跡の観光資源と し ての利用促進。
○富津公園内戦争遺構案内看板を 始めと し た史跡関連観光案内看板の設置・ 改修・ 維持管理

年度別事業内容

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容

一般財源

事　 　 業
史跡めぐ り や郷土史学習等の推進（ 出前講座の活用、 観光看板の整
備）

担当部・ 局名
教育部

建設経済部

予算事業
文化財保護関係費、 富津埋立記念館管理運営費、 その他観光施設管理
運営事業

担当課名
生涯学習課

公民館
商工観光課

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ②　 地域の魅力を よ り 多く の人に伝える

施策番号
１ 　 地域の魅力を 再発見し 、 その魅力を地域内外の人々に発信する こ と によ
る 地域への愛着の醸成

事業開始年度 1971年度

81



達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 アンケート 調査の分析結果等によ り 、 回を 重ねても 一定の受検者を 確保でき る よ う に問題案の更新、 新たな検定
区分の検討を行い継続し た事業展開を 行う 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

本検定を 通じ 市のこ と が好き に
なった人の割合（ ふっつ検定受
検者）

％ 80/80 80 80 80

2027 226

0

○問題案作成、 開催周知
○検定実施　 初級、 中級、 上級　 各級定員100人
  　 　 　 　 　 希望する 市内小中学校向け出張検定
○アンケート 調査の実施
○合格者へ認定証等贈呈
○アンケート 調査の分析

226

2028 226

0

○問題案作成、 開催周知
○検定実施　 初級、 中級、 上級　 各級定員100人
  　 　 　 　 　 希望する 市内小中学校向け出張検定
○アンケート 調査の実施
○合格者へ認定証等贈呈
○アンケート 調査の分析

226

2025 226

0

○問題案作成、 開催周知
○検定実施　 初級、 中級、 上級　 各級定員100人
○アンケート 調査の実施
○合格者へ認定証等贈呈
○アンケート 調査の分析

226

2026 226

0

○問題案作成、 開催周知
○検定実施　 初級、 中級、 上級　 各級定員100人
  　 　 　 　 　 希望する 市内小中学校向け出張検定
○アンケート 調査の実施
○合格者へ認定証等贈呈
○アンケート 調査の分析

226

予算事業 ふっ つ検定事業 担当課名 公民館

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 本検定受検に向け、 市民等が富津市の魅力や施策など について、 自主的に学習する こ と で富津市への誇り
や愛着の醸成を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○市民等を対象に子ど も から 大人ま で参加でき る よ う にする ため、 初級、 中級、 上級の各区分によ る 集合式
の試験を 実施する 。
　 ま た、 市内小中学生の受検機会を 拡充する ため、 希望する 学校向けに出張検定を 実施する 。
〇合格者に対し 、 認定証及び記念品を贈呈する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ２ 　 自分のく ら す地域を 好き になる
基本的な

施策の方向 ②　 地域の魅力を よ り 多く の人に伝える

施策番号
１ 　 地域の魅力を 再発見し 、 その魅力を地域内外の人々に発信する
こ と によ る 地域への愛着の醸成

事業開始年度 2024年度

事　 　 業 ふっ つ検定事業 担当部・ 局名 教育部
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件 0/3 3 3 3

事業の
自己評価

　 千葉県において同等の補助を 受ける こ と ができ る 制度が施行さ れ、 重複利用はでき ないこ と から 、 本市
で実施する 必要性について検討を 要する 。

  千葉県において同等の補助を 受ける こ と ができ る 制度が施行さ れたこ と から 、 本市で実施する 必要性に
ついては検討を 要する が、 若年者の市内就職促進及び経済的負担軽減の観点から 、 継続し て制度の周知を
図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

補助金交付件数

達成状況 Ｄ

2027 300

300

○チラ シの配布、 市HPや広報紙のほか、 必要に応じ て説明に出向く など 、 補助制度を 広く 周知
する 。
○補助金
　 市内に事業所を 有する 中小企業、 法人、 個人事業主等で、 従業員（ 30歳未満、 令和６ 年４ 月
以降に正規雇用し た者） に対し 、 奨学金返還支援制度を 設けている こ と を 条件と し て、 従業員
の奨学金返還支援に要し た額の1/2を 補助。
　 １ 事業者最大300, 000円0

2028 300

300

○チラ シの配布、 市HPや広報紙のほか、 必要に応じ て説明に出向く など 、 補助制度を 広く 周知
する 。
○補助金
　 市内に事業所を 有する 中小企業、 法人、 個人事業主等で、 従業員（ 30歳未満、 令和６ 年４ 月
以降に正規雇用し た者） に対し 、 奨学金返還支援制度を 設けている こ と を 条件と し て、 従業員
の奨学金返還支援に要し た額の1/2を 補助。
　 １ 事業者最大300, 000円0

2025 900

900

○チラ シの配布、 市HPや広報紙のほか、 説明に出向く など 、 補助制度を 広く 周知し た。
○補助金
　 市内に事業所を 有する 中小企業、 法人、 個人事業主等で、 従業員（ 30歳未満、 令和６ 年４ 月
以降に正規雇用し た者） に対し 、 奨学金返還支援制度を 設けている こ と を 条件と し て、 従業員
の奨学金返還支援に要し た額の1/2を 補助。
　 １ 事業者最大300, 000円×３ 事業者＝900, 000円

0

2026 300

300

○チラ シの配布、 市HPや広報紙のほか、 必要に応じ て説明に出向く など 、 補助制度を 広く 周知
する 。
○補助金
　 市内に事業所を 有する 中小企業、 法人、 個人事業主等で、 従業員（ 30歳未満、 令和６ 年４ 月
以降に正規雇用し た者） に対し 、 奨学金返還支援制度を 設けている こ と を 条件と し て、 従業員
の奨学金返還支援に要し た額の1/2を 補助。
　 １ 事業者最大300, 000円0

予算事業 奨学金返還支援事業 担当課名 教育総務課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 奨学金返済者の経済的負担を 軽減する と と も に、 市内中小企業者等の人材確保と 若年者の市内中小
企業等への就職促進を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○中小企業等が従業員に対し て実施する 奨学金の返還支援に要する 経費に対し 、 補助金を 交付する 。
○既に返還支援を 実施し ている 中小企業等を 支援する と と も に、 広く 周知する こ と で、 新たに従業員
への返還支援の取組を 実施する 企業等の増加を 促進する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ①　 働く "場"を つく る

施策番号
１ 　 雇用ニーズの把握、 市内雇用の創出の促進、 創業のため
の環境整備

事業開始年度 2024年度

事　 　 業 奨学金返還支援補助金 担当部・ 局名 教育部

85



2

達成状況 Ｄ

創業者融資貸付件数 件 0/2 2 2

達成状況 Ａ

50

達成状況 Ｃ

創業支援セミ ナー延参加者数 人 90/50 50 50

事業の
自己評価

　 創業支援等事業計画の推進について、 商工会、 信用保証協会や関係機関と 連携し 、 創業希望者や創業者に対
し 、 創業支援セミ ナーや創業相談窓口によ る 起業喚起、 専門家によ る 助言、 支援を 通じ て継続的なサポート を 行
う 。
　 創業者への制度融資の貸付については、 金融機関、 信用保証協会と 連携し 、 資金調達が円滑に行える よ う 支援
を 行う 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

創業者数（ 創業支援等事業計
画）

件 5/9 9 9 9

2027 80, 559

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ン ス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
〇あ なたのチャ レ ン ジサポート ！創業支援等事業補助金

10, 559

2028 80, 559

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ン ス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付金事業預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
〇あ なたのチャ レ ン ジサポート ！創業支援等事業補助金

10, 559

2025 77, 519

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ン ス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金

7, 519

2026 80, 559

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ン ス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
〇あ なたのチャ レ ン ジサポート ！創業支援等事業補助金

10, 559

予算事業 中小企業資金融資対策事業・ 商工振興関係費 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 創業者へのサポート を 行う こ と で、 地域での雇用を 促進する と と も に、 地域経済の活性化を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○国の認定を 受けた創業支援等事業計画に基づき 、 創業相談に対応する ための「 ワ ン ス ト ッ プ相談窓
口」 、 「 創業相談窓口」 を 設置する と と も に、 創業者の知識向上のために、 富津市商工会や千葉県信用保
証協会と 連携し た｢創業支援セミ ナー｣、 「 創業ス ク ール｣を 開催する 。
○市の制度融資の活用によ り 、 事業に要する 資金の調達が困難な創業者に対し 、 金融機関から の資金融資
を 円滑にする と と も に、 当該融資の利子補給を 行う 。
〇市内で創業等を 考えている 事業者等に対し 、 創業等する 前から サポート を 行う こ と によ り ス ム ーズな事
業開始を 応援する ため「 あなたのチャ レ ン ジサポート ！創業支援等事業補助金」 を 交付する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向
①　 働く "場"を つく る

施策番号
１ 　 雇用ニーズの把握、 市内雇用の創出の促進、
　 　 創業のための環境整備

事業開始年度
2005年度
1981年度

事　 　 業 創業支援事業 担当部・ 局名 建設経済部
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15

達成状況 Ｃ

事業承継セミ ナー参加者数 人 8/15 15 15

達成状況 Ｄ

1, 549

達成状況 Ｃ

経営指導員によ る 相談指導件数 件 750/1, 549 1, 549 1, 549

事業の
自己評価

　 7億円の融資枠を確保し た融資制度によ り 、 中小企業者の融資に対し 経営安定に寄与する こ と が出来ている 。 今
後も 事業を継続する と と も に、 融資状況を見ながら 融資条件や融資枠の検討を行う 。
　 商工会の経営指導員等によ る 経営指導及び相談については、 市内中小企業の事業継続のため必要不可欠である
こ と から 、 引き 続き 補助金の支出によ り 支援し ていく 。
　 包括連携協定を活用し 事業承継セミ ナーを行い、 ま た関係機関が実施する 各種セミ ナーの周知を図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

中小企業資金融資貸付件数 件 21/39 39 39 39

2027 90, 620

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金

20, 620

2028 90, 620

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金20, 620

2025 87, 974

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○中小企業緊急融資信用保証料及び利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催17, 974

2026 90, 620

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金20, 620

予算事業 商工振興関係費 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 地域の中小企業の経営安定と 一層の地域商工業振興の推進及び事業者が積極的な事業展開が出来る よ う 、
商工業の健全な育成を図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○事業に要する 資金の調達が困難な中小企業者に対し 、 金融機関から の資金融資を円滑にする と と も に、 当
該融資の利子補給を行う 。
○富津市商工会が小規模商工業者のために行う 経営改善普及事業等の支援に要する 経費に対し 補助金を交付
する 。
〇事業者への事業承継に係る 課題解決に向けた情報提供や事業承継への計画的な準備の重要性について、 包
括連携協定を活用し た事業承継セミ ナーを行う 。
○千葉県産業振興センタ ー等が実施する 各種セミ ナーの周知を図る 。
〇市内で創業等を考えている 事業者等に対し 、 創業等する 前から サポート を行う こ と によ り ス ムーズな事業
開始を応援する ため「 あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金」 を交付する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を創る
基本的な

施策の方向 ①　 働く "場"をつく る

施策番号
１ 　 雇用ニーズの把握、 市内雇用の創出の促進、
　 　 創業のための環境整備

事業開始年度 1981年度

事　 　 業 商工振興事業 担当部・ 局名 建設経済部
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件 - 1 - -

事業の
自己評価

　 市が所有する 未利用財産の処分・ 有効活用を 図り 、 地域の特性を 生かし た企業誘致を 行う こ と で、 財源
の確保だけでなく 、 雇用の創出、 地域の活性化など 様々な効果が期待でき る 。
　 未利用地は、 土地の形状、 面積の大小、 法規制、 周辺環境など 様々な制約があ り 、 その土地の市場性や
規制など の情報を 整理する 必要があ る 。
　 ま た、 浅間山運動公園周辺市有地など 、 公募を 実施し たが利活用に結びついていない土地について、 公
募の手法の検討や募集要項の精査を 行い、 改めて利活用を 図っ ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

未利用地の活用実績
（ 長期貸付・ 売買等）

達成状況 2026年度に評価

2027 4, 898

0
○未利用地についての市場性等の調査及び情報整理。
○公募に向けた方法の検討及び要項等の精査。
○千葉県など の関係機関への情報収集等。
○必要に応じ て測量、 登記業務及び不動産鑑定評価の実施。
○企業誘致奨励制度の周知（ 市ホ ーム ページ）4, 898

2028 4, 898

0

○未利用地についての市場性等の調査及び情報整理。
○公募に向けた方法の検討及び要項等の精査。
○千葉県など の関係機関への情報収集等。
○必要に応じ て測量、 登記業務及び不動産鑑定評価の実施。
○企業誘致奨励制度の周知（ 市ホ ーム ページ）4, 898

2025 1, 885

0
○未利用地についての市場性等の調査及び情報整理。
○公募に向けた方法の検討及び要項等の精査。
○千葉県など の関係機関への情報収集等。
○必要に応じ て測量、 登記業務及び不動産鑑定評価の実施。
○企業誘致奨励制度の周知（ 市ホ ーム ページ）1, 885

2026 4, 898

0

○未利用地についての市場性等の調査及び情報整理。
○公募に向けた方法の検討及び要項等の精査。
○千葉県など の関係機関への情報収集等。
○利活用に向けた公募の実施（ 浅間山運動公園周辺市有地）
○必要に応じ て測量、 登記業務及び不動産鑑定評価の実施。
○企業誘致奨励制度の周知（ 市ホ ーム ページ）4, 898

予算事業 その他の管理費 担当課名
財政課

商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市が所有する 未利用財産の処分・ 有効活用を 図り 、 売却又は長期貸付収入を 確保し つつ、 未利用地
へ企業を 誘致する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

・ 未利用地に係る 市場性や活用の可能性を 整理。
・ 必要に応じ て測量、 登記業務及び不動産鑑定評価の実施。
・ 公募型プロ ポーザル方式や一般競争入札等の手法によ り 売却又は長期貸付を 行い、 企業等の誘致を
図る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ①　 働く "場"を つく る

施策番号
１ 　 雇用のニーズの把握、 市内雇用の創出の促進、 創業のた
めの環境整備

事業開始年度 2015年度

事　 　 業 未利用地を 活用し た企業誘致 担当部・ 局名
総務部

建設経済部
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億円 2. 5/2. 5 2. 5 2. 5 2. 5

事業の
自己評価

　 近年、 本市への寄附額は減少傾向にあ っ たが、 返礼品の拡充や新たなポータ ルサイ ト の追加など 、 寄附
額の増加に向けた取組の成果も あ り 、 2025年度は前年度の寄附額を 上回る 見込みである 。 し かし ながら 、
2025年10月から の寄附によ る ポイ ン ト 付与廃止など 、 ふる さ と 納税制度を 取り 巻く 環境は年々変化し てい
る こ と から 、 当該制度を 適正に運用し 、 一人でも 多く の方に応援し ても ら える よ う 寄附者のニーズの把握
や返礼品の充実を 図っ ていく 必要がある 。 ま た、 企業版ふる さ と 納税についても 、 引き 続き 積極的に寄附
を 募っ ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

ふる さ と ふっ つ応援寄附金額
（ 企業版ふる さ と 納税含む）

達成状況 Ａ

2027 148, 834

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

148, 834

2028 148, 834

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

148, 834

2025 138, 727

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

138, 727

2026 148, 834

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

148, 834

予算事業 ふる さ と ふっ つ応援寄附関係費 担当課名 企画課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

○ふる さ と 納税制度を 本市の特産品のブラ ン ド 力を 高める 大き なチャ ン ス と 捉え、 返礼品の充実・ 拡
大を 図る と と も に、 生産者の想いやこ だわり を 全国へ発信し 、 本市への寄附を 促進する 。
○総合戦略に基づく 事業を 民間資金を 活用し て、 積極的に実施し ていく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ホ ーム ページ及びふる さ と 納税ポータ ルサイ ト 等を 通じ て市の魅力を 全国に発信し 、 寄附を 募集す
る と と も に、 寄附者の情報を 管理し 、 返礼品を 発送する 。
○市内事業者等と 連携し 、 魅力的な返礼品の充実を 図り 、 ポータ ルサイ ト 等によ り 積極的にPRを 行
う 。
○本市と 関連のある 企業から のふる さ と 納税を 積極的に募っ ていく 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
１ 　 農協、 漁協、 商工会、 観光協会、 郵便局、 近隣自治体等
と 連携し た、 地場産品の販路拡大やブラ ン ド 化の促進

事業開始年度 2014年度

事　 　 業 ふる さ と ふっ つ応援寄附 担当部・ 局名 企画政策部
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件 0/1 1 1 1

事業の
自己評価

　 2019年度、 2021年度及び2022年度に1件ずつの事業活用があ っ た。 その他、 事業の活用に関し て相談を 随
時受け付けている 。
　 2025年度から ふる さ と 納税の出品者が集ま る 会議で補助金の説明を 行っ たと こ ろ 問合せがあっ た。
　 引き 続き 有効活用し ても ら う よ う 事業の周知に力を 入れる と と も に、 よ り 取り 組みやすく なる よ う 補助
制度の見直し についても 検討し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

特産品開発調査・ 研究事業の活用

達成状況 Ｄ

2027 300

0

○制度周知・ 募集　 広報ふっ つに掲載する ほか、 各団体への周知を 図る 。
○特産品開発調査・ 研究事業補助金　 600, 000円×1/2×1件＝300, 000円

300

2028 300

0

○制度周知・ 募集　 広報ふっ つに掲載する ほか、 各団体への周知を 図る 。
○特産品開発調査・ 研究事業補助金　 600, 000円×1/2×1件＝300, 000円

300

2025 300

0

○制度周知・ 募集　 広報ふっ つに掲載する ほか、 各団体への周知を 図る 。
○特産品開発調査・ 研究事業補助金　 600, 000円×1/2×1件＝300, 000円

300

2026 300

0

○制度周知・ 募集　 広報ふっ つに掲載する ほか、 各団体への周知を 図る 。
○特産品開発調査・ 研究事業補助金　 600, 000円×1/2×1件＝300, 000円

300

予算事業 特産品開発調査・ 研究事業補助金 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 本市において生産さ れる 農林水産物及び技術等を 活用し 、 市の産業、 観光の発展に寄与する よ う な
特産品開発の調査及び研究事業を 行い、 消費、 販売拡大を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 本市の地場産業の振興及び地域の活性化を 図る ため、 個人又は団体が行う 市の特産品を 開発する た
めの調査・ 研究事業に要する 経費に対し 、 当該個人又は団体に対し 補助金を 交付する 。
　 ・ 補助率： 補助対象事業費の1/2以内（ 補助限度額　 300, 000円/件）

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
１ 　 農協、 漁協、 商工会、 観光協会、 郵便局、 近隣自治体等

と 連携し た地場産品の販路拡大やブラ ン ド 化の促進
事業開始年度 1986年度

事　 　 業 特産品開発調査・ 研究事業 担当部・ 局名 建設経済部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
１ 　 農協、 漁協、 商工会、 観光協会、 郵便局、 近隣自治体等
と 連携し た地場産品の販路拡大やブラ ン ド 化の促進

事業開始年度 2023年度

事　 　 業 道の駅整備検討事業 担当部・ 局名 企画政策部

予算事業 道の駅整備検討事業 担当課名 政策推進課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 集客施設「 道の駅」 を 設置し 、 富津市を Ｐ Ｒ する 拠点を 整備する こ と で、 本市への来訪促進及び
「 にぎわいの場」 の創出に寄与し 、 地域を はじ め市内各種産業の活性化に向けた取組を 支援する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 道の駅の設置に向け、 候補地の選定や施設の整備内容、 管理運営の事業手法について調査検討を 行
う 。

年度別事業内容

2026 1, 555

0 ○道の駅整備検討委員会の運営
　 ・ 委員報償費等　 　 　 　 　 　 　 　 708千円
　 ・ 委員会運営支援業務委託料　 　 847千円

1, 555

2025 993

0 ○道の駅整備検討委員会の設置・ 運営
　 ・ 委員報償費等　 　 　 　 　 　 　 　 498千円
　 ・ 委員会運営支援業務委託料　 　 495千円

993

2027 未

未

○道の駅整備検討委員会の運営
　 ・ 委員報償費等
　 ・ 委員会運営支援業務委託料

○（ 仮称） 道の駅基本計画の策定（ 予定）
　 ・ 計画策定業務委託料

○用地取得・ 測量（ 予定）

○整備運営事業者の公募・ 選定（ 予定）

未

2028 未

未

未

事業の
自己評価

　 道の駅の設置に必要な事項を 検討する ため、 学識経験者や有識者等で構成する 「 富津市道の駅整備検討
委員会」 を 設置し た。
　 2032（ R14） 年度の開業を 目指し 、 計画的に事業を 進めていく う えで最優先事項と なる 設置予定地の選定
を はじ め、 「 富津市道の駅基本方針」 に示し た内容の具体化に向け事業を 推進し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

―

達成状況 － － － －

－ － － － －
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人 3/1 1 1 1

事業の
自己評価

　 新規就農者への支援によ り 、 次世代の農業の担い手の確保・ 育成に貢献する 。
　 本市の農業の現状は、 農業従事者の高齢化、 農家数の減少、 担い手不足など の諸問題を 抱えている こ と
から 、 今後も 意欲のある 農業者を 育成し 、 効率的・ 安定的な農業経営の実現に向けた経営改善を 支援する
と と も に、 新たな担い手を 確保する 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

新規就農者の認定数

達成状況 Ａ

2027 4, 950

4, 950

○制度周知
○営農指導　 収納状況確認（ 現地調査を 含む）
　 ・ 経営開始資金　 　 　 　 　 　 対象者　 3人（ う ち新規1人）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交付額　 1, 650, 000円×3人＝4, 950, 000円

0

2028 4, 950

4, 950

○制度周知
○営農指導　 収納状況確認（ 現地調査を 含む）
　 ・ 経営開始資金　 　 　 　 　 　 対象者　 3人（ う ち新規2人）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交付額　 1, 650, 000円×3人＝4, 950, 000円

0

2025 6, 300

6, 300

○制度周知
○営農指導　 収納状況確認（ 現地調査を 含む）
　 ・ 農業次世代人材投資資金　 対象者　 2人（ 夫婦型1組）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交付額　 1, 800, 000円×1組＝1, 800, 000円
　 ・ 経営開始資金　 　 　 　 　 　 対象者　 3人（ う ち新規2人）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交付額　 1, 500, 000円×3人＝4, 500, 000円0

2026 5, 850

5, 850

○制度周知
○営農指導　 収納状況確認（ 現地調査を 含む）
　 ・ 農業次世代人材投資資金　 対象者　 2人（ 夫婦型1組）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交付額　 900, 000円×1組＝900, 000円［ 半年間］
　 ・ 経営開始資金　 　 　 　 　 　 対象者　 3人（ 継続）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交付額　 1, 650, 000円×3人＝4, 950, 000円0

予算事業 農業次世代人材投資事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 農業を 始めて間も ない時期の青年就農者へ資金を 交付する こ と によ り 、 高齢化や後継者不足、 耕作
放棄地の増加など 「 人と 農地の問題」 の解決を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 経営の不安定な就農初期段階の青年就農者に対し 、 経営開始資金（ 農業次世代人材投資資金） を 交
付し 、 担い手の育成・ 確保を 図り 、 効率的・ 安定的な農業の確立を 図る 。
交付額： 1, 500, 000円/人・ 年間【 限度額】 、 2, 250, 000円/組・ 年間（ 夫婦型） 【 限度額】
※2026年度から 1, 650, 000円/人・ 年間【 限度額】 、 2, 475, 000円/組・ 年間（ 夫婦型） に増額
　 令和3年度採択者には農業次世代人材投資資金（ 最長5年間） を 、 令和4年度以降採択者には経営開始
資金（ 最長3年間） を それぞれ交付する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号 ２ 　 新規就農者、 農業経営の法人化等多様な担い手の育成 事業開始年度 2013年度

事　 　 業 経営開始資金（ 農業次世代人材投資事業） 担当部・ 局名 建設経済部
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ha 12. 1/12 15 18 20

事業の
自己評価

　 こ れま では「 人・ 農地プラ ン 」 を 実質化し た地域において農地集積が進んでき ていたが、 2023年度から
は「 地域計画」 に移行し たため、 地域計画の策定及び見直し の話し 合いにおいて、 目標地図に位置付けら
れた者への農地集積を 推進し 、 農地の有効活用や農業経営の効率化を 図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

農地の集積面積

（ 1ha＝100a） 達成状況 Ａ

2027 －

－

　 策定し た地域計画の見直し 等の場を 活用し 、 各地域に対し て農地中間管理機構を 活用し た事
業説明を 行い、 担い手への農地の集積を 図る 。
　 地域の中での話し 合い等によ り 、 集積がま と ま る 地域は次年度の地域集積協力金の予算要求
を 行う 。

－

2028 －

－

　 策定し た地域計画の見直し 等の場を 活用し 、 各地域に対し て農地中間管理機構を 活用し た事
業説明を 行い、 担い手への農地の集積を 図る 。
　 地域の中での話し 合い等によ り 、 集積がま と ま る 地域は次年度の地域集積協力金の予算要求
を 行う 。

－

2025 －

－

　 策定し た地域計画の見直し 等の場を 活用し 、 各地域に対し て農地中間管理機構を 活用し た事
業説明を 行い、 担い手への農地の集積を 図る 。
　 地域の中での話し 合い等によ り 、 集積がま と ま る 地域は次年度の地域集積協力金の予算要求
を 行う 。

－

2026 －

－

　 策定し た地域計画の見直し 等の場を 活用し 、 各地域に対し て農地中間管理機構を 活用し た事
業説明を 行い、 担い手への農地の集積を 図る 。
　 地域の中での話し 合い等によ り 、 集積がま と ま る 地域は次年度の地域集積協力金の予算要求
を 行う 。

－

予算事業 農地中間管理事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 農地中間管理機構に対し 農地を 貸し 付けた地域等を 支援する こ と によ り 、 機構を 活用し た担い手へ
の農地集積・ 集約化（ 規模拡大や経営のう ちの分散錯圃の解消等） を 加速する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 農地所有者が農地中間管理機構（ 千葉県園芸協会） へ農地を 貸し 付け、 その農地を 農地中間管理機
構が担い手と なる 農業者へ貸し 付ける こ と によ り 、 農地の有効利用や農業経営の効率化を 図る 。
○地域集積協力金
　 地域計画の区域の交付対象農地のう ち10％以上が新たに担い手に集積さ れる こ と 等の要求を 満たし
た地域に対し て交付。
　 ※地域集積協力金の交付対象外の地域についても 、 引き 続き 農地集積を 推進する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号 ３ 　 耕作放棄地の発生防止、 解消 事業開始年度 2014年度

事　 　 業 農地中間管理事業 担当部・ 局名 建設経済部
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団体 13/13 13 13 13

事業の
自己評価

　 農業・ 農村における 高齢化及び担い手不足の問題が深刻化し ている 中で、 農地のも つ様々な機能（ 多面的機
能） を 適切に維持管理し ていく 必要がある ため、 現在活動し ている 団体に対する 支援及び指導に力を 入れる と
と も に、 地域に事業説明を 行い、 新規活動団体の掘り 起こ し を 行っ ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

活動団体数

達成状況 Ａ

2027 21, 751

16, 467

○多面的機能支払関係（ 旅費　 11千円、 消耗品費　 113千円、 確認調査業務委託　 497千円）
○農地維持支払交付金　 9, 483千円
　 交付地区　 13地区、 対象農用地　 32, 914a（ 田　 28, 999a、 畑　 3, 915a、 草地　 0a）
○資源向上支払交付金　 11, 647千円
　 ・ 共同活動　 12地区　 対象農用地　 31, 687a（ 田　 27, 876a、 畑　 3, 811a、 草地　 0a）
　 ・ 長寿命化　  6地区　 対象農用地　 20, 477a（ 田　 18, 551a、 畑　 1, 926a、 草地　 0a）

5, 284

2028 21, 751

16, 467

○多面的機能支払関係（ 旅費　 11千円、 消耗品費　 113千円、 確認調査業務委託　 497千円）
○農地維持支払交付金　 9, 483千円
　 交付地区　 13地区、 対象農用地　 32, 914a（ 田　 28, 999a、 畑　 3, 915a、 草地　 0a）
○資源向上支払交付金　 11, 647千円
　 ・ 共同活動　 12地区　 対象農用地　 31, 687a（ 田　 27, 876a、 畑　 3, 811a、 草地　 0a）
　 ・ 長寿命化　  6地区　 対象農用地　 20, 477a（ 田　 18, 551a、 畑　 1, 926a、 草地　 0a）

5, 284

2025 21, 354

16, 184

○多面的機能支払関係（ 旅費　 11千円、 消耗品費　 113千円、 確認調査業務委託　 557千円）
○農地維持支払交付金　 9, 483千円
　 交付地区　 13地区、 対象農用地　 32, 914a（ 田　 28, 999a、 畑　 3, 915a、 草地　 0a）
○資源向上支払交付金　 11, 190千円
　 ・ 共同活動　 12地区　 対象農用地　 31, 687a（ 田　 27, 876a、 畑　 3, 811a、 草地　 0a）
　 ・ 長寿命化　  6地区　 対象農用地　 20, 477a（ 田　 18, 551a、 畑　 1, 926a、 草地　 0a）

5, 170

2026 21, 751

16, 467

○多面的機能支払関係（ 旅費　 11千円、 消耗品費　 113千円、 確認調査業務委託　 497千円）
○農地維持支払交付金　 9, 483千円
　 交付地区　 13地区、 対象農用地　 32, 914a（ 田　 28, 999a、 畑　 3, 915a、 草地　 0a）
○資源向上支払交付金　 11, 647千円
　 ・ 共同活動　 12地区　 対象農用地　 31, 687a（ 田　 27, 876a、 畑　 3, 811a、 草地　 0a）
　 ・ 長寿命化　  6地区　 対象農用地　 20, 477a（ 田　 18, 551a、 畑　 1, 926a、 草地　 0a）

5, 284

予算事業 多面的機能支払交付金事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 農業・ 農村の有する 多面的機能の維持・ 発揮を 図る ための地域の共同活動に係る 支援を 行い、 地域資
源の適切な保全管理を 推進し 、 こ れによ り 、 農業・ 農村の有する 多面的機能が今後と も 適切に維持・ 発
揮さ れる と と も に、 担い手農家への農地集積と いう 構造改革を 後押し する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○多面的機能支払関係・ ・ ・ 交付金事業を 行う ために必要な資料作成及び確認事務を 委託する 。
　 （ 国費10/10） ・ 図面作成業務委託、 現地確認調査業務委託、 消耗品費
○農地維持支払交付金・ ・ ・ 多面的機能を 支える 共同活動の支援。 （ 農地法面の草刈り 、
　 水路の泥上げ、 農道の路面維持等の基本的保全活動） （ 国費1/2、 県費1/4、 市費1/4）
　 ・ 交付単価　 田3, 000円/10a、 畑2, 000円/10a、 草地250円/10a（ ※条件によ る 補正あり ）
○資源向上支払交付金・ ・ ・ 地域資源（ 農地、 水路、 農道等） の質的向上を 図る 共同活動
　 の支援、 水路、 農道、 ため池の軽微な補修、 施設の長寿命化のための活動（ 国費1/2、 県
　 費1/4、 市費1/4）
　 ・ 交付単価（ 共同活動） 　 田2, 400円/10a、 畑1, 440円/10a、 草地240円/10a（ ※条件によ
　 　 る 補正あり ）
　 ・ 交付単価（ 長寿命化） 　 田4, 400円/10a、 畑2, 000円/10a、 草地400円/10a（ ※条件によ
　 　 る 補正あり ）

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を 盛んにする

施策番号 ３ 　 耕作放棄地の発生防止、 解消 事業開始年度 2007年度

事　 　 業 農村の多面的機能の維持 担当部・ 局名 建設経済部
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千円 /13, 473 13, 473 13, 473 13, 473

事業の
自己評価

　 有害鳥獣対策については、 農地周辺における 農作物被害対策と 人の居住する 生活圏周辺における 被害対
策を 総合的に実施し し ていく 必要がある 。
　 市民の一人ひと り に市内で有害獣が身近に出没し ている こ と を 認識し ても ら う と と も に、 対策手法につ
いての理解を 深め、 地域住民、 捕獲従事者など の関係機関、 公的機関が連携し た獣害に強い地域づく り を
推進し 、 被害を 軽減し ていく こ と が必要である 。
　 成果指標については、 農作目被害状況調査結果（ 農作物被害金額） 」 と し た。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

農作物被害状況調査結果（ 農作物被害
金額） ※ 各年度で計上し ている 数値は
該当項目の前年度の金額

達成状況 2026年度に評価

2027 167, 572

134, 154  ○ 有害鳥獣捕獲事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に業務を 委託し 、 捕獲など を 行う 。
 ○ 有害獣被害防止対策事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に対し 、 捕獲機材及び被害防止施設の導
  　 入並びに捕獲に係る 経費の支援を 行う 。 専門家にアド バイ ザー業務を 委託し 、 専門家によ る 支援
　 　 を 受けながら 地域における 獣  害対策に関する 体制づく り の推進を 図る 。

33, 418

2028 167, 572

134, 154  ○ 有害鳥獣捕獲事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に業務を 委託し 、 捕獲など を 行う 。
 ○ 有害獣被害防止対策事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に対し 、 捕獲機材及び被害防止施設の導
  　 入並びに捕獲に係る 経費の支援を 行う 。 専門家にアド バイ ザー業務を 委託し 、 専門家によ る 支援
　 　 を 受けながら 地域における 獣  害対策に関する 体制づく り の推進を 図る 。

33, 418

2025 155, 536

108, 399
 ○ 有害鳥獣捕獲事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に業務を 委託し 、 捕獲など を 行う 。
 ○ 有害獣被害防止対策事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に対し 、 捕獲機材及び被害防止施設の導
  　 入並びに捕獲に係る 経費の支援を 行う 。 専門家にアド バイ ザー業務を 委託し 、 専門家によ る 支援
　 　 を 受けながら 地域における 獣  害対策に関する 体制づく り の推進を 図る 。

47, 137

2026 167, 572

134, 154
 ○ 有害鳥獣捕獲事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に業務を 委託し 、 捕獲など を 行う 。
 ○ 有害獣被害防止対策事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に対し 、 捕獲機材及び被害防止施設の導
  　 入並びに捕獲に係る 経費の支援を 行う 。 専門家にアド バイ ザー業務を 委託し 、 専門家によ る 支援
　 　 を 受けながら 地域における 獣  害対策に関する 体制づく り の推進を 図る 。

33, 418

予算事業 農作物被害対策事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

○ 有害鳥獣捕獲事業 … 富津市有害鳥獣対策協議会に業務を 委託し 、 捕獲など を 行う 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

富津市有害鳥獣対策協議会と 連携し 、 被害防除・ 捕獲・ 生息環境整備に係る 総合的な支援を 実施す
る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号 ３ 　 耕作放棄地の発生防止、 解消 事業開始年度 2003年度

事　 　 業 農作物被害対策事業 担当部・ 局名 建設経済部
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枚 /1, 001, 958 1, 001, 958 1, 001, 958 1, 001, 958

事業の
自己評価

　 ノ リ 養殖に必要な共同利用施設の整備を 支援する こ と で、 操業の効率化や経費軽減、 生産枚数及び価格
の向上、 一経営体当たり のノ リ 生産枚数の増加を 図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

1経営体当たり の海苔生産枚数

達成状況 2026年度に評価

2027 2, 540

2, 200

〇東京湾漁業総合対策事業（ 共同利用施設設置事業）
食害防止ネッ ト 設置　 1, 100, 000円
〇東京湾漁業総合対策事業（ 海難予防施設設置事業）
海難予防施設設置　  1, 440, 000円

340

2028 2, 540

2, 200

〇東京湾漁業総合対策事業（ 共同利用施設設置事業）
食害防止ネッ ト 設置　 1, 100, 000円
〇東京湾漁業総合対策事業（ 海難予防施設設置事業）
海難予防施設設置　  1, 440, 000円

340

2025 2, 401

2, 074

〇東京湾漁業総合対策事業（ 共同利用施設設置事業）
食害防止ネッ ト 設置　 961, 000円
〇東京湾漁業総合対策事業（ 海難予防施設設置事業）
海難予防施設設置　  1, 440, 000円

327

2026 3, 920

3, 323

〇東京湾漁業総合対策事業（ 共同利用施設設置事業）
食害防止ネッ ト 設置　 734, 000円
〇東京湾漁業総合対策事業（ 海難予防施設設置事業）
海難予防施設設置　  3, 186, 000円

597

予算事業 東京湾漁業総合対策事業（ 共同利用施設設置事業等） 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 ノ リ 養殖の不作の原因と し て、 ク ロ ダイ など によ る 食害があげら れ、 それを 防ぐ ためにネッ ト 設置
が推奨さ れている 。 ノ リ 養殖経営体が必要な食害防止ネッ ト 等を 共同利用する と によ り 、 経費軽減や
海苔生産枚数の増加を 図る 。 さ ら に、 ノ リ 養殖場及び定置網漁場に標識灯を 設置する こ と によ り 、 船
舶侵入によ る 施設被害及び生産被害が防止さ れる こ と から 、 漁業経営の安定向上を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○共同利用施設設置事業： 水塊・ 食害防止ネッ ト 設置　 事業主体： 漁業協同組合
・ 県補助( 50％以内) 、 市補助( 補助残額10％以内)
○海難予防施設設置事業： 中型標識灯設置　 事業主体： 漁業協同組合
・ 県補助( 50％以内) 、 市補助( 補助残額20％以上）

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号 ４ 　 農林水産業の活性化 事業開始年度 2015年度

事　 　 業 東京湾漁業総合対策事業 担当部・ 局名 建設経済部
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件 1/1 2 － －

事業の
自己評価

　 事業を 活用し て農業機械や設備を 導入する こ と で、 生産コ ス ト の低減や作業効率の向上を 図り 、 産地と
し ての生産体制を 強化する こ と が重要であ る ため、 農業者及び生産者団体等の支援を 継続し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業活用件数

達成状況 Ａ － －

2027 －

－

○事業の周知、 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）

－

2028 －

－

○事業の周知、 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）

－

2025 51, 800

51, 800

○事業の周知、 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）
○事業主体　 　 認定農業者
　 事業内容　 ぶど う の果樹棚の雨よ け設備の新設に係る 生産資材の導入
　 補助対象事業費　 103, 601, 780円
　 補助金額　 103, 601, 780円×1/2以内≒51, 800, 000円　 ※補正予算0

2026 137, 742

137, 742

○事業の周知、 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）
○①事業主体　 認定農業者　 　 補助金額　 245, 830, 024円×1/2以内≒122, 915, 000円
　 　 事業内容　 ぶど う の収量向上を 目的と し た雨よ け設備付き 果樹棚に係る 生産資材の導入
　 ②事業主体　 認定農業者　 　 補助金額　  29, 655, 922円×1/2以内≒ 14, 827, 000円
　 　 事業内容　 水稲の生産工程の効率化を 推進する ためのド ロ ーン 及びト ラ ク タ ー並びに
　 　 　 　 　 　 　 播種機の導入

0

予算事業 産地生産基盤パワ ーアッ プ事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 地域の営農戦略に基づいて実施する 産地の高収益化に向けた取組や園芸作物の生産基盤の強化を 図
る ための取組、 食料安全保障の確立に向けた国産農産物のシェ ア拡大に資する 取組を 総合的に支援す
る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 集出荷機能の改善、 高付加価値化によ る 産地の収益力強化に向けた取組や、 コ ス ト 削減に向けた高
性能な機械のリ ース 導入・ 取得、 雨よ けハウ ス 等の生産資材の導入に対する 取組を 支援する 。
・ 整備事業　 補助率： 1/2以内等
・ 生産支援事業　 補助率： 1/2以内

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号 ４ 　 農林水産業の活性化 事業開始年度 2020年度

事　 　 業 産地パワ ーアッ プ事業 担当部・ 局名 建設経済部
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件 /1 1 － －

事業の
自己評価

　 事業を 活用し て農業機械の導入や環境整備を する こ と で、 高品質な作物の栽培、 生産性の向上等に寄与
する も のであ る こ と から 、 今後も 農業者及び生産者団体等の支援に取り 組んでいく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業活用件数

達成状況 2026年度に評価 － －

2027 －

－

○事業の周知・ 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）

－

2028 －

－

○事業の周知・ 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）

－

2025 －

－

○事業の周知・ 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）
・ 当初予算ではぶど う の果樹棚の雨よ け設備の導入に対する 補助金を 措置し ていたが、 国の補
助採択要件を 満たせる こ と と なっ たこ と から 、 補助率の高い「 産地生産基盤パワ ーアッ プ事
業」 へ切り 替えたため、 補正予算で減額し た。

－

2026 3, 666

3, 666

○事業の周知・ 要望調査
　 （ 要望調査結果に基づき 次年度予算要求を 行う と と も に、 事業計画作成の支援）
○事業主体　 認定農業者
　 事業内容　 ぶど う の防除に係る ス ピ ード ス プレ ーヤーの導入
　 補助対象事業費　 11, 000, 000円
　 補助金額　 11, 000, 000円×1/3以内≒3, 666, 000円0

予算事業 園芸振興総務関係費 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 千葉県内園芸産地の生産力の強化を 図る ため、 産地の活性化の促進や高収益型園芸農業への転換な
ど によ る 力強い産地づく り を 支援する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 規模拡大に必要な省力化機械等の導入、 高収量・ 高品質を 実現する ための施設化や環境整備、 既存
施設のリ フ ォ ーム 、 施設園芸における ス マート 農業の導入を 支援する 。
・ 生産力強化支援型　 対象： 認定農業者等　 補助率： 1/4以内［ 強化枠］ 1/3以内　 パイ プハウ ス 等の
施設整備や施設園芸の省エネ設備導入、 露地の園芸作物を 規模拡大する ための省力化機械等の導入
・ 園芸施設リ フ ォ ーム 支援型　 対象： 認定農業者等　 補助率： 1/4以内　 老朽化し た園芸施設の改修等
・ ス マート 農業推進型　 対象： 認定農業者等　 補助率　 1/3以内　 ス マート 農業機械・ 装置等の導入

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号 ４ 　 農林水産業の活性化 事業開始年度 2009年度

事　 　 業 「 輝け！ちばの園芸」 次世代産地整備支援事業 担当部・ 局名 建設経済部
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2, 200

達成状況 Ａ

イ ンス タ グラ ムフ ォ ロ ワ ー数 人 2, 052/1, 900 2, 000 2, 100

達成状況 Ａ

2, 300

達成状況 Ａ

Ｘ フ ォ ロ ワ ー数 人 1, 902/1, 900 2, 100 2, 200

事業の
自己評価

　 近年、 イ ン タ ーネッ ト 環境が普及し ている こ と から 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 でも 「 広報ふっ つ」 が閲覧でき る
よ う にし ている 。 ま た、 新聞購読世帯でない方にも 読んでも ら える よ う 、 郵送で配布する ほか市内商業施設など にも
据え置いている 。
　 市ホームページによ り 多く アク セス し ても ら える よ う 、 更なる 利便性の向上を目指すと と も に、 魅力的なホーム
ページと する ため調査研究を行う 。 今後も よ り 積極的に情報を発信する ため、 Facebook・ LI NE・ Ｘ ・ YouTube、 Ti kTok
での情報配信を行う と と も に新たな情報発信媒体の調査を行う 。
　 観光情報については、 旅行ス タ イ ルが多様化し ており 、 ま た外国人旅行者も 増えている こ と から 、 観光客の動向や
ニーズの変化を見極めながら 情報の発信を行っていく 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

LI NE公式アカウ ント 友だち人数 人 10, 024/9, 600 10, 000 10, 300 10, 600

2027 13, 463

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

12, 519

2028 15, 495

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） の更新・ 増刷　 2, 500千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 551

2025 10, 077

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行） 5, 735千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 230千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

9, 133

2026 15, 470

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） の更新・ 増刷　 2, 475千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） その他の印刷物を活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フッ ツアー） 、 SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 526

予算事業
広報「 ふっ つ」 関係費、 市ホーム ページ管理事業、
観光総務関係費

担当課名
秘書広報課
商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 市政情報、 各種届出等の手続き 、 行事や催し 物、 観光及び地域の魅力等を 情報発信する こ と によ
り 、 市政の情報や事業・ サービ ス の透明性を 確保し 、 市民の利便性の向上、 地域への愛着の醸成を 図
る と と も に、 市内外への発信力強化を 目的と する 。 市内各地域の観光資源と なる 景観、 地場産品など
の多彩な魅力を 、 市の情報発信媒体によ り 発信・ 紹介する こ と によ り 、 住民が地域の魅力と し て再認
識し 、 愛着の醸成を 図る こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ 広報「 ふっつ」 の発行
　 ・ 発行日： 毎月1日　 　 ・ 発行部数： 13, 300部/月
　 ・ 配布方法： 新聞折込み、 郵送（ 個別配布） 、 商業店舗等に据置、 「 マチイ ロ 」
　 　 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○ 市ホームページ等の管理
　 ・ ホーム ページシス テムの更新、 保守管理　 ・ Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○ 観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 及び観光ガイ ド マッ プ（ フッ ツ アーポータ ブル） の定期的な見直し 及び観
光PR、 各種活動等における 活用
○ SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向
②　 地域の特色ある 産業を盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源をつなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発掘、 既にある
資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度
1971年度
2013年度

事　 　 業
ふっ つの魅力発信事業（ 広報ふっ つ、 ホーム ページ、 フ ッ ツ アー
（ 観光ガイ ド ブッ ク ） 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等の活用） （ 再掲）

担当部・ 局名
総務部

建設経済部
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基 3/3 1 1 1

事業の
自己評価

　 当該事業は、 主に国県補助金等を 活用し てト イ レ 、 駐車場、 観光案内看板等を 整備する も のであ り 、 こ
れま でト イ レ の新設、 市内観光案内看板（ 英語併記） の設置を 実施し てき た。
　 社会情勢の変化に伴い、 旅行ス タ イ ルも 多様化し ている こ と から 、 状況の変化に合わせた施設整備を 進
めていく 必要があ る 。 今後も 補助金等を 活用し 、 来訪者や地域の実情に応じ て補助メ ニュ ーを 選択し 、 有
効に環境整備を 図り たい。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

観光案内看板等の設置及び改修
等

達成状況 Ａ

2027 568

0

○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー　 ポータ ブル） の更新・ 増刷　 468千円
○来訪者や地元のニーズに応じ た必要な環境整備
○観光イ ベン ト 等での観光ガイ ド ブッ ク 等（ 英語版含む。 ） の配布
○SNS等によ る 観光資源の魅力発信
○観光案内看板及び公衆ト イ レ 等の整備・ 改修・ 維持管理業務　 100千円

568

2028 2, 600

0

○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） の更新・ 増刷　 2, 500千円
○来訪者や地元のニーズに応じ た必要な環境整備
○観光イ ベン ト 等での観光ガイ ド ブッ ク 等（ 英語版含む。 ） の配布
○SNS等によ る 観光資源の魅力発信
○観光案内看板及び公衆ト イ レ 等の整備・ 改修・ 維持管理業務　 100千円

2, 600

2025 8, 409

6, 159

○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー　 ポータ ブル） の更新・ 増刷　 468千円
○来訪者や地元のニーズに応じ た必要な環境整備
○観光イ ベン ト 等での観光ガイ ド ブッ ク 等（ 英語版含む。 ） の配布
○SNS等によ る 観光資源の魅力発信
○観光案内看板及び公衆ト イ レ 等の整備・ 改修・ 維持管理業務　 4, 441千円
〇鋸山ラ イ ト アッ プ設備設置業務　 3, 500千円2, 250

2026 3, 340

0

○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） の更新・ 増刷　 2, 475千円
○来訪者や地元のニーズに応じ た必要な環境整備
○観光イ ベン ト 等での観光ガイ ド ブッ ク 等（ 英語版含む。 ） の配布
○SNS等によ る 観光資源の魅力発信
○観光案内看板及び公衆ト イ レ 等の整備・ 改修・ 維持管理業務　 865千円

3, 340

予算事業 観光総務関係費　 その他観光施設管理運営事業 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 観光地と し ての魅力向上のため、 観光案内板、 公衆ト イ レ 等の施設整備を 行い誘客につなげる 。 ま
た、 近年増加し ている 訪日外国人観光客の受入態勢を 整える 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 観光地と し ての魅力向上のため観光案内板や公衆ト イ レ 等の整備・ 改修・ 維持管理を 行う 。
　 ま た、 英語版観光ガイ ド ブッ ク を 各種イ ベン ト や主要観光施設での配布、 ホーム ページ・ SNS等へ掲
載する こ と で訪日外国人観光客にも 当市の魅力を 発信する 。
 その他、 ニーズに応じ て多言語での観光案内に向けた調査・ 研究を 行う 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発
掘、 既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 2009年度

事　 　 業 観光地整備事業 担当部・ 局名 建設経済部
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人 28, 202/37, 000 38, 000 39, 000 40, 000

事業の
自己評価

　 近年では全国的に海洋レ ジャ ーの多様化や猛暑の影響など によ っ て海水浴場は減少傾向にある 。 当市の
海水浴場入込客数は前年度に比べて増加し たも のの、 市全体の観光客入込客数がコ ロ ナ禍前ま でにほぼ回
復し ている 一方で、 海水浴場入込客数はコ ロ ナ禍前の5割程度にと ど ま っ ている 。
　 当市の南北40ｋ ｍ に及ぶ海岸線は魅力的な観光資源であ り 、 新たな観光資源と し ての活用方法について
も 研究し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

海水浴場来場者数

達成状況 Ｃ

2027 18, 290

0

○開設準備及び運営費（ 開設に伴う 消耗品購入・ 委託料・ 海岸清掃時重機借上料・ 燃料費・ 工
事請負費等・ 監視員等設置委託費・ 監視所借上料・ ト イ レ 清掃委託、 汲取り 料等）
　 18, 290千円

18, 290

2028 18, 290

0

○開設準備及び運営費（ 開設に伴う 消耗品購入・ 委託料・ 海岸清掃時重機借上料・ 燃料費・ 工
事請負費等・ 監視員等設置委託費・ 監視所借上料・ ト イ レ 清掃委託、 汲取り 料等）
　 18, 290千円

18, 290

2025 17, 734

0

○開設準備及び運営費（ 開設に伴う 消耗品購入・ 委託料・ 海岸清掃時重機借上料・ 燃料費・ 工
事請負費等・ 監視員等設置委託費・ 監視所借上料・ ト イ レ 清掃委託、 汲取り 料等）
　 17, 734千円

17, 734

2026 18, 290

0

○開設準備及び運営費（ 開設に伴う 消耗品購入・ 委託料・ 海岸清掃時重機借上料・ 燃料費・ 工
事請負費等・ 監視員等設置委託費・ 監視所借上料・ ト イ レ 清掃委託、 汲取り 料等）
　 18, 290千円

18, 290

予算事業 海水浴場管理運営事業 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 都心から アク セス がよ い自然海岸を 有する 利点を 生かし 、 本市の風光明媚な海岸線に安全・ 安心な
海水浴場を 開設する こ と によ り 、 観光資源と し て活用する こ と で誘客を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 夏期期間に安全・ 安心な海水浴場の開設
　 ・ 開設準備（ 5、 6、 7月）
　 ・ 開設期間（ 7月中旬から 8月中旬）
　 ・ 監視員配置
      2022年（ 富津： 5人 大貫中央： 不開設 新舞子： 5人 上総湊： 2人）
　 　 　 2023年（ 富津： 5人 大貫中央： 2人 新舞子： 5人 上総湊： 2人）
　 　 　 2024年（ 富津： 5人 大貫中央： 2人 新舞子： 5人 上総湊： 2人）
　 　 　 2025年（ 富津： 5人 大貫中央： 2人 新舞子： 5人 上総湊： 2人）

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発
掘、 既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 1971年度

事　 　 業 海水浴場管理運営事業 担当部・ 局名 建設経済部
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件 2/3 3 3 3

事業の
自己評価

　 令和７ 年３ 月31日を も っ て、 観光大使を 委嘱し ていた６ 名の任期が満了と なっ たが、 令和７ 年４ 月１ 日
から 令和９ 年３ 月31日ま での２ 年間について、 引き 続き 観光大使を 委嘱し 、 市の魅力発信やPR・ イ メ ージ
アッ プにご 協力いただける こ と と なっ た。
　 現状で６ 名の観光大使を 委嘱し ている 中で、 観光大使それぞれに強みがあり 、 タ ーゲッ ト 層に合わせ、
観光大使の強みを 生かし たプロ モーショ ン を 行っ ていく こ と も 有効である 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

観光大使のイ ベン ト 参加件数

達成状況 Ｃ

2027 121

0

○市の要請に基づく イ ベン ト 参加時の報償費　 70千円
○各観光大使の独自の活動時における PR用名刺等消耗品費等　 51千円

121

2028 121

0

○市の要請に基づく イ ベン ト 参加時の報償費　 70千円
○各観光大使の独自の活動時における PR用名刺等消耗品費等　 51千円

121

2025 103

0

○市の要請に基づく イ ベン ト 参加時の報償費　 70千円
○各観光大使の独自の活動時における PR用名刺等消耗品費等　 33千円
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2026 121

0

○市の要請に基づく イ ベン ト 参加時の報償費　 70千円
○各観光大使の独自の活動時における PR用名刺等消耗品費等　 51千円

121

予算事業 観光総務関係費 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 観光大使を 委嘱し 、 市の文化、 歴史、 豊かな自然環境、 地域の特性を 生かし た特産品及び観光情報
を 広く 紹介する こ と によ り 、 市の観光振興およ びイ メ ージアッ プを 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 県内外で市の魅力及び情報を 積極的に発信する 機会を 有し 、 産業、 生活、 歴史、 文化、 芸術、 ス
ポーツ 、 教育等の分野において市と ゆかり のある 者を 観光大使に委嘱し 、 文化、 歴史、 物産、 観光地
等の広報やイ ベン ト 等への参加、 市のイ メ ージアッ プ及び観光振興に資する 提言を 行う 。
　 大使の任期は2年で、 再任を 妨げない。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発
掘、 既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 2011年度

事　 　 業 観光大使によ る PR 担当部・ 局名 建設経済部
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達成状況 Ａ

観光関連事業者商談会への参加
件数

回 3/3 3 3 3

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 SNSなど のデジタ ルツ ールを活用し た観光PRも 有効である 一方、 観光協会など の観光関係団体と 連携し てのイ
ベント への参加やキャ ンペーンの実施は特産品等の配布を行う こ と など によ って訴求効果の高いPRに繋がって
いる と 考えている 。
　 イ ベント など ではノ ベルティ をただ配る だけではなく 、 併せてアンケート など を実施する など 、 質の高いPR
に繋げていく こ と も 重要である 。
　 成果指標について、 2024年度をも って旅行業務取扱管理者の資格を有し ていた地域おこ し 協力隊員が任期満了と なった
こ と から 、 市が自ら 旅行商品の企画を行う こ と は困難と 判断さ れる ため、 着地型旅行商品の造成につながる 取り 組みの成
果指標について「 着地型旅行商品の企画数」 から 「 観光関連事業者商談会への参加件数」 に変更を行った。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

PRイ ベント 参加回数 回 9/5 5 5 5

2027 300

0

○各種PR事業、 観光キャ ンペーンへの参加
（ イ ベント 消耗品費　 300, 000円）
○観光協会観光プロ モーショ ン動画の活用
〇着地型観光ツ アーの企画・ 実施に向けた調整

300

2028 300

0

○各種PR事業、 観光キャ ンペーンへの参加
（ イ ベント 消耗品費　 300, 000円）
○観光協会観光プロ モーショ ン動画の活用
〇着地型観光ツ アーの企画・ 実施に向けた調整

300

2025 300

0

○各種PR事業、 観光キャ ンペーンへの参加
（ イ ベント 消耗品費　 300, 000円）
○観光協会観光プロ モーショ ン動画の活用
〇着地型観光ツ アーの企画・ 実施に向けた調整

300

2026 300

0

○各種PR事業、 観光キャ ンペーンへの参加
（ イ ベント 消耗品費　 300, 000円）
○観光協会観光プロ モーショ ン動画の活用
〇着地型観光ツ アーの企画・ 実施に向けた調整

300

予算事業 イ ベント 出展事業 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 観光事業者を会員に持つ観光協会と 連携し て観光PR活動を実施し 、 当該事業者が富津産の魅力を 直接伝
える こ と によ り 、 地場産品の販路拡大や本市の知名度向上を図る 。
　 本市の観光資源を 活用し た着地型観光によ る 誘客促進を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市観光協会が会員又は事業構成員等と なる 千葉県観光物産協会、 ちばプロ モーショ ン協議会、 横浜
運河チャ レ ンジ実行委員会を はじ めと する 関係団体の事業に積極的に参加し 、 本市の観光プロ モーショ ン
を 実施する こ と によ り 、 本市の魅力である 地場産品や観光に関する 情報を 効果的に発信する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発掘、
既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度
1998年度
2021年度

事　 　 業 観光協会と の連携によ る PR 担当部・ 局名 建設経済部
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達成状況 Ａ

イ ン ス タ グラ ム フ ォ ロ ワ ー数 人 2, 052/1, 900 2, 000 2, 100 2, 200

達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 文化財来訪者に、 今後も 安全かつ気持ちよ く 見学し ても ら う ための環境整備を 地権者等の協力を 得ながら 進めていく 必
要がある 。
　 引き 続き 様々な情報媒体を 活用する と と も に各種PRイ ベント 等への参加を 通じ て情報・ 魅力発信に取り 組
み、 観光誘客促進を図る 。 歴史文化資源の多く は人を 引き 付ける 魅力がある ため、 文化財担当課と 観光担当課
の連携によ り 正確な情報を提供し 、 来訪者の増加を図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

文化財来訪者数（ 案内人数） 人 650/600 700 700 800

2027 3, 268

0

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形
文化財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000円
○飯野陣屋の土塁樹木伐採（ 西辺部） 979, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 618, 000円
○各施設での展示、 市ホーム ページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー　 ポータ ブル） の更新・ 増刷（ 468千円）
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
○観光案内看板維持管理（ 点検業務等）

3, 268

2028 1, 824

0

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形
文化財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 618, 000円
○各施設での展示、 市ホーム ページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） の更新・ 増刷（ 2, 500千円）
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
○観光案内看板維持管理（ 点検業務等）

1, 824

2025 5, 381

0

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形
文化財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○文化財マッ プの制作 281, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 1, 155, 000円
○飯野陣屋の土塁樹木伐採（ 南辺部） 2, 695, 000円
○古墳の里ふれあい館の清掃委託 575, 000円
○各施設での展示、 市ホーム ページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー　 ポータ ブル） の更新・ 増刷（ 468千円）
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
○観光案内看板維持管理（ 点検業務等）

5, 381

2026 5, 935

0

○個人所有の史跡等の維持管理への助成（ 県指定有形文化財 4件、 県指定無形民俗文化財 1件、 市指定有形
文化財 14件、 市指定無形民俗文化財2件、 計20件） 119, 000円
○内裏塚古墳・ 弁天山古墳等、 指定史跡及び市所有の史跡等の景観整備（ 年間7箇所） 996, 000円
○飯野陣屋の土塁樹木伐採（ 東辺部） 979, 000円
○富津陣屋跡支障樹木伐採 660, 000円
○文化財説明板設置（ 年間2箇所） 88, 000円　 　 　 ○古墳の里ふれあい館の清掃委託 618, 000円
○各施設での展示、 市ホーム ページ等によ る 市内文化財の周知普及活動
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） の更新・ 増刷（ 2, 475千円）
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
○観光案内看板維持管理（ 点検業務等）

5, 935

予算事業
文化財保護関係費、 観光総務関係費、 その他観光施設管理
運営事業

担当課名
生涯学習課
商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 市内各地に所在する 主要な歴史文化遺産の保存・ 整備に努め、 来訪者の増加を図る と と も に、 郷土史を学ぶ場と
し て活用する など 、 郷土愛を育む機運を高める 。
　 市内各地域の観光資源と なる 歴史文化資源の魅力を、 市の情報発信媒体によ り 発信・ 紹介する こ と によ り 、 来訪
者の増加を 図り 、 当該資源周辺の経済効果につなげる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○個人所有の史跡、 無形民俗文化財の維持管理のための助成　 　 ○市が所有する 史跡（ 古墳） の景観整備　 　 　 ○
古墳の里ふれあい館の管理運営　 　 　 ○市内の文化財の周知普及活動
○出前講座（ 授業） を 文化財や郷土史の普及に活用
○観光素材と なる 歴史文化資源の情報を、 観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 観光ガイ ド マッ プ（ フ ッ ツ アーポータ
ブル） 、 SNS等に掲載
○歴史文化資源を解説する 看板の整備

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発掘、
既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 1971年度

事　 　 業 歴史文化資源の活用 担当部・ 局名
教育部

建設経済部
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万人 192/199 /199 /199 /199

Ｂ

事業の
自己評価

　 地域公共交通計画に基づき 、 タ ク シー運賃助成事業、 竹岡地区交通空白地有償運送事業（ ぷちバス わだち） 、
峰上地区交通空白地有償運送事業（ 峰タ ク ） 及び金谷地区交通空白地有償運送事業（ き んこ く タ ク シー） 、 第二
種運転免許取得支援事業など を実施し ている 。 コ ロ ナ禍によ り 一旦大き く 減少し た後徐々に回復し てき た市内公
共交通利用者数は若干の減少が見込ま れる が、 引き 続き 、 持続可能な旅客運送サービス 提供の確保を目指し 取組
を進めていく 。

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業成果
（ 目標達成状況）

公共交通網の整備に満足し てい
る 人の割合

％ － －

市内公共交通利用者数

達成状況

2027 113, 028

0

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を 交付し バス 路線を 維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を 対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を 確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を 維持し ていく ための経費を 補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を 補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 7, 394千円

113, 028

2028 106, 028

0

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を 交付し バス 路線を 維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を 対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を 確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を 維持し ていく ための経費を 補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を 補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 394千円

106, 028

2025 105, 487

0
○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ バス 路線を 維持する ため補助金等を 交付）
○タ ク シー運賃助成事業　 25, 963千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を 対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 11, 042千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を 確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を 維持し ていく ための経費を 補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 1, 500千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク
シー事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を 補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 393千円

105, 487

2026 119, 089

6, 530

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を 交付し バス 路線を 維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を 対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を 確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を 維持し ていく ための経費を 補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を 補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 13, 455千円

112, 559

予算事業
公共交通計画推進事業､JR利便性維持・ 向上事業､バス 利便
性維持・ 向上事業

担当課名 企画課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 富津市の公共交通に関する 現状を明ら かにする 調査を実施し 、 その調査結果を基に、 富津市地域公共交
通会議で、 「 みら い構想」 で掲げている 施策テーマの一つ「 快適で便利なま ち」 を実現する ための個別計
画と し て、 地域公共交通のマス タ ープラ ンと なる 「 富津市地域公共交通計画」 を策定し た。 市民、 交通事
業者、 行政など 多様な主体が連携し 、 公共交通を必要と する 人のための地域旅客運送サービス の持続可能
な提供の確保を 目指し ていく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 公共交通を必要と する 人のための持続可能な公共交通ネッ ト ワ ーク の構築を目指すため、 地域公共交通
を支える 「 地域（ 市民） 」 、 「 交通事業者」 、 「 行政」 の三者がそれぞれの役割を認識し 、 連携を 強化し
ながら 、 持続可能な地域公共交通を確保する ため「 タ ク シーの利用促進や地域と 連携し た地域特性等に即
し た移動手段の導入」 など 、 計画に基づく 事業を着実に実行する 。
　 公共交通の課題を踏ま えた基本的な方針及び目標の実現に向け計画し た全16事業について、 地域、 交通
事業者、 関係者と 共に実行する 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源をつなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発掘、 既にあ
る 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 1987年度

事　 　 業 富津市地域公共交通計画に基づく 事業 担当部・ 局名 企画政策部

－ /15. 0

達成状況 2028年度に評価
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億円 2. 5/2. 5 2. 5 2. 5 2. 5

事業の
自己評価

　 近年、 本市への寄附額は減少傾向にあ っ たが、 返礼品の拡充や新たなポータ ルサイ ト の追加など 、 寄附
額の増加に向けた取組の成果も あ り 、 2025年度は前年度の寄附額を 上回る 見込みである 。 し かし ながら 、
2025年10月から の寄附によ る ポイ ン ト 付与廃止など 、 ふる さ と 納税制度を 取り 巻く 環境は年々変化し てい
る こ と から 、 当該制度を 適正に運用し 、 一人でも 多く の方に応援し ても ら える よ う 寄附者のニーズの把握
や返礼品の充実を 図っ ていく 必要がある 。 ま た、 企業版ふる さ と 納税についても 、 引き 続き 積極的に寄附
を 募っ ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

ふる さ と ふっ つ応援寄附金額
（ 企業版ふる さ と 納税含む）

達成状況 Ａ

2027 148, 834

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

148, 834

2028 148, 834

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

148, 834

2025 138, 727

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

138, 727

2026 148, 834

0

○ふる さ と 納税ポータ ルサイ ト の活用
○リ ピ ータ ー獲得戦略の実施
○新たな返礼品開発　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○宣伝広告戦略の拡充等
○使途指定事業への活用及び公表　 　 　 　 　 　 ○関係事業者会議の実施
○企業版ふる さ と 納税の推進

148, 834

予算事業 ふる さ と ふっ つ応援寄附関係費 担当課名 企画課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

○ふる さ と 納税制度を 本市の特産品のブラ ン ド 力を 高める 大き なチャ ン ス と 捉え、 返礼品の充実・ 拡
大を 図る と と も に、 生産者の想いやこ だわり を 全国へ発信し 、 本市への寄附を 促進する 。
○総合戦略に基づく 事業を 民間資金を 活用し て、 積極的に実施し ていく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ホ ーム ページ及びふる さ と 納税ポータ ルサイ ト 等を 通じ て市の魅力を 全国に発信し 、 寄附を 募集す
る と と も に、 寄附者の情報を 管理し 、 返礼品を 発送する 。
○市内事業者等と 連携し 、 魅力的な返礼品の充実を 図り 、 ポータ ルサイ ト 等によ り 積極的にPRを 行
う 。
○本市と 関連のある 企業から のふる さ と 納税を 積極的に募っ ていく 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発
掘、 既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 2014年度

事　 　 業 ふる さ と ふっ つ応援寄附（ 再掲） 担当部・ 局名 企画政策部
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源をつなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発掘、
既にある 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 2021年度

事　 　 業 鋸山日本遺産認定推進事業（ 再掲） 担当部・ 局名 教育部

予算事業
文化財保護関係費
（ 鋸山日本遺産候補地域活用推進協議会負担金）

担当課名 生涯学習課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 令和3年7月16日に日本遺産「 候補地域」 の認定を受けた鋸山が、 日本遺産と し て認定さ れる こ と を目
指す。 鋸山を舞台に展開し た、 歴史・ 芸術・ 文化の特色や魅力を最大限に活用し ながら 地域を活性化さ
せ、 郷土愛を醸成さ せる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市・ 鋸南町共同で設立し た活用推進協議会と 地域の事業者等が一体と なって、 日本遺産認定に向
けた各種事業（ 組織整備、 戦略立案、 人材育成、 整備等） に取り 組む。
○観光活性・ 長期安定化検討事業　 ○鋸山マーケティ ング調査事業　 ○有償ガイ ド 育成事業　 ○体験プ
ロ グラ ム構築事業　 ○鋸山の高付加価値検証事業　 ○鋸山のPRイ ベント 事業　 ○構成文化財ガイ ド 刊行
事業　 ○域内小中学校での普及啓発活動事業等
※日本遺産に認定さ れる と 、 翌年度から 国から の補助金交付あり

年度別事業内容

2026 1, 725

0

日本遺産ス ト ーリ ーに沿ったビ ジョ ンを実現さ せる ための組織整備及び戦略立案など
○観光活性・ 長期安定化検討事業200, 000円　 ○鋸山マーケティ ング調査事業500, 000円　 ○有償
ガイ ド 育成事業300, 000円　 ○体験プロ グラ ム構築事業300, 000円　 ○鋸山の高付加価値検証事業
500, 000円　 ○鋸山のPRイ ベント 事業400, 000円　 ○域内小中学校での普及啓発活動事業200, 000
円　 ○戦略立案事業500, 000円　 ○コ ース マッ プ製作事業400, 000円　 ○予備費150, 000円
　 （ 総計3, 450, 000円を富津市・ 鋸南町で折半）

1, 725

2025 1, 500

0

日本遺産ス ト ーリ ーに沿ったビ ジョ ンを実現さ せる ための組織整備及び戦略立案など
○観光活性・ 長期安定化検討事業200, 000円　 ○鋸山マーケティ ング調査事業1, 000, 000円　 ○有
償ガイ ド 育成事業500, 000円　 ○体験プロ グラ ム構築事業100, 000円　 ○鋸山の高付加価値検証事
業500, 000円　 ○鋸山のPRイ ベント 事業300, 000円　 ○域内小中学校での普及啓発活動事業
300, 000円　 ○予備費100, 000円
　 （ 総計3, 000, 000円を富津市・ 鋸南町で折半）1, 500

2028 16, 000

0

地域が主体と なって財源確保でき る 体制の構築など
（ 総事業費約20, 000, 000円を富津市・ 鋸南町で人口割合によ り 按分し て負担）
　 ※事業完了後、 協議会が国から 補助金の交付を受け、 市に対し て負担金の返還あり

16, 000

2027 16, 000

0

地域が主体と なって財源確保でき る 体制の構築など
（ 総事業費約20, 000, 000円を富津市・ 鋸南町で人口割合によ り 按分し て負担）
　 ※事業完了後、 協議会が国から 補助金の交付を受け、 市に対し て負担金の返還あり

16, 000

事業の
自己評価

　 令和3年度に日本遺産「 候補地域」 認定後、 令和5年度ま での3年間で、 日本遺産認定に向けた各事業に取り
組み、 令和5年度末に文化庁へ日本遺産認定申請をし たが、 「 候補地域継続」 と いう 結果であった。 こ の結果
を踏ま え、 令和6年度と 7年度に、 鋸南町と 地域事業者等で、 日本遺産ス ト ーリ ー、 ビ ジョ ンの見直し を図
り 、 新たなス ト ーリ ー体験事業を創出し たほか、 地域事業者が鋸山ス ト ーリ ーを活用し ていく 体制等を構築
し た。 こ れら を踏ま え、 令和8年3月に再度、 日本遺産認定申請を図る 予定である 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

自分の住んでいる 地域や富津市
が好き な子ど も の割合

達成状況 Ａ

％ 90/90 90 90 90
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総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色あ る 産業を 盛んにする

施策番号
５ 　 観光資源を つなぐ 仕組みの調整、 新たな観光資源の発掘、 既にあ
る 資源の魅力発信と 外国人観光客受入態勢の強化

事業開始年度 2023年度

事　 　 業 道の駅整備検討事業（ 再掲） 担当部・ 局名 企画政策部

予算事業 道の駅整備検討事業 担当課名 政策推進課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 集客施設「 道の駅」 を 設置し 、 富津市を Ｐ Ｒ する 拠点を 整備する こ と で、 本市への来訪促進及び
「 にぎわいの場」 の創出に寄与し 、 地域を はじ め市内各種産業の活性化に向けた取組を 支援する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 道の駅の設置に向け、 候補地の選定や施設の整備内容、 管理運営の事業手法について調査検討を 行
う 。

年度別事業内容

2026 1, 555

0 ○道の駅整備検討委員会の運営
　 ・ 委員報償費等　 　 　 　 　 　 　 　 708千円
　 ・ 委員会運営支援業務委託料　 　 847千円

1, 555

2025 993

0 ○道の駅整備検討委員会の設置・ 運営
　 ・ 委員報償費等　 　 　 　 　 　 　 　 498千円
　 ・ 委員会運営支援業務委託料　 　 495千円

993

2027 未

未

○道の駅整備検討委員会の運営
　 ・ 委員報償費等
　 ・ 委員会運営支援業務委託料

○（ 仮称） 道の駅基本計画の策定（ 予定）
　 ・ 計画策定業務委託料

○用地取得・ 測量（ 予定）

○整備運営事業者の公募・ 選定（ 予定）

未

2028 未

未

未

事業の
自己評価

　 道の駅の設置に必要な事項を 検討する ため、 学識経験者や有識者等で構成する 「 富津市道の駅整備検討
委員会」 を 設置し た。
　 2032（ R14） 年度の開業を 目指し 、 計画的に事業を 進めていく う えで最優先事項と なる 設置予定地の選定
を はじ め、 「 富津市道の駅基本方針」 に示し た内容の具体化に向け事業を 推進し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

―

達成状況 － － － －

－ － － － －
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達成状況 Ａ

事業の
自己評価

　 近隣市と の連携は広域的なプロ モーショ ンが図れる だけでなく 、 ネッ ト ワ ーク の構築によ る プロ モーショ ン機会の獲得に
も 繋がっている 。 広域連携を図る こ と は単独の市域では実現でき ない魅力ある 周遊観光ルート の開発、 広域的な情報発信、
広がり のある マーケティ ング施策の展開など が期待でき る こ と から 、 引き 続き 取り 組んでいく こ と が有効である 。 ま た、 三
井アウ ト レ ッ ト パーク 木更津が開業後3度目と なる 増床を実施し 、 令和７ 年６ 月に拡大オープンし たこ と によ って、 国内最
大級のアウ ト レ ッ ト 施設と なった。 同施設は県内有数の集客施設であり 、 こ の施設内にある 千葉県観光物産館「 チーバく ん
プラ ザ」 と も 連携し ながら 、 周遊型観光の推進を 図り 、 当市への観光誘客に繋げていく こ と が有効である 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

観光キ ャ ン ペーン 等の実施日数 日 6/6 6 6 6

2027 60

0

○ア ク アラ イ ン イ ース ト 観光連盟負担金　 60, 000円
○観光PRイ ベン ト の実施（ 三井アウ ト レ ッ ト パーク 木更津イ ベン ト など 首都圏近郊）
○各種観光キ ャ ン ペーン への参加（ 千葉県ア ン テナショ ッ プ（ 東京都内） 、
　 海ほたる 観光キ ャ ン ペーン など ）
○ド ラ イ ブマッ プサイ ト の運営・ ガイ ド マッ プの発行等60

2028 60

0

○ア ク アラ イ ン イ ース ト 観光連盟負担金　 60, 000円
○観光PRイ ベン ト の実施（ 三井アウ ト レ ッ ト パーク 木更津イ ベン ト など 首都圏近郊）
○各種観光キ ャ ン ペーン への参加（ 千葉県ア ン テナショ ッ プ（ 東京都内） 、
　 海ほたる 観光キ ャ ン ペーン など ）
○ド ラ イ ブマッ プサイ ト の運営・ ガイ ド マッ プの発行等60

2025 60

0

○ア ク アラ イ ン イ ース ト 観光連盟負担金　 60, 000円
○観光PRイ ベン ト の実施（ 三井アウ ト レ ッ ト パーク 木更津イ ベン ト など 首都圏近郊）
○各種観光キ ャ ン ペーン への参加（ 千葉県ア ン テナショ ッ プ（ 東京都内） 、
　 海ほたる 観光キ ャ ン ペーン など ）
○ド ラ イ ブマッ プサイ ト の運営・ ガイ ド マッ プの発行等

60

2026 60

0

○ア ク アラ イ ン イ ース ト 観光連盟負担金　 60, 000円
○観光PRイ ベン ト の実施（ 三井アウ ト レ ッ ト パーク 木更津イ ベン ト など 首都圏近郊）
○各種観光キ ャ ン ペーン への参加（ 千葉県ア ン テナショ ッ プ（ 東京都内） 、
　 海ほたる 観光キ ャ ン ペーン など ）
○ド ラ イ ブマッ プサイ ト の運営・ ガイ ド マッ プの発行等60

予算事業 観光総務関係費 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 君津地域4市（ 木更津市、 君津市、 富津市及び袖ケ浦市） それぞれの観光資源を 活かし 、 来訪者が当該
地域を 周遊する こ と で、 滞在時間が増え、 地域全体の経済波及効果を 高める こ と につなげる 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 君津地域4市及び4市の観光協会並びに当該域内の観光関係事業者によ り 構成する ア ク アラ イ ン イ ース
ト 観光連盟を 組織し 、 各団体が連携する こ と によ り 、 広域観光ルート の提案、 観光物産情報の発信、 観
光PRイ ベン ト 等を 行う と と も に、 SNSによ る 情報発信を 行う こ と によ り 、 君津地域の広域型観光の促進を
図る 。

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を 盛んにする

施策番号 ６ 　 広域連携によ る 周遊型観光の推進 事業開始年度 2014年度

事　 　 業 君津地域４ 市によ る 連携 担当部・ 局名 建設経済部
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Ａ

事業の
自己評価

　 協議会での活動方針によ り 、 モニタ ーツ ア ーの実施はな かっ たも のの、 各種活動によ り 、 当地域の情報がメ
ディ アや情報誌に取り 上げら れる など 、 本市の魅力発信に加え隠れた魅力の掘り 起こ し にも 繋がっ ている 。 令
和７ 年４ 月から ア ク ア ラ イ ン の混雑緩和のため、 新たにETC時間帯別料金が変更と なっ た。 こ れによ っ て県外
から の観光客の滞在時間等の変化も 予想さ れる と こ ろ であ り 、 引き 続き 観光客のニーズ、 行動範囲を 見据えた
上で、 広域連携によ る 周遊型観光を 推進し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

観光キ ャ ン ペーン 等の実施日数 日 10/8 8 8

達成状況

2027 1, 040

0

○宿泊・ 滞在型観光推進協議会事業
  事業総額　 4, 000, 000円（ 内富津市負担金　 1, 040, 000円）
 （ 年間実施予定事業）
　 ・ 観光キ ャ ン ペーン の実施
　 ・ 動画プロ モーショ ン
　 ・ テレ ビ やラ ジオ出演など によ る 情報発信1040

2028 1, 040

0

○宿泊・ 滞在型観光推進協議会事業
  事業総額　 4, 000, 000円（ 内富津市負担金　 1, 040, 000円）
 （ 年間実施予定事業）
　 ・ 観光キ ャ ン ペーン の実施
　 ・ 動画プロ モーショ ン
　 ・ テレ ビ やラ ジオ出演など によ る 情報発信1040

2025 1, 040

0

○宿泊・ 滞在型観光推進協議会事業
  事業総額　 4, 000, 000円（ 内富津市負担金　 1, 040, 000円）
 （ 年間実施予定事業）
　 ・ 観光キ ャ ン ペーン の実施
　 ・ 動画プロ モーショ ン
　 ・ 南房総地域の広域観光を 一元化し たウ ェ ブサイ ト の運用1040

2026 1, 040

0

○宿泊・ 滞在型観光推進協議会事業
  事業総額　 4, 000, 000円（ 内富津市負担金　 1, 040, 000円）
 （ 年間実施予定事業）
　 ・ 観光キ ャ ン ペーン の実施
　 ・ 動画プロ モーショ ン
　 ・ テレ ビ やラ ジオ出演など によ る 情報発信1040

宿泊・ 滞在型観光促進事業 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 富津市・ 館山市・ 鴨川市・ 南房総市・ 鋸南町の4市1町の有する 観光の魅力を 引き 出し 、 その質の向上
を 図り 、 観光を 地域経済の活性化に確実に結びつける ため、 経済波及効果の高い観光客の宿泊・ 滞在の
促進及び滞在時間の長時間化を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市、 館山市、 鴨川市、 南房総市及び鋸南町の４ 市１ 町で構成する 宿泊・ 滞在型観光推進協議会を
組織し 、 観光PRイ ベン ト 等を 開催し 広域での魅力発信する こ と によ り 誘客につなげる 。
　 ま た、 東京湾フ ェ リ ーを 活用し 、 更に東京湾の対岸であ る 神奈川県も 含めた広域観光連携につなげ
る 。

年度別事業内容

8

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ３ 　 市の産業、 仕事を 創る
基本的な

施策の方向 ②　 地域の特色ある 産業を 盛んにする

施策番号 ６ 　 広域連携によ る 周遊型観光の推進 事業開始年度 2010年度

事　 　 業 南房総地域によ る 連携 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業
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達成状況 2028年度に評価

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向
①　 く ら し やすい環境を整える

施策番号 １ 　 市内の交通利便性維持、 向上 事業開始年度 1987年度

事　 　 業 富津市地域公共交通計画に基づく 事業（ 再掲） 担当部・ 局名 企画政策部

予算事業
公共交通計画推進事業､JR利便性維持・ 向上事業､バス 利
便性維持・ 向上事業

担当課名 企画課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 富津市の公共交通に関する 現状を 明ら かにする 調査を 実施し 、 その調査結果を 基に、 富津市地域公共
交通会議で、 「 みら い構想」 で掲げている 施策テーマの一つ「 快適で便利なま ち」 を 実現する ための個
別計画と し て、 地域公共交通のマス タ ープラ ン と なる 「 富津市地域公共交通計画」 を 策定し た。 市民、
交通事業者、 行政など 多様な主体が連携し 、 公共交通を 必要と する 人のための地域旅客運送サービ ス の
持続可能な提供の確保を 目指し ていく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 公共交通を 必要と する 人のための持続可能な公共交通ネッ ト ワ ーク の構築を 目指すため、 地域公共交
通を 支える 「 地域（ 市民） 」 、 「 交通事業者」 、 「 行政」 の三者がそれぞれの役割を 認識し 、 連携を 強
化し ながら 、 持続可能な地域公共交通を 確保する ため「 タ ク シーの利用促進や地域と 連携し た地域特性
等に即し た移動手段の導入」 など 、 計画に基づく 事業を 着実に実行する 。
　 公共交通の課題を 踏ま えた基本的な方針及び目標の実現に向け計画し た全16事業について、 地域、 交
通事業者、 関係者と 共に実行する 。

年度別事業内容

2026 119, 089

6, 530

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を交付し バス 路線を維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 13, 455千円

112, 559

2025 105, 487

0

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ バス 路線を維持する ため補助金等を交付）
○タ ク シー運賃助成事業　 25, 963千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 11, 042千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 1, 500千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク
シー事業者を支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を 補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 393千円

105, 487

2028 106, 028

0

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を交付し バス 路線を 維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 394千円

106, 028

2027 113, 028

0

○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を交付し バス 路線を 維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を 保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を 年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を 支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 7, 394千円

113, 028

事業の
自己評価

　 地域公共交通計画に基づき 、 タ ク シー運賃助成事業、 竹岡地区交通空白地有償運送事業（ ぷちバス わだ
ち） 、 峰上地区交通空白地有償運送事業（ 峰タ ク ） 及び金谷地区交通空白地有償運送事業（ き んこ く タ ク
シー） 、 第二種運転免許取得支援事業など を 実施し ている 。 コ ロ ナ禍によ り 一旦大き く 減少し た後徐々に回復
し てき た市内公共交通利用者数は若干の減少が見込ま れる が、 引き 続き 、 持続可能な旅客運送サービ ス 提供の
確保を 目指し 取組を 進めていく 。

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業成果
（ 目標達成状況）

公共交通網の整備に満足し てい
る 人の割合

％ － －

市内公共交通利用者数

達成状況

万人 192/199 /199 /199 /199

Ｂ
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号
２ 　 道路、 公園等のイ ン フ ラ の計画的な整備及び適正な維持管
理

事業開始年度 2012年度

事　 　 業 道路整備事業 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 道路関係交付金事業 担当課名 建設課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 道路網の整備を し 、 都市機能と 地域資源のバラ ン ス 向上を 目指す。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○道路関係交付金を活用し 道路網を整備する 。
○国の交付金を用い、 交通の安全の確保と その円滑化、 経済基盤の強化、 生活環境の保
　 全、 住生活の安定の確保及び向上など 政策目的の実現を図る 。
○市では目標実現のため、 事業の社会資本整備計画を作成し 、 千葉県を窓口にし て国に
　 提出し 、 交付金の交付を受ける 。

年度別事業内容

2026 133, 959

127, 226

○市道浅間山線整備事業（ 道路改良工事、 用地取得、 文化財調査）
○市道山王下飯野線整備事業（ 道路改良工事）

6, 733

2025 133, 883

123, 324

○市道浅間山線整備事業（ 道路改良工事、 用地取得）

10, 559

2028 110, 000

106, 150

○市道浅間山線整備事業（ 道路改良工事、 用地取得）
○市道山王下飯野線整備事業（ 道路改良工事）

3, 850

2027 114, 000

110, 030

○市道浅間山線整備事業（ 道路改良工事、 用地取得、 文化財調査）
○市道山王下飯野線整備事業（ 道路改良工事）

3, 970

事業の
自己評価

　 国の交付金の配分が計画通り になる よ う に、 関係機関や千葉県と 連絡を 密にし て事業を 推進する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

道路用地取得状況
（ 取得面積／計画面積）

％ 92/92 94 96 98

道路整備整備状況
（ 整備済延長／計画延長）

％ 37/50 55 60 65

達成状況 Ａ

達成状況 Ｃ

114



第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号
２ 　 道路、 公園等のイ ン フ ラ の計画的な整備及び適正な維持管
理

事業開始年度 2010年度

事　 　 業 橋梁長寿命化修繕事業 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 橋梁長寿命化修繕事業 担当課名 建設課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 定期点検によ る 橋梁の状態の把握、 予防的な修繕およ び計画的な架け替えを 着実に進め、 橋梁の長寿
命化と 橋梁の修繕・ 架け替えに係る 費用の縮減を 図り つつ、 重要な道路ネッ ト ワ ーク の安全性・ 信頼性
を 確保する ため、 計画的に整備する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 富津市橋梁長寿命化修繕計画に基づき 、 社会資本整備総合交付金（ 道路局所管補助金） を 活用し 、 計
画的な維持修繕等の実施によ り 橋梁の長寿命化を 図る 。 （ 5年毎に点検・ 計画を 実施）
※橋梁長寿命化修繕計画と は、 補修の優先順位を 決め、 修繕費を 試算し 、 修繕費の平準化を 図る 。
　 計画実施の手順： 橋梁点検の実施 → 橋梁長寿命化修繕計画策定 → 詳細設計 → 工事

年度別事業内容

2026 256, 243

255, 371

○橋梁補修設計： 修繕計画に基づき 優先順位及び緊急度によ り 実施
〇橋梁補修工事： 詳細設計に基づき 実施

872

2025 98, 000

93, 500

○橋梁補修設計： 修繕計画に基づき 優先順位及び緊急度によ り 実施
　 ・ 宝竜寺地先橋梁補修設計
〇橋梁補修工事： 詳細設計に基づき 実施
　 ・ 道滝橋　 （ 橋長L=9. 0ｍ 、 上部工補修）
　 ・ 目鏡橋　 （ 橋長L=4. 0ｍ 、 上部工補修）

4, 500

2028 75, 000

46, 843

○橋梁長寿命化計画策定（ 193橋） ： 5年に1回実施
○橋梁補修設計： 修繕計画に基づき 優先順位及び緊急度によ り 実施
〇橋梁補修工事： 詳細設計に基づき 実施

28, 157

2027 75, 000

46, 843

○橋梁点検の実施（ 193橋） ： 5年に1回実施
○橋梁補修設計： 修繕計画に基づき 優先順位及び緊急度によ り 実施
〇橋梁補修工事： 詳細設計に基づき 実施

28, 157

事業の
自己評価

　 国の交付金の配分が計画通り になる よ う に、 関係機関や千葉県と 連絡を 密にし て事業を 推進する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

点検の実施 回 - - 1 -

橋梁修繕の着手 橋 3/3 3 3 3

達成状況 2027年度に評価

達成状況 Ａ
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号
２ 　 道路、 公園等のイ ン フ ラ の計画的な整備及び適正な維持管
理

事業開始年度 2013年度

事　 　 業 道路構造物修繕事業 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 道路構造物修繕事業 担当課名 建設課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 本事業は、 道路構造物（ ト ン ネル・ 舗装・ 法面・ 道路照明・ F型標識） の定期点検によ る 状態の把握、
予防的な修繕を 着実に進め、 長寿命化と 修繕に係る 費用の縮減を 図り つつ、 重要な道路ネッ ト ワ ーク の
安全性・ 信頼性を 確保する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 社会資本整備総合交付金（ 道路局所管補助金） を 活用し 、 道路構造物（ ト ン ネル・ 舗装・ 法面・ 道路
照明・ F型標識） の計画的な維持修繕等の実施によ り 長寿命化を 図る 。 （ 5年毎に点検・ 計画を 実施）
※長寿命化修繕計画と は、 補修の優先順位を 決め、 修繕費を 試算し 、 修繕費の平準化を 図る
　 　 計画実施の手順： 点検の実施 → 長寿命化修繕計画策定 → 詳細設計 → 工事

年度別事業内容

2026 110, 459

95, 719

○ト ン ネル： 修繕工事
○舗装： 点検（ 165Km）
○法面： 修繕工事（ 1箇所）
○道路附属物（ 道路照明） ： 修繕工事

14, 740

2025 110, 394

75, 319

○法面： 計画策定、 修繕工事（ 2箇所）
○道路附属物（ 道路照明） ： 修繕工事　 4基

35, 075

2028 75, 000

53, 296

○ト ン ネル： 修繕工事、 点検の実施
○舗装： 修繕工事（ 1箇所）
○法面： 修繕工事（ 1箇所）
○道路附属物（ 道路照明・ F型標識） ： 計画策定、 修繕工事

21, 704

2027 60, 000

50, 310

○ト ン ネル： 修繕工事
○舗装： 修繕工事（ 1箇所）
○法面： 計画策定・ 修繕工事（ 1箇所）
○道路附属物（ 道路照明・ F型標識） ： 点検

9, 690

事業の
自己評価

　 国の交付金の配分が計画通り になる よ う に、 関係機関や千葉県と 連絡を 密にし て事業を 推進する 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

点検の実施 回 - 1 1 1

修繕工事の着手 箇所 3/2 3 4 4

達成状況 2026年度に評価

達成状況 Ａ
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号
２ 　 道路、 公園等のイ ン フ ラ の計画的な整備及び適正な維持管
理

事業開始年度 2026年度

事　 　 業 青堀駅周辺環境整備事業 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 青堀駅周辺環境整備事業 担当課名 建設課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 青堀駅周辺は、 整備後約40年経過し 施設の経年劣化や、 街路樹によ る 歩道の隆起など 歩行者の安全に
支障がある ため、 改修する 必要がある 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 経年劣化が著し い青堀駅西口駅前広場、 青堀駅西口駐輪場及び、 青堀駅周辺の都市計画道路の改修工
事を 実施する こ と で、 暮ら し やすい生活環境を 構築する 。

年度別事業内容

2026 50, 270

50, 200

○青堀駅西口駅前広場改修工事

70

2025 -

-

-

2028 13, 900

8, 700

〇市道青堀駅前線維持管理工事

5, 200

2027 70, 930

34, 600

○青堀駅西口駅前広場改修工事
〇青堀駅西口駐輪場改修工事

36, 330

事業の
自己評価

　 青堀駅等の利用者の安全を 確保し ながら 整備を 図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

改修工事の着手

達成状況 2026年度に評価

箇所 - 1 2 1
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％ － － － 80

事業の
自己評価

　 児童遊園地等を 含めた市全体の公園のあ り 方について検討し 、 関係所管課と 今後の方向性を 共有する こ
と ができ た。 今後は、 活用方法を 見直すこ と と し た児童遊園地等について、 ワ ーク ショ ッ プ等によ る 住民
意見の聴取に着手し 、 活用方法を 整理し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

児童遊園地や子ど も の遊び場を 利
用し たこ と がある と 答えた人の割
合

達成状況 2028年度に評価

2027 4, 288

0
○児童遊園地等の維持管理
○児童遊園地等に係る 管理運営の見直し

4, 288

2028 4, 288

0
○児童遊園地等の維持管理
○児童遊園地等に係る 管理運営の見直し

4, 288

2025 3, 186

0

〇児童遊園地等の維持管理
　 ・ 消耗品　 40千円　 ・ 燃料費　 7千円　 ・ 障がい者優先調達推進法によ る 障がい者支援施設へ
　 の業務委託（ 大貫海浜児童遊園地の清掃業務　 82千円、 児童遊園地等草刈り 業務　 810千円）
　 ・ 樹木伐採業務委託料　 267千円　 ・ 佐貫子ど も の遊び場整地業務委託料　 429千円
　 ・ 遊具修繕一式　 489千円　 ・ 地元区管理手数料9箇所　 213千円　 ・ 便所汲取り 　 295千円
　 ・ 蜂の巣駆除　 33千円　 ・ 開栓手数料　 2千円
　 ・ 大貫海浜児童遊園地、 岩瀬児童遊園地、 峰上子ど も の遊び場水道料　 49千円
　 ・ 青堀児童遊園地、 佐貫子ど も の遊び場土地借上料　 471千円
〇児童遊園地等に係る 管理運営の見直し
　 ・ 児童遊園地等を 含めた市全体の公園のあり 方についての方針決定3, 186

2026 4, 288

0

○児童遊園地等の維持管理
　 ・ 消耗品　 54千円　 ・ 燃料費　 5千円　 ・ 障がい者優先調達推進法によ る 障がい者支援施設へ
　 の業務委託（ 大貫海浜児童遊園地の清掃業務　 86千円、 児童遊園地等草刈り 業務　 966千円）
　 ・ 樹木伐採業務委託料　 991千円　 ・ 児童遊園地等遊具等撤去業務委託料　 612千円
　 ・ 遊具修繕一式　 491千円　 ・ 地元区管理手数料9箇所　 219千円　 ・ 便所汲取り 　 309千円
　 ・ 蜂の巣駆除　 33千円　 ・ 開栓手数料　 2千円
　 ・ 大貫海浜児童遊園地、 岩瀬児童遊園地、 峰上子ど も の遊び場水道料　 49千円
　 ・ 青堀児童遊園地、 佐貫子ど も の遊び場土地借上料　 471千円
○児童遊園地等に係る 管理運営の見直し
　 ・ ワ ーク ショ ッ プ等によ る 児童遊園地等の活用方法に係る 住民意見の聴取・ 取り ま と め
　 ・ 児童遊園地等に係る 活用方針の検討・ 決定4, 288

予算事業 児童遊園地管理運営事業 担当課名 保育課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を どう し たいのか）

　 児童に健全な遊び場を 与えて、 その健康を 増進し 、 又は情操を 豊かにする こ と を 目的と する 。 （ 児
童福祉法第40条）

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 児童遊園地及び子ど も の遊び場において、 児童が安全・ 安心に遊べる よ う 遊具等の整備及び維持管
理を 行う と と も に、 児童遊園地等の利用状況等を 踏ま え、 管理運営方法を 見直し ていく 。
○児童遊園地　 　 　 箇所数：  5箇所
○子ど も の遊び場　 箇所数： 21箇所

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号
２ 　 道路、 公園等のイ ン フ ラ の計画的な整備及び適正な維持
管理

事業開始年度 1971年度

事　 　 業 児童遊園地管理運営事業（ 再掲） 担当部・ 局名 健康福祉部
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人 58, 254/66, 969 68, 309 69, 675 71, 068

事業の
自己評価

　 市民ふれあい公園を 含む都市公園及び市立公園については、 指定管理者制度を 活用し 維持管理等を 行っ ている が、 特
に市民ふれあい公園に係る 施設の老朽化への対応が課題と なっ ている 。 こ のため、 市民ふれあい公園に係る 「 富津市公
園施設長寿命化計画」 を 策定し 、 2021年度から 国の交付金を 活用し ながら 遊具やト イ レ 等の更新を 進めている 。 その他
の都市公園、 市立公園及び当課で管理する 公園等については、 指定管理者及び職員によ り 維持管理等を 実施し 利用促進
を 図っ ている 。
　 2025年度に見直し た「 富津市公園施設長寿命化計画」 を 踏ま え、 指定管理者と 共に施設の適切な維持管理を 進め、 引
き 続き 、 成果指標である 有料公園施設の利用人数の増加につなげたい。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

有料公園施設の利用人数

達成状況 Ｂ

2027 184, 911

11, 866

○青木公園予定地ﾌｪﾝｽ交換工事　 4, 650千円
○（ 次期） 都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 120千円
○更和公園等及び公園予定地の管理　 2, 115千円
○（ 次期） 公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 8, 932千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 318千円

173, 045

2028 268, 556

95, 713

○（ 次期） 都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 120千円
○更和公園等及び公園予定地の管理　 2, 115千円
○（ 次期） 公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 97, 227千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 318千円

172, 843

2025 244, 965

63, 404

○青木公園予定地ﾌｪﾝｽ交換工事　 5, 258千円、 ○更和公園等及び公園予定地の管理　 1, 822千円
○都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 504千円、 ○公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○公園施設長寿命化計画更新業務　 18, 997千円、 ○市民ふれあい公園ｷｭ ﾋーﾞ ｸﾙ改修工事　 4, 653千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 43, 949千円、 ○市民ふれあい公園遊具撤去工事（ 2基） 193千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 813千円

181, 561

2026 257, 448

87, 552

○青木公園予定地ﾌｪﾝｽ交換工事　 6, 754千円
○更和公園等及び公園予定地の管理　 2, 115千円
○都市公園及び市立公園の指定管理料　 168, 120千円
○公園施設予約ｼｽﾃﾑ保守業務　 776千円
○市民ふれあい公園施設改修工事　 79, 365千円
○その他（ 消耗品、 光熱水費、 保険料等） 　 318千円

169, 896

予算事業 公園総務関係費1・ 公園管理事業・ ふれあい公園整備事業 担当課名 都市政策課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市民ふれあ い公園など の都市公園、 市立公園等が幅広い世代の憩いの場や健康増進・ ス ポーツ 振興
に寄与する 場と し て利用さ れる よ う 、 施設の適切な維持管理及び運営を 行う 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○都市公園（ 11箇所） 及び市立公園（ 4箇所） の指定管理者によ る 施設管理・ 運営業務
　 都市公園･･･市民ふれあい公園・ 青堀駅裏公園・ 大堀第1号公園・ 大堀第2号公園・ 大堀第3号公園
　 　 　 　 　 　  大堀第4号公園・ 大堀第5号公園・ 富津臨港公園・ 青木公園・ 若葉公園・ 青木第4号公園
　 市立公園･･･湊親水公園・ 神田橋川面親水公園・ 青堀駅西口公園・ 上総湊駅前公園
○更和公園等の公園（ 3箇所） 及び公園予定地（ 4箇所） の管理
　 更和公園等の公園･･･更和公園・ 売津パーク ・ 上総湊港海浜公園（ 遊具施設）
　 公園予定地･･･青木第1号公園予定地・ 青木第2号公園予定地・ 青木第3号公園予定地・ 青木第6号公園予定地

年度別事業内容

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号
２ 　 道路、 公園等のイ ン フ ラ の計画的な整備及び適正な維持
管理

事業開始年度 1988年度

事　 　 業 市民ふれあい公園管理事業（ 再掲） 担当部・ 局名 建設経済部
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号 ３ 　 有害鳥獣被害の軽減 事業開始年度 2019年度

事　 　 業 鳥獣対策事業 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 鳥獣対策事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 捕獲従事者の高齢化によ る 減少が見込ま れる ため、 捕獲従事者の確保を 目的と し て、 狩猟免許の取
得、 更新に係る 経費の支援を 行う 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 君津猟友会富津支部又は富津市わな駆除会に所属し 、 市内において有害鳥獣の捕獲、 駆除を 行う 方
の新規に狩猟免許を 取得する 方及び既に捕獲従事者と し て免許を 保持し ている 方の免許更新費用の支
援を 行う 。

年度別事業内容

2026 268

76

○狩猟免許取得推進事業補助金　 152, 000円（ わな猟免許新規取得者見込15名）
　 狩猟免許受験手数料（ 上限 5, 200円）
　 狩猟講習会受講料　 （ 上限10, 000円）
○狩猟免許更新事業補助金 116, 000円
　 第一種銃猟狩猟免状更新対象者、 わな猟狩猟免状更新対象者、 新規従事者（ 免許保持者）

192

2025 266

76

○狩猟免許取得推進事業補助金　 152, 000円（ わな猟免許新規取得者見込15名）
　 狩猟免許受験手数料（ 上限 5, 200円）
　 狩猟講習会受講料　 （ 上限10, 000円）
○狩猟免許更新事業補助金 113, 100円
　 第一種銃猟狩猟免状更新対象者、 わな猟狩猟免状更新対象者、 新規従事者（ 免許保持者）

190

2028 268

76

○狩猟免許取得推進事業補助金　 152, 000円（ わな猟免許新規取得者見込15名）
　 狩猟免許受験手数料（ 上限 5, 200円）
　 狩猟講習会受講料　 （ 上限10, 000円）
○狩猟免許更新事業補助金 116, 000円
　 第一種銃猟狩猟免状更新対象者、 わな猟狩猟免状更新対象者、 新規従事者（ 免許保持者）

192

2027 268

76

○狩猟免許取得推進事業補助金　 152, 000円（ わな猟免許新規取得者見込15名）
　 狩猟免許受験手数料（ 上限 5, 200円）
　 狩猟講習会受講料　 （ 上限10, 000円）
○狩猟免許更新事業補助金 116, 000円
　 第一種銃猟狩猟免状更新対象者、 わな猟狩猟免状更新対象者、 新規従事者（ 免許保持者）

192

事業の
自己評価

　 捕獲従事者の確保、 育成と し て、 狩猟免許取得、 更新補助を 実施し 、 ま た、 狩猟免許取得に向けた知識
の習得や免許取得に関する 講習会を 実施し 、 新規捕獲従事者及び捕獲従事者の確保に努める 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

有害鳥獣捕獲従事者数

達成状況 Ａ

人
143/135

※1月末時点比
140 145 150
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号 ３ 　 有害鳥獣被害の軽減 事業開始年度 2019年度

事　 　 業 I CT等新技術を 活用し たニホ ン ザル対策 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 農作物被害対策事業 担当課名 農林水産課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 市内における サル捕獲頭数及び出没回数が増加し ている ため、 サルの群れ管理を 行い行動範囲の拡
大を 防ぐ こ と を 目的と し て事業を 実施する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 GPS発信器を 装着し たサルによ り 、 群れの移動経路、 棲家を 確認し 、 大型囲い罠によ り 群れの全頭捕
獲を 行う 。

年度別事業内容

2026 2, 922

2, 445

○ニホン ザル対策事業
　 GPS首輪装着業務　 　 　 　 　 　 　  　 951, 500円
　 基地局設置及びシス テム 利用料　 1, 970, 100円

477

2025 5, 255

3, 481

○ニホン ザル対策事業
　 サル対策事業用餌代　 　 　 　 　 　 　 768, 000円
　 移動式捕獲檻（ 地獄檻） 　 　 　 　 　 886, 600円
　 GPS首輪装着業務　 　 　 　 　 　 　  1, 305, 150円
　 基地局設置及びシス テム 利用料　 2, 294, 600円

1, 774

2028 2, 922

2, 445

○ニホン ザル対策事業
　 GPS首輪装着業務　 　 　 　 　 　 　  　 951, 500円
　 基地局設置及びシス テム 利用料　 1, 970, 100円

477

2027 2, 922

2, 445

○ニホン ザル対策事業
　 GPS首輪装着業務　 　 　 　 　 　 　  　 951, 500円
　 基地局設置及びシス テム 利用料　 1, 970, 100円

477

事業の
自己評価

　 ニホン ザルの群れは千葉県の調査によ り 市内において22群れが確認さ れており 、 従来、 銃器や箱わなに
よ る 捕獲を 実施し てき たが、 群れへの影響が少なかっ たと 考えら れる こ と から 、 I CT機器を 活用し た対策を
行い、 行動域の拡大防止、 農作物被害及び人的被害を 出すこ と の無いよ う にする ための群れ管理を 実施す
る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

捕獲群れ数

達成状況 2028年度に評価

群れ - - - 4
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ①　 く ら し やすい環境を 整える

施策番号 ４ 　 ゼロ カーボン シティ の実現 事業開始年度 2024年度

事　 　 業 ゼロ カ ーボン （ 二酸化炭素排出量実質ゼロ ） へ向けた取組 担当部・ 局名 市民部

予算事業 地球温暖化対策事業 担当課名 環境保全課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 我が国では、 2050年ま でに温室効果ガス を 国全体と し てゼロ にする 「 2050年カ ーボン ニュ ート ラ ル」
を 2020年10月に宣言し た。 こ のよ う な背景のなか、 本市においても 温室効果ガス 排出削減は意欲的に取
り 組んでいく べき 課題であ る こ と を 踏ま え、 市域から 排出さ れる CO2（ 二酸化炭素） を 削減し 、 本市のゼ
ロ カ ーボン を 実現する こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 ゼロ カーボン の実現に向けては、 市民・ 事業者・ 市が、 それぞれの役割を 認識し 、 一丸と なっ て取り
組むこ と が必要不可欠であ る こ と から 、 市民・ 事業者の温室効果ガス の削減等に向けた活動に対する 支
援協力や情報提供を 行う と と も に、 取組みの普及啓発を 図る 。

年度別事業内容

2026 6, 310

6, 310

〇住宅用設備等脱炭素化促進事業
　 家庭における 地球温暖化対策の推進に加え、 電力の強靭化を 図る ため、 住宅用設備等の導入に対
し 、 補助金を 交付する こ と で、 設置を 支援する 。

〇富津市ご みダイ エッ ト 作戦100の推進
　 市ホ ーム ページ等によ り 、 ご みの減量化・ 資源化に向けた各種情報を 提供する 。0

2025 6, 310

6, 310

〇住宅用設備等脱炭素化促進事業
　 家庭における 地球温暖化対策の推進に加え、 電力の強靭化を 図る ため、 住宅用設備等の導入に対
し 、 補助金を 交付する こ と で、 設置を 支援する 。

〇富津市ご みダイ エッ ト 作戦100の推進
　 市ホ ーム ページ等によ り 、 ご みの減量化・ 資源化に向けた各種情報を 提供する 。0

2028 6, 310

6, 310

〇住宅用設備等脱炭素化促進事業
　 家庭における 地球温暖化対策の推進に加え、 電力の強靭化を 図る ため、 住宅用設備等の導入に対
し 、 補助金を 交付する こ と で、 設置を 支援する 。

〇富津市ご みダイ エッ ト 作戦100の推進
　 市ホ ーム ページ等によ り 、 ご みの減量化・ 資源化に向けた各種情報を 提供する 。0

2027 6, 310

6, 310

〇住宅用設備等脱炭素化促進事業
　 家庭における 地球温暖化対策の推進に加え、 電力の強靭化を 図る ため、 住宅用設備等の導入に対
し 、 補助金を 交付する こ と で、 設置を 支援する 。

〇富津市ご みダイ エッ ト 作戦100の推進
　 市ホ ーム ページ等によ り 、 ご みの減量化・ 資源化に向けた各種情報を 提供する 。0

事業の
自己評価

　 わが国において「 2050年カ ーボン ニュ ート ラ ル」 が宣言さ れたこ と を 踏ま え 、 2024年本市でも 「 富津市ゼロ
カ ーボン シティ 宣言」 を 行っ た。 市民の皆様に誇り と 愛着を 持っ て富津市に住み続けていただく ためにも 、 市
全域における ゼロ カーボン 実現に向けた取組みと し て事業を 進めていく 。 今後は、 ホ ーム ページの充実化等制
度の周知・ 広報に努める こ と で、 潜在的な申請者の顕在化を 図る と と も に、 引き 続き 、 ご みの減量化・ 資源化
に向けて、 市民が取り 組みやすい情報を 提供し ていく 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

脱炭素化促進事業補助件数 件 27/40 40 40 40

市民１ 人１ 日当たり ご み排出量
の平成29年度比減量分

ｇ
73/100

※12月末時点比
100 100 100

達成状況 Ｃ

達成状況 Ｃ
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移住案内ツ アー実施回数

達成状況 Ａ

32

達成状況 Ｃ

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ②　 移住し やすい環境を 整える

施策番号
１ 　 都心へのアク セス の良さ と 豊かな自然を 兼ね備えた
　 ラ イ フ ス タ イ ルの発信

事業開始年度 2019年度

事　 　 業 移住・ 定住促進事業 担当部・ 局名 企画政策部

予算事業 移住・ 定住促進関係費 担当課名 政策推進課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 市が実施する 移住・ 定住事業を 活用する こ と で、 市外者の移住検討の促進、 市内在住者を 含めた富
津市への定住を 図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 移住イ ベン ト への出展、 パン フ レ ッ ト 配架によ る Ｐ Ｒ や移住を 検討する 方への市内案内など を 実施
し 、 市外在住者への情報発信を 強化する と と も に、 市内に在住する 若者に対し 、 県外の大学等へ通学
する 際の高速バス 通学定期券購入費の一部を 補助する など の移住定住施策を 実施する 。

年度別事業内容

2026 40, 430

12, 000

　 ・ 移住イ ベント への出展　 286千円
　 ・ 広告、 パンフ レ ッ ト 配架　 405千円
　 ・ ふる さ と 回帰支援センタ ーを活用し た情報発信（ 負担金） 　 50千円
　 ・ 移住定住パン フ レ ッ ト の印刷　 462千円
　 ・ 移住記念品事業　 11千円
　 ・ 子育て世帯向けパンフ レ ッ ト の作成　 1, 430千円
　 ・ ス テイ ふっつ移住促進事業補助金　 320千円
　 ・ ちょ こ っ と ト ラ イ アル報奨金　 100千円
　 ・ 移住子育て世帯マイ ホーム取得補助事業　 14, 000千円
　 ・ 移住者カーラ イ フ 再開補助事業　 70千円
　 ・ UI Jタ ーンによ る 起業・ 就業者等創出事業補助金　 16, 000千円
　 ・ 高速バス 通学費補助金　 7, 296千円

28, 430

2025 16, 837

6, 600

　 ・ 移住イ ベント への出展　 242千円
　 ・ 広告（ ス テッ カー） 、 パンフ レ ッ ト 配架　 601千円
　 ・ ふる さ と 回帰支援センタ ーを活用し た情報発信（ 負担金） 　 50千円
　 ・ 移住記念品事業　 22千円
　 ・ 移住定住パン フ レ ッ ト の印刷　 462千円
　 ・ ス テイ ふっつ移住促進事業補助金　 400千円
　 ・ ちょ こ っ と ト ラ イ アル報奨金　 100千円
　 ・ UI Jタ ーンによ る 起業・ 就業者等創出事業補助金　 8, 800千円
　 ・ 高速バス 通学費補助金　 6, 160千円

10, 237

2028 39, 000

12, 000

　 ・ 移住イ ベント への出展　 286千円
　 ・ 広告、 パンフ レ ッ ト 配架　 405千円
　 ・ ふる さ と 回帰支援センタ ーを活用し た情報発信（ 負担金） 　 50千円
　 ・ 移住定住パン フ レ ッ ト の印刷　 462千円
　 ・ 移住記念品事業　 11千円
　 ・ ス テイ ふっつ移住促進事業補助金　 320千円
　 ・ ちょ こ っ と ト ラ イ アル報奨金　 100千円
　 ・ 移住子育て世帯マイ ホーム取得補助事業　 14, 000千円
　 ・ 移住者カーラ イ フ 再開補助事業　 70千円
　 ・ UI Jタ ーンによ る 起業・ 就業者等創出事業補助金　 16, 000千円
　 ・ 高速バス 通学費補助金　 7, 296千円

27, 000

2027 39, 000

12, 000

　 ・ 移住イ ベント への出展　 286千円
　 ・ 広告、 パンフ レ ッ ト 配架　 405千円
　 ・ ふる さ と 回帰支援センタ ーを活用し た情報発信（ 負担金） 　 50千円
　 ・ 移住定住パン フ レ ッ ト の印刷　 462千円
　 ・ 移住記念品事業　 11千円
　 ・ ス テイ ふっつ移住促進事業　 320千円
　 ・ ちょ こ っ と ト ラ イ アル報奨金　 100千円
　 ・ 移住子育て世帯マイ ホーム取得補助事業　 14, 000千円
　 ・ 移住者カーラ イ フ 再開補助事業　 70千円
　 ・ UI Jタ ーンによ る 起業・ 就業者等創出事業補助金　 16, 000千円
　 ・ 高速バス 通学費補助金　 7, 296千円

27, 000

事業の
自己評価

　 こ れま で、 パン フ レ ッ ト の配架や移住イ ベン ト に出展する など を 行い、 市のＰ Ｒ と 移住に向けての相談
を 行っ てき た。
　 出展し た移住イ ベン ト で相談を 行っ た方の中には、 移住先や移住後の生活を 具体的に考えら れている 方
も おり 、 こ のよ う な方に対し 、 更に情報の発信を 行う こ と で市の魅力を 感じ ていただき 、 移住・ 定住を 促
進する 。
　 ま た、 移住施策を 体系的に整理し 、 移住者のニーズと 擦り 合わせ、 効果的に事業を 実施する 。

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業成果
（ 目標達成状況） 32高速バス 通学費補助金交付人数 人 30/40 32

回 16/15 15 15 15

15

達成状況 2026年度に評価

マイ ホーム 取得補助金交付件数 件 － 15 15
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達成状況 2028年度に評価

第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ②　 移住し やすい環境を整える

施策番号
１ 　 都心へのアク セス の良さ と 豊かな自然を兼ね備えた
　 ラ イ フ ス タ イ ルの発信

事業開始年度 1987年度

事　 　 業 富津市地域公共交通計画に基づく 事業（ 再掲） 担当部・ 局名 企画政策部

予算事業
公共交通計画推進事業､JR利便性維持・ 向上事業､バス 利
便性維持・ 向上事業

担当課名 企画課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 富津市の公共交通に関する 現状を明ら かにする 調査を 実施し 、 その調査結果を基に、 富津市地域公共
交通会議で、 「 みら い構想」 で掲げている 施策テーマの一つ「 快適で便利なま ち」 を実現する ための個
別計画と し て、 地域公共交通のマス タ ープラ ンと なる 「 富津市地域公共交通計画」 を策定し た。 市民、
交通事業者、 行政など 多様な主体が連携し 、 公共交通を 必要と する 人のための地域旅客運送サービス の
持続可能な提供の確保を目指し ていく 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 公共交通を必要と する 人のための持続可能な公共交通ネッ ト ワ ーク の構築を目指すため、 地域公共交
通を支える 「 地域（ 市民） 」 、 「 交通事業者」 、 「 行政」 の三者がそれぞれの役割を認識し 、 連携を強
化し ながら 、 持続可能な地域公共交通を確保する ため「 タ ク シーの利用促進や地域と 連携し た地域特性
等に即し た移動手段の導入」 など 、 計画に基づく 事業を 着実に実行する 。
　 公共交通の課題を踏ま えた基本的な方針及び目標の実現に向け計画し た全16事業について、 地域、 交
通事業者、 関係者と 共に実行する 。

年度別事業内容

2026 119, 089

6, 530
○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を交付し バス 路線を維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 13, 455千円

112, 559

2025 105, 487

0
○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ バス 路線を維持する ため補助金等を交付）
○タ ク シー運賃助成事業　 25, 963千円（ 運転免許証を保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 11, 042千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 1, 500千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク
シー事業者を支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 393千円

105, 487

2028 106, 028

0
○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を交付し バス 路線を維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 394千円

106, 028

2027 113, 028

0
○バス 利便性維持・ 向上事業　 66, 589千円（ 補助金等を交付し バス 路線を維持する こ と によ り 、 市民の
移動手段を確保）
○タ ク シー運賃助成事業　 24, 682千円（ 運転免許証を保有し ていない65歳以上の高齢者等を対象に、 1
枚500円の利用券を年間最大48枚交付）
○市移動手段確保等支援事業補助金　 13, 813千円（ 公共交通が不便な地域に交通空白地有償運送等によ
り 移動手段を確保する 事業に対し 、 その継続的な運行を維持し ていく ための経費を補助）
○第二種運転免許取得支援事業補助金　 550千円（ 人材確保に苦慮し ている 市内の路線バス ・ タ ク シー
事業者を支援する ため、 従業員の第二種運転免許取得費用の2分の1を補助）
○公共交通マッ プ改定費用、 市地域公共交通会議負担金等　 7, 394千円

113, 028

事業の
自己評価

　 地域公共交通計画に基づき 、 タ ク シー運賃助成事業、 竹岡地区交通空白地有償運送事業（ ぷちバス わだ
ち） 、 峰上地区交通空白地有償運送事業（ 峰タ ク ） 及び金谷地区交通空白地有償運送事業（ き んこ く タ ク
シー） 、 第二種運転免許取得支援事業など を実施し ている 。 コ ロ ナ禍によ り 一旦大き く 減少し た後徐々に回
復し てき た市内公共交通利用者数は若干の減少が見込ま れる が、 引き 続き 、 持続可能な旅客運送サービス 提
供の確保を目指し 取組を進めていく 。

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

事業成果
（ 目標達成状況）

公共交通網の整備に満足し てい
る 人の割合

％ － －

市内公共交通利用者数

達成状況

万人 192/199 /199 /199 /199

Ｂ
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第３ 期総合戦略実行計画書

総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ②　 移住し やすい環境を 整える

施策番号
１ 　 都心へのアク セス の良さ と 豊かな自然を 兼ね備えた
　 　 ラ イ フ ス タ イ ルの発信

事業開始年度
2005年度
1981年度

事　 　 業 創業支援事業（ 再掲） 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 中小企業資金融資対策事業・ 商工振興関係費 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 創業者へのサポート を 行う こ と で、 地域での雇用を 促進する と と も に、 地域経済の活性化を図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○国の認定を 受けた創業支援等事業計画に基づき 、 創業相談に対応する ための「 ワ ンス ト ッ プ相談窓口」 、
「 創業相談窓口」 を設置する と と も に、 創業者の知識向上のために、 富津市商工会や千葉県信用保証協会と
連携し た｢創業支援セミ ナー｣、 「 創業ス ク ール｣を 開催する 。
○市の制度融資の活用によ り 、 事業に要する 資金の調達が困難な創業者に対し 、 金融機関から の資金融資を
円滑にする と と も に、 当該融資の利子補給を 行う 。
〇市内で創業等を 考えている 事業者等に対し 、 創業等する 前から サポート を行う こ と によ り ス ムーズな事業
開始を 応援する ため「 あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金」 を 交付する 。

年度別事業内容

2026 80, 559

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ンス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金10, 559

2025 77, 519

70, 000
○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ンス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金7, 519

2028 80, 559

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ンス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付金事業預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金10, 559

2027 80, 559

70, 000

○市・ 商工会・ 信用保証協会と 連携し た創業支援等事業計画の推進
　 ・ ワ ンス ト ッ プ相談窓口、 創業支援セミ ナー開催、 創業相談窓口、 創業ス ク ール開催
  商工業振興事業補助金のう ち創業支援事業費
○中小企業融資貸付預託金
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金10, 559

事業の
自己評価

　 創業支援等事業計画の推進について、 商工会、 信用保証協会や関係機関と 連携し 、 創業希望者や創業者に対し 、
創業支援セミ ナーや創業相談窓口によ る 起業喚起、 専門家によ る 助言、 支援を 通じ て継続的なサポート を 行う 。
　 創業者への制度融資の貸付については、 金融機関、 信用保証協会と 連携し 、 資金調達が円滑に行える よ う 支援を
行う 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

創業者数（ 創業支援等事業計
画）

件 5/9 9 9 9

50

達成状況 Ｃ

創業支援セミ ナー延参加者数 人 90/50 50 50

達成状況 Ａ

2

達成状況 Ｄ

創業者融資貸付件数 件 0/2 2 2
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向
②　 移住し やすい環境を整える

施策番号
１ 　 都心へのアク セス の良さ と 豊かな自然を兼ね備えた
　 　 ラ イ フ ス タ イ ルの発信

事業開始年度 1981年度

事　 　 業 商工振興事業（ 再掲） 担当部・ 局名 建設経済部

予算事業 商工振興関係費 担当課名 商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 地域の中小企業の経営安定と 一層の地域商工業振興の推進及び事業者が積極的な事業展開が出来る よ
う 、 商工業の健全な育成を図る 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○事業に要する 資金の調達が困難な中小企業者に対し 、 金融機関から の資金融資を 円滑にする と と も に、
当該融資の利子補給を 行う 。
○富津市商工会が小規模商工業者のために行う 経営改善普及事業等の支援に要する 経費に対し 補助金を 交
付する 。
〇事業者への事業承継に係る 課題解決に向けた情報提供や事業承継への計画的な準備の重要性について、
包括連携協定を 活用し た事業承継セミ ナーを行う 。
○千葉県産業振興センタ ー等が実施する 各種セミ ナーの周知を図る 。
〇市内で創業等を考えている 事業者等に対し 、 創業等する 前から サポート を 行う こ と によ り ス ムーズな事
業開始を応援する ため「 あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金」 を 交付する 。

年度別事業内容

2026 90, 620

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金

20, 620

2025 87, 974

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○中小企業緊急融資信用保証料及び利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催17, 974

2028 90, 620

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金

20, 620

2027 90, 620

70, 000

○中小企業融資貸付預託金( 融資枠は預託金の10倍の額）
○中小企業資金融資利子補給事業補助金
○小規模事業者経営改善資金利子補給事業補助金
○商工業振興事業補助金のう ち経営改善普及事業費
○よ ろず支援拠点ピ ンポイ ント セミ ナー開催
○包括連携協定を活用し た事業承継セミ ナー開催
〇あなたのチャ レ ンジサポート ！創業支援等事業補助金20, 620

事業の
自己評価

　 7億円の融資枠を 確保し た融資制度によ り 、 中小企業者の融資に対し 経営安定に寄与する こ と が出来ている 。
今後も 事業を 継続する と と も に、 融資状況を見ながら 融資条件や融資枠の検討を行う 。
　 商工会の経営指導員等によ る 経営指導及び相談については、 市内中小企業の事業継続のため必要不可欠であ
る こ と から 、 引き 続き 補助金の支出によ り 支援し ていく 。
　 包括連携協定を活用し 事業承継セミ ナーを行い、 ま た関係機関が実施する 各種セミ ナーの周知を図る 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

中小企業資金融資貸付件数 件 21/39 39 39 39

1, 549

達成状況 Ｃ

経営指導員によ る 相談指導件数 件 750/1, 549 1, 549 1, 549

達成状況 Ｄ

15

達成状況 Ｃ

事業承継セミ ナー参加者数 人 8/15 15 15
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ②　 移住し やすい環境を整える

施策番号 ２ 　 住民間の交流促進に役立つ情報発信 事業開始年度
1971年度
2013年度

事　 　 業
ふっ つの魅力発信事業（ 広報ふっ つ、 ホーム ページ、 フ ッ ツ アー
（ 観光ガイ ド ブッ ク ） 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等の活用） （ 再掲）

担当部・ 局名
総務部

建設経済部

予算事業
広報「 ふっ つ」 関係費、 市ホーム ページ管理事業、
観光総務関係費

担当課名
秘書広報課
商工観光課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源 事業内容
一般財源

目　 的
（ 何をど う し たいのか）

　 市政情報、 各種届出等の手続き 、 行事や催し 物、 観光及び地域の魅力等を 情報発信する こ と によ
り 、 市政の情報や事業・ サービ ス の透明性を 確保し 、 市民の利便性の向上、 地域への愛着の醸成を 図
る と と も に、 市内外への発信力強化を 目的と する 。 市内各地域の観光資源と なる 景観、 地場産品など
の多彩な魅力を 、 市の情報発信媒体によ り 発信・ 紹介する こ と によ り 、 住民が地域の魅力と し て再認
識し 、 愛着の醸成を 図る こ と を 目的と する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

○ 広報「 ふっ つ」 の発行
　 ・ 発行日： 毎月1日　 　 ・ 発行部数： 13, 300部/月
　 ・ 配布方法： 新聞折込み、 郵送（ 個別配布） 、 商業店舗等に据置、 「 マチイ ロ 」
　 　 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○ 市ホームページ等の管理
　 ・ ホームページシス テム の更新、 保守管理　 ・ Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○ 観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 及び観光ガイ ド マッ プ（ フ ッ ツ アーポータ ブル） の定期的な見直し 及び観
光PR、 各種活動等における 活用
○ SNS等を 活用し た観光資源の魅力発信

年度別事業内容

2026 15, 470

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など 64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） の更新・ 増刷　 2, 475千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） その他の印刷物を 活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを 含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 526

2025 10, 077

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行） 5, 735千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 230千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など 64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） その他の印刷物を 活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを 含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

9, 133

2028 15, 495

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など 64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） の更新・ 増刷　 2, 500千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） その他の印刷物を 活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを 含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

14, 551

2027 13, 463

944

○広報「 ふっつ」 の編集発行　 13, 300部/月（ 毎月1日発行）  9, 197千円
○広報ふっ つ新聞折込み（ 7紙11, 000部/月） 、 郵送（ 個別配布55部/月）  2, 154千円
　 商業施設・ 郵便局・ 市出先機関など 64か所に据置、 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 によ る 配信
○市ホームページの管理 1, 644千円
○Facebook、 LI NE、 Ｘ 、 YouTube、 Ti kTokアカウ ント の運営
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー　 ポータ ブル版） の更新・ 増刷　 468千円
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） その他の印刷物を 活用し た市内外への観光プロ モーショ ンの実施
○観光ガイ ド ブッ ク （ フ ッ ツ アー） 、 SNS等を活用し た観光資源の魅力発信
〇紙ベース やデジタ ルを 含めたジャ ンルに囚われない観光プロ モーショ ン素材の調査・ 研究

12, 519

事業の
自己評価

　 近年、 イ ンタ ーネッ ト 環境が普及し ている こ と から 「 マチイ ロ 」 「 マイ 広報紙」 でも 「 広報ふっ つ」 が閲覧でき る よ
う にし ている 。 ま た、 新聞購読世帯でない方にも 読んでも ら える よ う 、 郵送で配布する ほか市内商業施設など にも 据え
置いている 。
　 市ホームページによ り 多く アク セス し ても ら える よ う 、 更なる 利便性の向上を 目指すと と も に、 魅力的なホームペー
ジと する ため調査研究を 行う 。 今後も よ り 積極的に情報を 発信する ため、 Facebook・ LI NE・ Ｘ ・ YouTube、 Ti kTokでの
情報配信を 行う と と も に新たな情報発信媒体の調査を 行う 。
　 観光情報については、 旅行ス タ イ ルが多様化し ており 、 ま た外国人旅行者も 増えている こ と から 、 観光客の動向や
ニーズの変化を 見極めながら 情報の発信を 行っ ていく 必要がある 。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

LI NE公式アカウ ン ト 友だち人数 人 10, 024/9, 600 10, 000 10, 300 10, 600

2, 300

達成状況 Ａ

Ｘ フ ォ ロ ワ ー数 人 1, 902/1, 900 2, 100 2, 200

達成状況 Ａ

2, 200

達成状況 Ａ

イ ンス タ グラ ムフ ォ ロ ワ ー数 人 2, 052/1, 900 2, 000 2, 100
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総
合
戦
略

基本目標 ４ 　 く ら し やすく 、 移住し やすい環境づく り
基本的な

施策の方向 ②　 移住し やすい環境を 整える

施策番号 ３ 　 空き 家の活用によ る 転入促進 事業開始年度 2019年度

事　 　 業 空家バン ク の活用によ る 空き 家情報の提供・ マッ チン グ 担当部・ 局名 企画政策部

予算事業 空家バン ク 事業 担当課名 政策推進課

年度
事業費
( 千円)

補助金等の
特定財源

事業内容
一般財源

目　 的
（ 何を ど う し たいのか）

　 「 富津市空家バン ク 」 への物件登録並びに登録物件の購入及び賃貸を 促進し 、 市への移住・ 定住人口の増加を 図り 、
も っ て市の活性化に寄与する 。

事業全体の内容
（ 手段、 手法など ）

　 「 富津市空家バン ク 」 の利用促進のためには、 登録物件数の増加が必須である こ と から 所有者に対し て空家バン ク 制
度の周知を 図る と と も に、 相談のあっ た空家の調査を 実施する 。
　 ま た、 富津市空家バン ク に登録さ れた物件について、 市ホーム ページで周知を 図る 。

年度別事業内容

2026 4, 200

0

○空家バン ク への物件登録の促進
　 ・ 空家バン ク リ フ ォ ーム 補助金　 2, 500千円（ 5件分）
　 ・ 空家バン ク 登録支援・ 利用者支援補助金　 1, 500千円（ 15件分）
　 ・ 空家バン ク 促進協力金　 200千円（ 40件分）
　 ・ 物件登録促進のための広報と 、 その見直し 及び検討

4, 200

2025 3, 500

0

○空家バン ク への物件登録の促進
　 ・ 空家バン ク リ フ ォ ーム 補助金　 2, 500千円（ 5件分）
　 ・ 空家バン ク 登録支援・ 利用者支援補助金　 800千円（ 8件分）
　 ・ 空家バン ク 促進協力金　 200千円（ 40件分）
　 ・ 物件登録促進のための広報と 、 その見直し 及び検討

3, 500

2028 4, 200

0

○空家バン ク への物件登録の促進
　 ・ 空家バン ク リ フ ォ ーム 補助金　 2, 500千円（ 5件分）
　 ・ 空家バン ク 登録支援・ 利用者支援補助金　 1, 500千円（ 15件分）
　 ・ 空家バン ク 促進協力金　 200千円（ 40件分）
　 ・ 物件登録促進のための広報と 、 その見直し 及び検討

4, 200

2027 4, 200

0

○空家バン ク への物件登録の促進
　 ・ 空家バン ク リ フ ォ ーム 補助金　 2, 500千円（ 5件分）
　 ・ 空家バン ク 登録支援・ 利用者支援補助金　 1, 500千円（ 15件分）
　 ・ 空家バン ク 促進協力金　 200千円（ 40件分）
　 ・ 物件登録促進のための広報と 、 その見直し 及び検討

4, 200

事業の
自己評価

　 こ れま で富津市空家バン ク に延べ36件の物件を 登録し 、 26件が成約と なっ た。
　 富津市空家バン ク の物件登録数と 利用希望者数を 比較する と 、 物件登録数延べ36件に対し 、 利用希望者数延べ159人と なっ
ており 、 空家バン ク 利用希望者数が大き く 上回っ ている 状況で物件登録数が少ないこ と が課題である こ と から 、 空家バン ク
への登録を 促すための方策を 検討・ 実行し 、 成約件数の増加を 目指す。

事業成果
（ 目標達成状況）

成果指標名
（ 実績値／目標値）

単位
2025年度

（ 実績見込）
2026年度 2027年度 2028年度

空家バン ク の成約延べ件数
［ 4年間］

達成状況 2028年度に評価 － －

件 － － － 20
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